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　プロローグ







　──ちりんちりーん。

　まだまだ夏の蒸むし暑さが残るマイホームの──その窓まど際ぎわに吊つるされた風ふう鈴りんが、爽さわやかな音色を奏かなでる中、ミナトたちはちょうどお昼ご飯を食べようとしていた。

　本日のメニューは、この暑さの中でもちゅるりと喉のどを通るよう、冷たい〝そうめん〟にしたのだが、

「よし、行くぞー」

「はいですっ」「ええ」「うむ」「いつでもいいよーっ」

　この時季にやる〝そうめん〟と言ったら、もうこれしかあるまい。

　半分に割った〝竹〟を繫つなぎ合わせ、中に流した水とともに、〝そうめん〟を流す。




　そう、夏の定番──〝流しそうめん〟である。




　当然、主役の〝そうめん〟もさることながら、おつゆの中に入れた薬味類なども、うちの畑で採れたものばかりであり、とくに〝ミョミョミョウガ〟と〝ノーバンネギ〟は、ミナト的にもすこぶるいい出来だと自負していた。

　それらを含ふくめた、薬味類てんこ盛りのおつゆが入ったお猪口ちよこを手に、女子たち四人は、ミナトが〝そうめん〟を流すのを、今か今かと待ち侘わびていた。

　もちろんミナトも食べられるよう、〝そうめん〟を流す係は交替制で、先頭に近い方からローテーションをすることになっている。

「まずは一投目──ほいっ」

　──すいー。

「はっ！　……もぐもぐ……おいひいれふぅ～」

　どうやら一投目は、先頭にいたお胸の大きな美少女エルフ──ココが掬すくったらしい。

　彼女はにんまりと幸せそうな顔をしていた。

「ほら、どんどん流しなさいよ。あたしたちも食べたいんだから」

「おう、ちょっと待ってろ。──よいさっ。──ほいさっ」

　──すいー。

　──すいー。

　気の強そうな猫ねこ目めの美少女ビースト──ヒノカに言われ、ミナトもハイペースで〝そうめん〟を流していく。

　が。




「──えいっ！　……もぐもぐ……ほっ！　……もぐもぐ……むふふ～」




「「「……」」」

　またもやココが、しかも連続で〝そうめん〟を奪だつ取しゆし、残りの女子たち三人の顔に、あからさまな不満の色が宿る。

　しかし今は楽しい流しそうめん中ゆえ、三人も努めて冷静に、次の〝そうめん〟が流れてくるのを待っていたのだが、

「──ほいっ。──よっ。──ほいさっ。──えいさっ」

　──すいー。

　──すいー。

　──すいー。

　──すいー。

「はっ！　……もぐもぐ……ふっ！　……もぐもぐ……ほっ！　……もぐもぐ……よっ！　……もぐもぐ」

　全ぜん滅めつ。

　ミナトが流した〝そうめん〟は、全すべてココの口の中へと、吸い込まれるように消えていった。

「だーっ!?　なんで全部食べちゃうのよ!?　あたしたちに全然回ってこないじゃない!?」

　これにはさすがに黙だまっていられなかったのか、ヒノカをはじめ、残りの女子たちも抗こう議ぎの声を上げてきた。

「そうだぞ。ののか氏が飢え死にする分にはいいが、私の分がないのは困る」

　そう抑よく揚ようのない声で言ったのは、寝ね惚ぼけ眼まなこが特とく徴ちようの美少女フェアリー──シーナだ。

　なお、彼女の言う〝ののか〟とは、ヒノカの本名だったりする。

「ココちゃ～ん!?　わたしもおそうめん食べたいよぉ～!?」

　その後ろで滝たきのような涙なみだを流すのが、最後の一人──淡たん褐かつ色しよく肌はだの美少女ドワーフことタマネである。

　これら四人の美少女＋ペット兼けん非常食のマル子（オス）とともに、ミナトは〝始まりの街〟──《フォート》の一画に建てたマイホームで、一つ屋根の下な共同生活を送っていたのだ。

　ヒノカたちから猛もう抗議を受けたココだったが、彼女は咀そ嚼しやくしていた〝そうめん〟をごくりと吞のみ込むと、神しん妙みような顔で言った。

「流しそうめんとは戦いなのです。食うか食われるか──その二つのどちらかしか選べないのなら、私は食べる人でありたいです！」

「「「……」」」

　どーんっ！　と効果音でも出そうなほどのキメ顔で言うココに、当然、女子たちのジト目が鋭えい角かくで突つき刺ささる。

「ちょ、ちょっと何するんですかぁ!?」

　すると、ココ以外の女子たちは、ずずいとココを押しのけて前へ前へと進み、三人で最前列付近に陣じん取どり始めた。

「ふえぇ～!?　私の特等席がぁ～!?」

「いや、何やってんだ、お前ら……」

　ミナトも呆あきれたような顔をするが、空腹が苛いら立だちに拍はく車しやをかけているらしく、ココ以外の女子たちは真しん剣けんそのもののようで、

「ほら、早く次の〝そうめん〟を流しなさいよ！」

「お、おう……」

　言われるがまま、ミナトは次々に〝そうめん〟を流していく。

「ずるずる……あら、おいひいわね」

「うむ……もぐもぐ……これはなかなか……」

「ずるずるもぐもぐずるずるもぐもぐ」

「うぅ、私食べてないですぅ～……」

　今度はココだけ食べられなかったようで、うるうると涙目になっていた。

「ほら、泣くなって。まだいっぱいあるんだしさ」

　──すいー。

「はい、これあたしのー」

「はわぁっ!?」

　──すいー。

「これは私のだ」

「ひえぇっ!?」

　──すいー。

「あ、じゃあこれわたし！」

「きゃふぅっ!?」

「お前らなぁ……」

　かなり速いペースで流してはいるのだが、一、二、三とゲットした後、また一に戻もどるというエンドレスリピートで、一向に四番目のココまで〝そうめん〟が回ってくる気配がなく、




「──ひ、ひどいですぅ～!?　こんなの人のやることじゃないですぅ～!?」




　ついにココが音ねを上げ、わんわんと泣き喚わめき始めた。

「……いや、それをさっきまでやってたのはあんたでしょ……」

「そこはおちゃめなココさんということで、許してくださいですぅ～っ!?」

「「「「えぇ……」」」」

　何言ってんの、この子……、とココ以外の四人は揃そろって白目をむいたのだった。

　ちなみに、十分雰ふん囲い気きは味わえたので、流しそうめんはここまでとし、普ふ通つうに食べる方へと移行したところ、お腹なかいっぱいになったらしい女子たちは、ココを含め、皆みなご機き嫌げんが直っていたとかなんとか。

　なんとも現金なことである。










　一章　ゴールド王に会いに行こう







　美少女ＮＰＣだらけの島──〝マゾス島〟から帰き還かんして数日後。

　ミナトたちは《フォート》の酒場の一つ──《ハニーバニースイート》でコンサートを再開したサラの歌を聴ききに、夜の酒場へと足を運んでいた。

　サラはミナトよりも二つほど上──二は〇た歳ちくらいのヒュームで、おっとりとした雰ふん囲い気き漂ただよう、ママさんオーラ全開の癒いやし系美女である。

　その上、ココ以上の爆ばく乳にゆうを持ち、歌も遥はるかに上う手まいどころか、考え方もしっかりしていることから、ココの上位互ご換かんなのではと言われたりもしていた。

　そのことで、ココが一時期しょんぼりしたこともあったのだが、今ではそれも過去のこと──サラとも良好な関係を続けている。




　──ら～らら～♪




「さすがはサラさん。相変わらずお歌がお上手ですね。まあ、私ほどではないんですけどねっ」

　むふんっ、とココが自信満々にその大きなお胸を張る。

　余談だが、かく言うココの歌は、それはそれは聴くに堪たえないもので、そろそろ死人が出るのではと噂うわさされるレベルだったりする。

　しかも本人がそれに気づいていないので、なおのことタチが悪い。

「しかしコンサートを再開した途と端たんに満席とは、サラ氏の歌はよほど人気があるのだろうな」

「だねー。おかげで他の酒場はがらがららしいよー」

「そりゃ災難だな。まあ、俺らはサラさんの歌が聴ければ、それでいいんだけどさ」

　再びサラに視線を戻すと、彼女は瞳ひとみを閉じ、気持ちよさそうに自らの美声を披ひ露ろうしていた。

「はーい、ご注文の〝ノシポークザンギ〟大盛りでーす」

　最中、バニー姿のウェイトレスが、山盛りの唐から揚あげを運んでくる。

　この店の定番メニュー──〝ノシポークザンギ〟だ。

「お、来たわね」

「わあ、待ってましたぁ～♪」

　質より量に重きを置いた、お財さい布ふに優やさしいメニューなのだが、味の方もなかなかに美味で、ここに来た時は、必ずこれを頼たのむところから始めているのだ。

「じゃあ飯も来たことだし、とりあえず乾かん杯ぱいするか」

「はいですっ」

　全員で飲み物の入ったグラスを掲かかげ、ミナトが代表して音おん頭どをとる。

「まあ何に乾杯ってわけでもないんだけど、サラさんの歌と、安くて美う味まい〝ノシポークザンギ〟に──乾杯！」

「「「「かんぱーい！」」」」

　からんっ、と小気味よい音を響ひびかせ、ミナトたちは夕食の宴うたげを堪たん能のうするのだった。




　それからしばらく経たち、演目が一段落したのか、休きゆう憩けいに入ったらしいサラが、ミナトたちの席へとやってくる。

「ふふ、こんばんは、皆みなさん」

「あ、どうも。コンサート、凄すごくよかったです」

「お疲つかれさまですぅ～」

「お疲れ、サラ」

「お邪じや魔ましているぞ、サラ氏」

「相変わらず凄く綺き麗れいな歌声だったねー」

「うふふ、ありがとうございます。そう言っていただけて嬉うれしいですわ」

　頰ほおに手を添そえ、柔やわらかく微笑ほほえむサラに、一同がほんわかとした気持ちになっていると、




「──あ、そうでした」




『？』

　彼女はふと思い出したかのように、インベントリとなっている腰こしの革かわ袋ぶくろから、一枚のチラシを取り出して言った。

「どうやらこのようなイベントがあるらしくて、皆さんもご興味があるんじゃないかと思いまして」

「おお、それはありがとうございます。えーなになに……」

　全員でチラシを覗のぞき込んでみると、そこには大きな文字でこう書かれていた。




『〝黄金の街〟──《エルドラ》にて、ゴールド王が求む！』




「ゴールド王？」

　小首を傾かしげるココに、サラが人差し指を立てながら説明した。

「はい。なんでもこの王さまが、二週間に一度プレイヤーの皆さんに〝お願い〟をするという恒こう常じようイベントらしいのですが、それを叶かなえると、王さまの持つ財宝の中から、好きなものを一ついただけるそうです」

「え、じゃあ私とミナトさんのエンゲージリングも!?」

「いや、そんなものがあったら、逆にドン引きなんだけど……」

　ヒノカがココにジト目を向ける中、シーナがサラに問う。

「で、財宝というのは、どういう感じのものがあるのかね？　まあ〝財宝〟と言うからには、それなりに高価なものだとは思うのだが」

「えっと、私もお話を聞いただけなので、詳くわしくは分からないのですが、それでも通常の鍛か冶じなどでは手に入らないような武具類や、高価な《エルドラ》の土地などなど、とにかく希少なものばかりらしいです。しかも今回は航路の開通記念ということで、世界に一隻せきしかない、〝飛空艇てい〟と呼ばれる代しろ物ものが貰もらえるのだとか」

「え、そうなの!?　〝飛空艇〟って言ったら、よくゲームとかで出てくる、世界中を飛び回れるやつだよね!?」

　テンション高めなタマネに、サラは微笑みながら頷うなずく。

「ええ、そのような代物だと聞いています。これを手に入れたプレイヤーは、独自の航路を設定出来るので、他の皆さんから〝運賃〟を得ることが出来るのだと」

　その言葉に一番反応を示したのは、他でもないヒノカだった。

「ちょっと皆聞いた!?　運賃をとれるなんて最高じゃない！　不労所得よ、不労所得！　今まで黙だまっていたけど、実はあたし、将来は何もせず、自由に生きていきたいと思っていたのよね！」

　そうパッド入りの胸を張るヒノカだが、わざわざドヤ顔で言うほどのことでもないような気がするのは、果たしてミナトの気のせいだろうか。

「まあののか氏のアホみたいな野望はさておき」

「ちょ、誰だれがアホみたいな野望よ!?」

　ヒノカの抗こう議ぎを涼すずしい顔でスルーし、シーナは続ける。

「だが僅わずかでも定期的な収入があるのとないのでは、心の余よ裕ゆうも大分違ちがってくるからな。現状でもさほど苦しいわけではないが、お金はあっても邪魔になるものではないし」

「そうだねー。わたしもリアルじゃ自じ炊すいしてるけど、仕送りが少なくて、お給料日前とか、ずっともやしばっかり食べてるし……ぐすっ」

　リアルの惨さん状じようを思い出したのか、見た目の子どもっぽさとは裏腹に、唯ゆい一いつ社会人のタマネが涙なみだ目めになっていると、ココが瞳を爛らん々らんと輝かがやかせて言った。

「つまりその飛空艇があれば、私たちの新しん婚こん旅行が捗はかどるというわけですね！」

「はい♪」

「いや、サラさん、そこ頷くところじゃ……」

　それ以前に、新婚旅行も何も結けつ婚こんしてないし……。

「？」

　だがそんなミナトの突つっ込こみもむなしく、天然なサラは笑顔のまま首を傾げていた。

「分かりました！　でしたら私たちの未来のためにも、是ぜ非ひその王さまに会いに行きましょう！」

「そうね。あんたたちの未来とかは別にどうだっていいんだけど、あたしの輝かしい人生のためには行くしかなさそうね」

「ふむ、そう言われると、何な故ぜか急に行く気が失うせてきたのだが……まあいい。要は私がミナトと新婚旅行をした後、運賃収入で輝かしい人生を送ればいいだけの話だからな」

「わーい！　じゃあまた皆みんなで旅行だねー！」

「ふふ、喜んでいただけたようで何よりですわ」

　すっかり行く気満々な女子たちの様子に、サラも嬉しそうな顔をする中、ミナトは彼女に尋たずねる。

「ところで、もちろんサラさんも一いつ緒しよに行きますよね？」

　マイホームにこそ同居はしていないものの、マゾス島へは一緒にキャンプをしにいった間あいだ柄がらだ。

　当然、今回も同行してくれるものだとばかり思っていたのだが、




「──すみません、実はコンサートの予定が立て続けに入っていまして……」




　と、残念ながらおあずけを食らってしまった。

　恐おそらくマゾス島に行っている間、しばらくお休みを貰っていたので、その反動的なものが来ているのだろう。

　アマチュアだが、酒場を満席にするほどの人気なのだ。

　それも頷ける話ではある。

「あ、そうだったんですか。いえ、気にしないでください。それならまた誘さそいますんで、コンサートの方、ばっちり頑がん張ばってください！」

「はい、ありがとうございます♪」

　親指をぐっと立てて言うミナトに、サラもそう微笑んでくれたのだった。




　翌日。

　忙いそがしいサラの分も、しっかりと財宝を貰ってこようと勢い込んだミナトたちは、件くだんのゴールド王に会いに行くため、遠出用の準備を整えるべく、市場へと繰くり出していた。

　なんでもゴールド王は、〝港町〟──《リフル》からのびる航路の一つを行った先にある、黄金の街──《エルドラ》の中心に聳そびえ立つ、やたらとでかい塔とうのてっぺんに宮きゆう殿でんを構えているのだとか。

　その《エルドラ》自体も、ゴールド王が造った街らしく、とにかく桁けた外はずれの金持ちばかりが住んでいるという。

　どこのドバイなのかという感じだが、世の中には、一いつ般ぱん庶しよ民みんの感覚がまったく通じないレベルの金持ちがいるということだろう。

　塔は普ふ通つうの飛行船で行ける高度を遥はるかに越こえ、〝蒼そう穹きゆう層〟と呼ばれる区域にまで達していると言い、王の宮殿は《神の園その》と呼ばれているらしい。

　まさかそこまで歩きで上るとは思えないが、ここはゲーム世界──《サバイバルアーツ・オンライン》の中である。

　万が一に備え、スタミナ回復用の携けい帯たい食料は、多めに持っていくに越したことはないだろう。

　というわけで、携帯食料を中心に買い出しに来たのだが、




「──あ、すみません。ちょっとここに寄ってもいいですか？」




　ふいにココが教会を指差しながらそう言ってきたので、ミナトたちは不思議に思いつつも、これに寄ることにしていた。

「しかしまたなんでこんなところに？」

　レッドカーペットの上を歩きながらミナトが尋ねると、ココは恥はずかしそうに顔を赤く染めて言った。

「えへへ、実はですね──っと、こんにちはー」

「はい、こんにちは、ココさん」

　にこり、とココの挨あい拶さつに笑顔で応こたえたのは、修道服に身を包んだ、老年の男性ＮＰＣだった。

　いかにも〝神父〟というような雰ふん囲い気きの漂ただよう、柔にゆう和わな顔つきの老人だが、どうやら頭頂部だけは神のご加護がなかったらしく、ぴかぴかに輝いていた。

　いや、むしろあそこにだけ加護の力が働いているのかもしれない。

　ともあれ、神父がココの名を知っている以上、彼女がここに来るのは初めてのことではないらしい。

　それにしても、本当にこんなところになんの用があるのか。

　ミナトたちが些いささか困こん惑わくしながら待っていると、やはり神父は笑顔でココにこう促うながした。

「ではこちらに」

「はい、分かりました。あ、ちょっとお祈いのりしてきますので、少しだけ待っていてくださいね」

「あ、ああ」

　思わず頷いてしまったミナトに、ヒノカが小声で耳打ちしてくる。

（え、何？　どういうこと？　あの子、いつの間に神の僕しもべ的なやつになったの？）

（いや、俺が知るかよ……。でももしかしたら、遠出をする時は、いつもこうやって無事を祈り続けていてくれたんじゃないか？）

（あ、きっとそうだよ！　ココちゃん優やさしいし、わたしたちが安全に遠出出来るよう、人知れず祈っていてくれたんだよ！）

（ふむ、それは実に素す晴ばらしいことだとは思うのだが……）

　少し含ふくみのある物言いのシーナとともに、ミナトたちがココの様子を窺うかがっていると、彼女は聖母像の前に跪ひざまずき、両手を組んで静かに瞳ひとみを閉じた。

「「「「……」」」」

　十字窓から射す陽光を一身に受けたその姿は、まるで中世の聖処女──ジャンヌ＝ダルクを彷ほう彿ふつとさせ、ミナトたちも言葉を忘れて見入ってしまう。

　やはり皆の無事を祈ってくれていたのか。

　どこか神秘的なココの姿に、ミナトたちも口を半開きにして見守っていたのだが、




「──どうかミナトさんとラヴラヴでいられますようにぃ～！」




「「「「──っ!?」」」」

　彼女はいきなりそんなことを叫さけび始め、一同は揃そろってずっこけそうになった。
















「赤ちゃんはなるべく早く欲ほしいので、そこも何とぞぉ～！　奥手なミナトさんが今夜にでも狼おおかみさんになりますようにぃ～！」

　両目を〝[image: かお]〟にして必死に祈りを捧ささげるココの姿は、すでにジャンヌ＝ダルクにはほど遠く、まるで婚活に失敗し続けた挙げ句、〝リア充じゆうに呪のろいあれ〟とお一人さまの道を突き進む、人生の大先せん輩ぱいのような感じだった。

　当然、白目でドン引きのミナトたちだが、一通りの祈りを捧げたココのもとに、件の神父が近づいてくる。

「さあ、ココさん、例のものを」

「はいっ」

　神父に促されたココは、腰こしの革かわ袋ぶくろからごそごそと何かを取り出し始める。

（ね、ねえ、あれって……）

（あ、ああ……。ま、まさかココのやつ、怪あやしい金銭のやり取りを……っ!?）

（こ、ココちゃーん!?）

　明らかに賄わい賂ろっぽい雰囲気に、一同が固かた唾ずを吞のんで状じよう況きようを窺っていると、

「ささ、お納めください」




　ココはのし袋に入ったお金──ではなく、サラのサイン入りブロマイドを差し出した。




「「「「のわっはあっ!?」」」」

　盛せい大だいにずっこけるミナトたちを差し置き、神父は厳おごそかな顔つきでこれを受け取る。

「確かに」

「いや、〝確かに〟じゃないわよ!?　なんでＮＰＣがサラのスクリーンショットを欲しがってるのよ!?」

「ひゃうっ!?　な、なんですか、いきなり!?」

　突とつ如じよ声を荒あららげたヒノカに、ココがびくりと肩かたを震ふるわせる。

「ま、まあ落ち着けって。で、結局どういうことなんだ？」

　最中、ミナトはどうどうとヒノカを宥なだめつつ、ココに事の顚てん末まつを問うた。

「いえ、別に大したことではないんですけど、先ほどもお祈りさせていただいたとおり、少し前から、ここでミナトさんとの幸せを願い続けていたんです」

「そ、そうか。それはまあ……おう。ありがとな」

　面と向かってそう言われると、さすがに照れるというか……。

　とりあえずお礼を言っておいたミナトに、ココは「はいっ！」と満面の笑えみで頷うなずき、話を続けた。

「それで、通常なら〝お布ふ施せ〟が必要になるらしいのですが、こちらの優やさしい神父さんが、せっかくコンサートが再開されたのに、立場上ああいう酒場には行けないと困っていたので、サインを貰もらってくる代わりに、それをお布施として認めていただくことになったんですっ」

　えっへん、と大きなお胸を張るココに、タマネが少々困惑した口調で言う。

「え、でもそれって神父さんの懐ふところに入るだけだから、聖母さま関係ないんじゃ……」

　と。




「──タマちゃんさん！」




「ひっ!?」

　いきなりココにがしっと両肩を鷲わし摑づかみされ、タマネが驚きよう愕がくの表情で固まる。

　すると、ココは神しん妙みような面おも持もちで、タマネにこう告げた。

「確かに全すべては神父さんの我が欲よくにしかすぎないのかもしれません。ですが！　願いを成じよう就じゆさせるため、真しん剣けんにサインを貰いに行った、私の真まっ直すぐな思いを、あの聖母さまはこんなにも近くで見ていてくださったのです！」

「う、うん」

「ので！　聖母さまには、私のお願いを叶かなえる義務が」

「ないわよ」

　──ぺしっ。

「あうちっ!?」

　ヒノカに手刀で突つっ込こまれ、あうあうと涙なみだ目めになるココだった。




　教会での祈りを無事済ませ、本来の目的である携帯食料の調達などをすべく、ここを後にしたミナトたちは、市場へと歩を進めていたのだが、

「っていうか、前から思ってたんだけど」

「「「「？」」」」

　道すがら、ふとヒノカがそう前置きし、ココの方を向きながら言った。




「あんた──ぶっちゃけ少し〝重い〟わよ？」




　──がーんっ。

「お、〝重い〟ってなんですかぁ!?　確かにお夜食の〝干し肉〟は欠かしませんけど、でもまだグラマラスの範はん囲いのはずですぅ～!?」

「いや、体重のことじゃなくて……」

　当然、むきになって反論してくるココだが、ヒノカの意見にシーナも賛同する。

「ふむ、確かにののか氏の言うとおりだろう。私もミナトに好意を寄せている身ではあるが、せいぜい添そい寝ねをしたり、肩の上に乗ったり、おはようのチューが出来ずに、毎朝悩なやむ程度の可愛かわいいものだからな」

「いや、あんたも大たい概がいなんだけどね……」

　ジト目のヒノカに、シーナが一つ咳せき払ばらいをしていると、ココは納なつ得とくいかないとばかりに、両りよう腕うでをぶんぶん振ふって抗こう議ぎしてきた。

「べ、別にいいじゃないですかぁ!?　大好きなミナトさんといつまでもラヴラヴでいられるよう、週七でお祈りしたり、結けつ婚こん式しきと新婚旅行のプランを相談したり、縁えん起ぎのいい赤ちゃんの名前を考えることの何が重いんですかぁ～!?」

「「「「えぇ……」」」」

　そんなことまでしてたの……、と一同は揃って白目をむく。

　確かにココのアプローチは、告白された当初に比べ、その強さに雲うん泥でいの差があるような気はしていたが、それはちょっとやりすぎかなぁ……。

「……はあ。あのね、確かにあんたがミナトを好きなのは、嫌いやというほど分かってるんだけど、でもあんまり度がすぎると、相手側だって重荷に感じるでしょ？」

「で、でも男の子は口にしないと不安になるってこの本にぃ～!?」

　ずいっ！　とココが見せつけてきたのは、白しろ無む垢くを着た女性が表紙の雑誌だった。




　──〝デクシィ〟。




　毎月下げ旬じゆん頃ごろに発売されている、夢見る乙女おとめたちのブライダル専門誌である。

　なお、運営の大株主だったりする。

「「「「……」」」」

　デクシィ……、とミナトたちが再度白目をむく中、ヒノカは心底呆あきれたように言った。

「だ・か・ら！　それが〝重い〟って言ってるの！　大体、あんたまだ一六歳くらいでしょ!?　なんでデクシィなんて読んでるのよ!?」

　──ばさっ。

「ああっ!?　私の愛読書を返してくださいぃ～!?」

　ヒノカにデクシィをぶん盗どられ、ココが涙ながらにこれを取り返そうとする。

　ちなみに、ココはデスゲームになったショックでアバターがバグったらしく、その影えい響きようで記き憶おく喪そう失しつ中ゆえ、実じつ年ねん齢れいが定さだかではないのだ。

「いいから話を聞きなさいな！　とにかくあんたはやりすぎなの！　やめろとは言わないけれど、もう少し自重しないと、いずれ大好きなミナトにも逃にげられちゃうわよ!?」

「そ、そんなぁ～……」

「うっ……」

　うるうると大おお粒つぶの涙交じりな視線をココに向けられ、ミナトも思わずたじろぐ。

　だが完全に同意するのはあまりにも可哀かわい想そうなので、少し釘くぎを刺さしておくくらいにしておいた。

「ま、まあほら、何事もほどほどがいいって言うだろ？　だからお前もあんまり気張るなってことさ。なっ？」

「うぅ、分かりました……。じゃあお祈いのりは〝週六〟に減らします……」

　わ、分かってない……。

「いや、全然変わってないじゃない……。せめて〝週一〟ってところね」

「しゅ、週一ぃ!?」

「こ、ココちゃーん!?」

　卒そつ倒とうしそうになっているココの背を、タマネがぎりぎりで支える。

　ここまでショックを受けているのであれば、少しは自制してくれると思うのだが、

「うぅ、私は重いワイフだったんですぅ～……」

「い、いや、ココちゃん、その前にわたしが下にいるのを忘れないで……」

　というように、見事に〝人〟文字状態でしょんぼりしてしまったので、ミナトは一応フォローを入れておくことにした。

「と、ところであれだ。参考程度に、〝縁起のいい赤さんの名前〟とやらを教えてくれないか？　せっかく考えたんだろ？」

「……えっ？　ま、まあそうですけど……」

「なら聞かせてくれよ。ほら、タマネも聞きたいよな？」

「えっ!?」

　内心すまないと思いつつも、ミナトはタマネに同意を求める。

　ココを慕したう彼女ならば、きっと頷いてくれるはずだと見み越こしてのことだ。

「え、えっと……」

　ちらり、とタマネが上目でココを見やると、彼女は不安そうな表情で、「そ、そうなんですか……？」とタマネのことを見つめており、

「も、もももちろん！　じ、実はわたしも聞きたいと思っていたんだよ！」

　彼女はかくんかくんと頭を縦に振り、そう辿たど々たどしくも力説した。

　すまん、タマネ。

　あとでおやつを買ってやるから、どうか許してくれ。

　と。




「──も、もうしょうがないですねぇ～。そこまで言うなら教えてあげますよぅ～」




「「……はあ」」

　すっと身体からだを起こし、一転してもじもじと恥はじらい始めたココに、ミナトとタマネは揃そろって脱だつ力りよくする。

　すると、ココはげふんっとわざとらしく咳払いをした後、満を持して、自らの考えた赤さんの名前を発表した。

　が。




「──男なら〝ココト〟！　女なら〝ミナコ〟です！」




「「「「……」」」」

　どちらも単に二人の名前を合わせただけで、縁起とかはまったく関係なかったのであった。




　どっと余計な疲ひ労ろうを感じつつも、それからきちんと必要物資を買い揃えたミナトたちは、その足で港街──《リフル》へと移動し、そこで一いつ泊ぱく後、早朝から黄金の街──《エルドラ》行きの船へと乗った。

　少し前まで、《エルドラ》は航路のリストに入っていなかったのだが、ミナトたちがゴーストシップを攻こう略りやくしたからなのか、それとも攻略組が〝砂さ漠ばくの街〟──《メサ》の大ピラミッドを攻略したからなのかは分からないが、今ではきちんとリストに現れるようになっており、ミナトたち同様、これを目指すプレイヤーたちもちらほらいるようだった。

　ちなみに、基本的に各都市間の移動は、一度陸路（海路も含ふくむ）を使わなければならない仕様になっているため、時短用の飛行船は、二回目以降でなければ使用することが出来なかったりする。

　とはいえ、一度でもその街に行ったことがある者が、パーティー内にいる場合は、一いつ緒しよに飛行船に乗ることが出来るため、攻略組などは熟練度の高い者を先に行かせ、後から一気に残りの者たちを連れて行く方法をとっているという。




「──わあ、なんか見えてきたよ！」




　そんな感じで、順調に船旅を続けること数時間ほど。

　ようやく水平線の辺りに、雲の上まで伸のびる細い線のようなものが見え始めた。

　恐おそらくは、あれがゴールド王の《神の園その》へと続くという〝塔とう〟であろう。

　つまりあの麓ふもとに、件くだんの《エルドラ》があるというわけだ。

「あ、本当ですぅ！　ほらほら、ヒノカさん！　あれ、見てくださいよぅ！」

「はいはい、言われなくともしっかり見えてるわよ。でも本当に高いわね。一体どこまで続いているのかしら？」

「やれやれ、やっと見えたか。少しは船にも慣れてきたとはいえ、さすがに数時間コースはしんどいな……」

　うっぷ、と船ふな酔よいで青い顔をしているシーナの背を、ミナトは優やさしく擦さすってやる。

「ほら、もう少しの辛しん抱ぼうだ。次からは飛行船でもっと早く行けるからさ」

「うむ、それは分かっているのだが……うん？」

　そこでふと何かを思いついたらしいシーナは、




「──あ～、なんだかめまいが～」




　と、どこか演技がかった口調で、ぽてりとこちらにもたれかかってきた。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　当然、これを抱だき止めるミナトに、シーナはいかにも体調が悪そうに言う。

「いやはや、参った。どうやら足に来てしまったようだ。すまんがお姫ひめさま抱っこで客室まで運んでくれないかね？　少し休めば落ち着くはずだ」

「そ、そうか。そういうことなら仕方ないな。──よいしょっと」

　言われたとおり、ミナトはシーナをお姫さま抱っこする。

　軽装しか装備出来ないフェアリーな上、体格が小こ柄がらということもあってか、シーナの身体は思っていた以上に軽かった。

「うむ、これはなかなか……♪」

「うん？　どうした？」

「いや、なんでもない。では頼たのむぞ」

　──ぎゅ～。

「お、おい、ちゃんと抱っこしてるから、そんなにくっつかなくとも……」

　ミナトの首にぎゅっと腕うでを回してきたシーナを、そう窘たしなめるも、彼女は首を横に振ふって言った。

「何を言うのかね。船上は常に不安定なのだ。もし万が一にも私が落ちてしまったら、君も自責の念に囚とらわれてしまうだろう？　そうならないための用心みたいなものだ」

「な、なるほど。じゃあまあ……いいか」

「うむ。これでいい♪」

「……」

　微び妙みように釈しやく然ぜんとしないが、確かにいつ大きな揺ゆれが来るか分からない以上、しっかりと摑つかまっているに越こしたことはないだろう。

　それより今は体調を崩くずしたシーナを客室まで運ぶのが先である。

「じゃあ行くぞ」
















「ああ。ゆっくり頼む」

　ひしっ、と一層強くしがみついてきたシーナを連れ、ミナトは彼女の要望通り、なるべく負担にならないよう、慎しん重ちように客室へ向かおうとする。

　が。




「──あーっ!?　何してるんですかぁ～!?」




「……うん？」「……ちっ」

　途と中ちゆうでココに気づかれたらしく、彼女は縮地ばりのスピードで、ミナトたちの行く手にしゅばっと回り込んできた。

「わ、私というワイフがいながら、何を堂々とイチャついてるんですかぁ～!?」

「いや、イチャついてるって……。これはただシーナが船酔いしたって言うから、客室まで運んでやろうとしていただけだぞ？」

「だ、だったら別に〝おんぶ〟とかでいいじゃないですかぁ!?　おパンツまで見せちゃって、はしたないですぅ～!?」

「むぅ……」

　さすがに下着が見えていたことは知らなかったのだろう。

　シーナは恥ずかしそうにスカートの裾すそを押さえていた。

　と。

「なになに？　一体なんの騒さわぎ？　って、あんたらどさくさに紛まぎれて何やってんのよ？」

「あ、シーナちゃんずるーい。わたしもミナトくんに抱っこされたーい」

　騒ぎを聞きつけたらしく、ヒノカとタマネもやってくる。

「ちょ、お二人とも聞いてください!?　ミナトさんがワイフの私を差し置いて、シーナさんとイチャイチャしてたんですよぅ～!?」

「あっそう」

「え、凄すごく興味なさげ!?」

　がーんっ、とココがショックを受ける中、シーナが肩かたを竦すくめて言う。

「やれやれ、まったく騒そう々ぞうしいことだ。病人が保健委員に介かい抱ほうを求めて、一体何が悪いと言うのだね？」

「いや、誰だれが保健委員だ……」

　ジト目のミナトを華か麗れいにスルーし、シーナは彼の胸むな元もとに身を寄せながら続けた。

「というわけで、君たちは大人しくそこら辺で遊んでいたまえ。私はこれからミナトと二人で愛を確かめ……ではなく、客室で〝ご休きゆう憩けい〟をするのだからな」

「ご休憩……」

　なんか引っかかるなぁ……。

「じゃ、じゃあ私も一緒にご休憩しますぅ！　実は疲つかれてましたしねっ！」

　ぷるるんっ、とその大きなお胸を張るココに、シーナは淡たん々たんと真顔で言った。

「そうか。ならそこら辺で座っていたまえ。というか、君はミナトへのアプローチを我が慢まん中なのだから、そうするのが一番だ。というわけで行こうか」

「お、おう──って、ぐえぇっ!?」

　途と端たんにぐいっと首根っこを引っ張られたミナトに、引っ張った張本人が、真っ赤な顔で猛もう然ぜんと抗こう議ぎしてきた。

「ちょ、ミナトさぁ～ん!?　こんなの我慢出来ないですぅ～!?」

「わ、分かった分かった。ならお前も一緒に行くか？」

「あ、はいっ！」「……むっ」

　一転してぱっと笑え顔がおになるココだったが、

「……おっ？」

　次の瞬しゆん間かん、シーナは首に回していた手を解ほどき、すっと床ゆかに下り立って言った。




「──よし、治った」




「ええっ!?　ちょ、なんで私が一緒だと治るんですかぁ!?」

　当然、ココがこれに異議を申し立てるも、

「ふむ、なんのことかな？　ほら、そんなことよりそろそろ着くぞ」

「ふえぇ～!?」

　当のシーナはやはりどこ吹ふく風なのであった。




「わあ、全部金ピカですぅ～！」

　道中に多少のハプニングなどがありつつも、ミナトたちはついに《エルドラ》へと辿たどり着く。

　そこは〝黄金の街〟と呼ばれるに相応ふさわしい、比ひ喩ゆなしで黄金色に輝かがやく街だった。

　街の装そう飾しよくから建物の壁かべに至るまで、そのほとんどに〝金〟が使われており、むしろ金以外の場所の方が少ないのではと思いたくなるほど、見み渡わたす限り金塗まみれだったのである。




「──この！　この！　剝はがれなさいよ！」




　何せ、ヒノカが槍そう杖じようで道路の金を剝がそうとしているくらいだ。

　どのくらい金が溢あふれているのか、容易に想像がつくことだろう。

　というか、やめなさい。

　そのちょっとくらいなくなっても分かんないわよ的な発想は、完全に貧びん乏ぼう人にんのそれです。

　大体、街中の建造物は〝破は壊かい不能オブジェクト〟扱あつかいだし。

　ともあれ、どうやら《エルドラ》は島国のようで、この航路の中間地点のような感じになっているらしい。

　船乗りのＮＰＣに話を聞いたところ、ここからさらに行くと、〝氷雪都市〟──《オロル》という場所に辿り着くと言い、そこは一年中雪と氷に覆おおわれた、冷厳なる白銀の世界なのだとか。

　超ちよう行ってみてえ……、とすこぶる好こう奇き心しんを煽あおられたミナトだったが、今はまず目先のイベントを消化せねばなるまい。

　というわけで、宿屋の一つ──《金色の牡お鹿じか亭てい》へと足を踏ふみ入れたミナトたちは、さっそく部屋をとろうとするも、




「──一いつ泊ぱくお一人さま一〇万ゴールドです」




『じゅ、一〇万!?』

　値段が桁けた違ちがいで、全員揃そろって両目が飛び出しそうになっていた。

「さ、作戦ターイム!?」

　ミナトの提案で、フロントからささっと移動した一同は、壁かべ際ぎわで円形にしゃがみ込み、密談を始める。

（おい、やべえぞ!?）

（そ、そうですよ!?　一人一〇万ゴールドなら、マル子を合わせて六〇万ゴールドじゃないですか!?）

（いや、さすがにマル子は入らないでしょ……。でもどうすんのよ？　さすがにそんなお金はないわよ？）

（うむ。この際、馬小屋でも構わないと相談してみるのはどうだろうか？　どうせ今日はイベント内容を確かく認にんするだけだし、長居はしないのだろう？）

（う、うん、それがいいよ……。もしくは別のお宿を探してみるとか……）

（わ、分かった。ちょっと待っていてくれ）

　密談を終えたミナトは、一人フロントに戻もどって尋たずねる。

「あの、もう少し安い部屋はないですかね？　なんなら馬小屋とかでも構わないんですけど……」

　が。




「──でしたら当宿自じ慢まんの純金製馬小屋を、破格の五万ゴールドでご案内いたしましょうか？」




「ご、五ま……。そ、それはもちろん五人揃そろってですよね……？」

「いえ、お一人さま五万ゴールドです。ペットさまも含ふくめて三〇万ゴールドになります」

「さ、三〇万ゴールド……」

　しかもマル子も一人分とるとか……。

「さ、作戦ターイム……」

「はい、ごゆるりと」

　笑顔のＮＰＣに見送られ、ミナトはすごすごと女子たちのもとに戻ってくる。

　そして彼は再びしゃがみ込み、くわっと両目を見開いて言った。

（今日は──〝野宿〟だ！）




　とは言ったものの、もちろんそういうわけにもいかず、その後も色々と宿を回ってはみたのだが、どこも似たり寄ったりのお値段で、一同はぐったりと噴ふん水すい脇わきの囲い（純金製）に腰こし掛かけながら、高級食材のマル子（露ろ店てんで一〇〇〇万クラス）を売り飛ばそうかどうか、本気で考えかけていた。

「うぅ、今までありがとうございました、マル子……」

『キューッ!?』

「こらこら、やめたまえ。冗じよう談だんでも可哀かわい想そうだろう？」

『キュ～』

　ぶーん、と飛んできたマル子を胸むな元もとに抱だき、よしよしとその丸い頭を撫なでていたシーナだったが、




『……キュッ？　キュキュ～……』




　何な故ぜかマル子は残念そうに再び飛び立ち、ココの豊満な胸元にすっぽりと収まった。

　──びきっ。

「おい、今すぐその害虫を売り飛ばすぞ──今すぐにだ」

　途端にドスの利きいた声でそう言い放ったシーナの胸元は、驚おどろくほどに平らだった。

「お、落ち着いて、シーナちゃん!?　さっきと言ってることが違うよ!?」

　そんなシーナを、タマネが困こん惑わくしながら宥なだめようとしていると、




「──おや？　君たちも来ていたのかい？」




『？』

　ふいに聞き覚えのある声がして、一同は何事かと彼の方を向く。

　そこにいたのは、ミナトと同年代くらいの、精せい悍かんな顔立ちをしたヒューム──ハルマと、彼の補ほ佐さを務める、二〇歳くらいの美女エルフ──シズカだった。

　二人とも攻こう略りやく組の中心人物であり、なんの因果か、ミナトたちとは度たび々たび会う機会があったので、お互たがい面識があったのだ。

「お、そういうあんたたちも来てたんだな。もしかしてゴールド王に？」

「ああ。今は事情があって、攻略組も一時活動を休止しているんだが、ゴールド王の持つという〝飛空艇てい〟の噂うわさを聞いてね。これはなんとしてでも手に入れなければと思い立ったわけさ。何せ、俺たちの仕入れた情報の中でも、ログアウトの扉とびらがあるというゼロの天空宮は、この飛空艇でしか行けない〝蒼そう穹きゆう層〟にあると言われているからね」

　ちなみに〝ゼロ〟というのは、このＶＲＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》をデスゲームと化し、今までに五〇〇〇人近い犠ぎ牲せい者しやを出した張本人である。

「なるほど。だから休止中にもかかわらず、幹部のあんたたちが出てきたってわけか」

「ああ、そういうことさ。で、宿もとれたし、これから例の王さまに会いに行こうと思っていたんだけど、君たちも行くのかい？」

「まあ、そのつもりだったんだが……」

「「？」」

　不思議そうに顔を見合わせる二人に、ミナトは正直に宿代が足りなかったことを告げる。

　すると、ハルマは相変わらずの爽さわやかな微笑ほほえみを浮うかべ、こう提案してきた。




「──なら、今回は俺たちに奢おごらせてくれないかな？」




『えっ？』

　思いもよらなかった突とつ然ぜんの提案に、ミナトたちが啞あ然ぜんとしていると、ハルマは微笑みを崩くずさずに言った。

「いや、君たちは知らない仲じゃないし、偶ぐう然ぜんとはいえ、シーヴォロスの時も助けて貰もらったからね」

「い、いやいや、でもあの時は、その後にちゃんとご馳ち走そうになったし……」

「はは、それはそれさ。とにかく今回は俺たちに任せてくれ。シズカもそれで構わないだろう？」

　ハルマにそう問われたシズカは、同じく口元を和やわらげ、こくりと頷うなずいて言った。

「ええ、もちろんよ。攻略組はプレイヤーたちのための組織──その相手が命の恩人であれば、なおのこと協力せざるを得ないわ」

「というわけだ。俺たちの顔を立てると思って、どうか頼たのむよ」

「え、えっと……」

　と、ミナトが背後の女子たちにも意見を伺うかがおうとすると、

「はい！　そういうことでしたら是ぜ非ひ！」

「そうね。せっかくだし、ここは厚こう意いに甘えればいいんじゃない？」

「うむ。右に同じだ」

「わーい！　じゃあ今日はお外で寝ねなくていいんだね！　ありがとーっ！」

『キュッ！』

　というように、マル子も含め、全員構わないようだったので、

「じゃ、じゃあお言葉に甘えて……悪いな」

「ああ、任せてくれ」

　ミナトたちは、ハルマの厚意に甘えることにしたのだった。




　ハルマたちのありがたい提案により、先ほどの宿──《金色の牡鹿亭》に泊まることになったミナトたちは、フロントで受付を終えた後、ハルマたちとともにゴールド王の宮きゆう殿でんがあるという《神の園その》へと向かうことになった。

　これからゴールド王がイベントの詳しよう細さいな説明をしてくれるらしく、だったら一いつ緒しよに行こうということになったのだ。

《神の園》へは、街の中心に聳そびえ立つ塔とうから行くことになるのだが、驚いたことに、この馬ば鹿かみたいに高い塔自身も、全すべて金で覆われているというぶっ飛び具合である。

　もうこの島だけで、世界経済の九割くらいが回っているのではなかろうか。

　呆ぼう然ぜんと塔を見上げ、そんなことを考えるミナトだったが、それよりも問題なのは、こいつをどうやって上るかである。

　何せ、歩きだったら、頂上にいるはずのゴールド王も、迂う闊かつに下りて来られないだろうし、下りたら最後、二度と上る気にもならないだろうからだ。

　もっとも、これだけの街を造れるほどの大金持ちなので、普ふ通つうに飛ひ脚きやく的な移動手段を使ってはいそうなのだが。

　と。




「──あ、どうやらあの床ゆかが上下に動くみたいですよ！」




　というココの一言で、ミナトはその全てが杞き憂ゆうであったことを知る。

　まあ、そりゃそうだろう。

　冷静になって考えてみれば、この何百──いや、何千メートルあるかも分からないような塔全部を、丸々金で覆おおえるほどの財力があるのに、内部が普通の階段だったら、逆にドン引きである。

　たぶん水か何かの力を使っているのであろう、エレベーター的な床に一同が乗ると、床はゆっくりと上じよう昇しようを始めた。

「わわわっ!?　街がどんどん小さくなっていくよ!?」

　塔の壁かべには、所々に小窓のような隙すき間まが空いており、そこから外の様子が見えるようになっているようだった。

「ところで、この装置の安全性は本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうな？　途と中ちゆうで落ちたら、ののか氏が潰つぶれて死んでしまうぞ」

「なんであたしだけなのよ!?　その時はあんたも一緒にお陀だ仏ぶつでしょ!?」

　煽あおり耐たい性せいマイナス域のヒノカゆえ、むきになって突つっ込こみを入れるが、

「ふっふっふっ、そう思うでしょう？」

　そこに不敵な笑みのココが現れ、彼女は自信満々にぐっと両手を胸の前で握にぎりながら言った。

「でも我らのミナトさんなら、そんな危機でもずばっと救ってくださるはずです！」

　が。




「──いや、無理無理」




「ええっ!?」

　ミナトが即そつ行こうで首を横に振ふり、ココはがーんっと白目をむいていた。

　信じてくれるのは嬉うれしい限りだが、さすがにこの高さはね……。

「はは、君たちはいつも楽しそうだね」

「まあな。あんたたちもあんまり肩かたに力を入れすぎない方がいいぞ。その方が意外と上う手まくいくかもしれないからな」

「そうだね。ありがとう、胸に留とどめておくよ」

「おう」

　そうこうしているうちに、ゴールド王の宮殿──《神の園》へと到とう着ちやくしたらしく、床が上昇を止める。

　両引き戸の扉が中央から割れるようにスライドすると、眩まぶしい太陽の輝かがやきとともに、視界いっぱいの青空が飛び込んできた。

「わあ、凄すごいですぅ！」

「わーい！　着いたーっ！」

「おいおい、あんまりはしゃぐなよー」

　ハイテンションで駆かけ出したココとタマネだが、そうしたくなる気持ちはミナトにも分からなくはなかった。

　何せ、今ミナトたちがいるのは、この広い世界でもっとも高い区域──〝蒼穹層〟なのである。

　周囲に存在するのは、広大な青の大海うな原ばらと、それらの中を悠ゆう然ぜんと漂ただよう雲、そして〝浮ふ遊ゆう島〟と呼ばれる大地の欠片かけらのみ。

　俗ぞく世せの全てを下界に置き去りにすることで、ようやく得られるであろう、この圧あつ倒とう的な解放感は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく、誰だれもいないのであれば、意味もなくすっぽんぽんになりたいくらいの清すが々すがしさであった。

「た、たた高いよ、ココちゃん!?　こ、これダメなやつだよ!?」

「は、はわわわわわわわわっ!?　こ、ここ腰こしが抜ぬけましたぁ～!?」

　一気に庭園の端はしまで走っていった二人だったが、柵さくの上から下を覗のぞいた瞬しゆん間かん、だばだばと慌あわててその場から離り脱だつし、揃そろって涙なみだ目めになっていた。

「何やってんのよ、あんたたち……って、うわぁ……」

　遅おくれてヒノカも柵から外を見るが、やはりその高さからか、顔を引き攣つらせているようだった。

　と。




「──わっ！」




「ぎゃああああああああああああああああああぁぁぁぁ──……」

「おっと!?」

　ふいに後ろからシーナに驚おどろかされたヒノカは、悲鳴を上げながらぽてりと失神してしまい、ミナトがすんでのところで彼女を抱だき止める。

「おい、シーナ……」

「いや、すまんすまん。少しびっくりさせようと思っただけなのだが、思いのほか怖こわがらせてしまったようだ。これは反省せねばなるまい。というわけで、罪を償つぐなうためにも、今夜は君に抱かれようと思う。なので、どうか優やさしくしてくれたまえ（ぽっ）」

「いや、意味が分からん上に、謝るのはこっちな……」

　つんつんとヒノカを指差すミナトの顔は、心底呆あきれ返っていた。




　それから意識を取り戻もどしたと同時に、シーナを亡なき者にしようとするヒノカを必死に宥なだめつつ、ミナトたちは《神の園》内に建造された黄金の宮殿──その玉座の間へと赴おもむく。

　やはり〝飛空艇てい〟が貰えるということもあってか、玉座の間には、彼らと同様に、イベント内容を聞きに来たであろうプレイヤーたちが、所ところ狭せましと詰つめ込まれていた。

「すげえ数だな……」

「そ、そうですね。たぶん五〇〇人くらいはいそうな気が……」

　玉座には、三頭身くらいしかないのではというほど小こ柄がらな老人が、ちょこんと腰こし掛かけており、どうやら彼が件くだんのゴールド王であるらしかった。

　王はプレイヤーたちの姿を満足そうに見み渡わたした後、にこやかに笑って言った。

「よく来たのう。わしが人呼んでゴールド王じゃ。知ってのとおり、わしはここを訪おとずれる者たちに、願いを聞いてくれるよう頼んでおってのう。それを叶かなえてくれた者には、礼として、わしの集めた財宝の中から、好きな報賞を与あたえておるというわけじゃ。まあ、今回は〝飛空艇〟一択たくじゃがな」

「はいはいはいはーい！　私とミナトさんの結けつ婚こん式しきを開いて貰もらうには、一体どんなお願いを叶えればいいんですか!?」

　最中、ココが機き敏びんに手を挙げ、王に対してそんなことを問い始める。

　何言ってんの、この子……、とミナトたち一行が白目をむく中、王は「ほっほっほっ」とおかしそうに笑った後、




「──知るかボケェ！」




「ひいっ!?」

　彼はくわっと格かく闘とう漫まん画がの歯を食くい縛しばっている時のような顔で一いつ喝かつしてきたので、思わずココは泣きながらミナトの後ろに退たい避ひした。

　まあ、そう言いたくなる気持ちは分からんでもない。

　というか、あんまり目立つような行こう為いはやめていただきたいのだが……。

「おっと、いかんいかん。つい本音が出てしまったわい。で、話を戻すが、わしの財宝はどれも世界中から集めた至高の一品じゃ。たとえば、今は亡なき古代都市に存在したという伝説の金属や、これを用いて作られたという希少な武具類、さらには先の飛空艇に潜せん水すい艇、砂さ漠ばくや雪山すら疾しつ走そう出来る、摩ま訶か不ふ思し議ぎな帆はん船せんの類たぐいも所持しておる」

「す、すげえ……」

　何その公式チート。

　もうこのじいさん一人で世界を掌しよう握あく出来るんじゃなかろうか。

　そう思っていたのは、もちろんミナトだけではなかったようで、

「っていうか、それだけ色々手に入れられる王さまが、あたしたちに一体なんの願いを聞いて欲しいっていうのよ？　普通に自分で叶えられるんじゃないの？」

　全員の気持ちを代弁するかのように、ヒノカがそう突っ込みを入れてくれた。

「うむ、至し極ごく真っ当な意見じゃのう。まあ、端たん的てきに言えば、〝全てを手に入れたがゆえの憂ゆう鬱うつ〟とでも言おうかのう。要は〝刺し激げき〟が欲ほしいのじゃよ」

「なるほど。つまり金持ちの道楽というわけか」

「ちょ、シーナさん!?」

　慌ててシーナを窘たしなめるココに、ゴールド王は鷹おう揚ように笑って言った。

「ほっほっほっ、構わぬよ。たとえ道楽でも、双そう方ほうがきちんと満足出来るのであれば、別段悪いことでもなかろう？　それだけの報賞を、わしは与えることが出来ると自負しておるのでな」

「じゃ、じゃあ結婚式くらい挙げてくださいよぅ～!?」

「はて？　なんのことかのう？」

　未いまだミナトの後ろにいたココが、両目をぎゅっと瞑つぶりながらそう訴うつたえるも、王は笑って流すだけであった。

　と。




「──それで、ゴールド王」




　ふいに今まで静観していたハルマが、ずいっと一歩前に出て、ゴールド王に問いかける。

「俺たちは先ほど挙げていただいた中の〝飛空艇〟──この蒼そう穹きゆう層を駆けることが出来るという、世界で唯ゆい一いつの翼つばさをいただきたく参上しました」

「うむ。確かに此こ度たびの報賞は飛空艇と決めておるゆえ、おぬしら同様、ここにおる者たちも、皆みなこれを求めて集つどったのであろう」

「はい。それでその飛空艇を報賞とした場合、俺たちは一体どんな願いを聞き届ければよろしいのでしょうか？　それをお教えください」

　逸はやる気持ちを抑おさえながら、そう丁てい寧ねいに問うハルマに、王はその小さな腕うでを組み、「うーむ」と眉み間けんにしわを寄せて言った。

「実は最近少し悩なやんでおることがあってな」

「はい、なんでしょうか？」

　ハルマが促うながすと、王は神しん妙みような面おも持もちで自身の悩みを打ち明けてきたのだが、




「実は──最近めっきりキュンキュンするような出来事がなくてのう」




『……はっ？』

　いきなりそんなわけの分からないことを言い始め、思わず一同の目が点になる。

　しかし王の悩みは真しん剣けんそのものだったらしく、彼は啞あ然ぜんとしているプレイヤーたちを差し置き、己おのが思いを語り続けた。

「ほれ、分かるじゃろ？　こう甘あま酸ずっぱい恋れん愛あい模様というか、切なくて見ていられないけど、どうしても最後まで見届けてしまうというか……」

『……』

「そう、まさしく青い春。わしはのう、そういった若い男女のピュアな愛に飢うえておるのじゃよ。なので、お前さん方には、わしをキュンキュンさせられるような、とびっきりの甘酸っぱさを持つ──〝愛の告白シーン〟を演じて貰いたいのじゃ！」

　どーんっ、とプレイヤーたちを指差しながら言い放つ王に、当然、そんなことを言われるとは思っていなかったハルマは、「え、いや……えっ？」と完全に困こん惑わくしているようだったが、王は気にせず話を進めていく。

「もしお前さん方が真に飛空艇を望むのであれば、今より二週間の時と幾いくばくかの費用を与えよう。その間にわしの望む告白シーンを演じられるよう、準備を進め、二週間後に行う予定の〝愛の告白コンテスト〟に出場するがよい」

「……愛の告白コンテスト、ですか？」

　訝いぶかしそうなハルマの問いに、王は「うむ」と頷うなずいた後、指を三つほど立てながら言った。

「コンテストの際、評価の基準となるのは三つ──すなわち〝衣い装しよう〟に〝舞ぶ台たいセット〟、そして〝演技力〟じゃ。持ち時間は一組五分で、これらを一つ五点──計一五点満点で採点し、もっとも点数の高い者を勝者とする。もちろん素材の手に入れづらさなども加味されるゆえ、店で適当に買うと点数も低くなるので気をつけるように。それと、エントリーは個人名ですることとし、飛空艇の所有権もその者個人となるので、チームを組む場合は、よく相談するようにのう」

「なるほど。つまり何人かのチームであったとしても、それぞれが個別にエントリーしていいというわけですね？」

「うむ、そういうことになるのう。じゃが参加者の公平性を保つため、一チーム三人までが限度じゃ。それ以上じゃと、多い方が有利になってしまうし、何より時間がかかりすぎるのでな。と、まあそんなところかのう。もし出場の意思があるのであれば、街のギルドに申しん請せいを出しておくゆえ、受付の者にその意を伝えるがよい。参加費用の受け取りや、参加人数の変へん更こうなども、そこで出来るようにしておくでのう。ちなみに、与えた費用をどう使おうが、お前さんたちの自由じゃ。何せ、金は有り余るほど持っておるのでな」

　ほっほっほっ、と鬱うつ陶とうしい金持ち自じ慢まんをする王とは裏腹に、一同がイベント内容を今一度嚙かみ締しめ、神妙な面持ちでいると、




「──なるほど、そういうことでしたか」




　やはりマゾス島の時同様、ここに一人だけ不敵な笑えみを浮うかべている人物がいた。

　言わずもがな、恋愛関係の話題にはちょっとうるさい我らのココ先生である。

　彼女はその豊かなお胸をぼよよんっと叩たたき、自信満々に頷いて言った。

「どうやら私の時代が到とう来らい中のようですね！　王さまの望む、そのあまあまで酸っぱ酸っぱな告白シーン──この私が見事にお見せしましょう！」




　　　　◇




「しかしどうしたものかな……」

《エルドラ》の宿──《金色の牡お鹿じか亭てい》へと戻ってきたハルマたちは、ミナトたちと別れ、彼の部屋で件くだんの告白うんぬんについて話し合っていた。

　とはいえ、ハルマたちとしても、こういう感じの依い頼らいは初めてだったので、少々戸と惑まどい気味であり、思うように話も進んではいなかった。

「まさか〝告白シーンを見せろ〟と言われるなんてね」

「そうだな。てっきり何かモンスターの討とう伐ばつか、それに連なるアイテム回収かと思っていたんだが……これは予想外だ」

　ふう……、と小さく息を吐はいた後、ハルマは「だが」と話を続ける。

「彼の持つ飛空艇ていでなければ、恐おそらくゼロの天空宮に辿たどり着くことは出来ないだろう。もちろんミイラ王の──いや、外部の人たちのメッセージを信じていないわけではないが、それは俺たちが勝手に思い込んでいるだけという可能性もあるからな」

「そうね」

　なお、ハルマの言う〝外部のメッセージ〟とは、砂漠の街──《メサ》の大ピラミッドを攻こう略りやくした際、ＮＰＣのミイラ王に言われた言葉のことで、彼らはこれを、〝ＮＰＣに擬ぎ装そうした外部の人たちのメッセージ〟なのではないかと考えていたのだ。

　そして〝何もするな〟がそのメッセージだと思われるゆえ、ハルマたちはそれを信じ、これ以上いらぬ犠ぎ牲せいが出ないよう、一度攻略組の活動を休止しているというわけである。

「今のところ、とくに目立った変化はないし、もしこのまま今の状態が続くようなら、俺たちも再び動かなければならなくなると思う。一日鍛たん錬れんを休むと、取り戻もどすのに三日はかかると言うからな。戦いから離はなれるほどに、プレイヤースキルも落ちてしまうだろうし」

「ええ、私もそう思うわ。だからその時のためにも、私たちは是ぜが非ひでも飛空艇を手に入れなければならない。万が一にも他のプレイヤーがこれを手に入れ、攻略にまったく関係ない航路を設定されてしまったら、たとえ皆が戻ってきたとしても、そこでつまずいてしまう可能性もあるでしょうしね」

「ああ、そうだな。未いまだに戸惑い気味ではあるが、それでもゴールド王の課した条件が、その〝告白シーンを見たい〟というものである以上、俺たちはそれを叶かなえなければならないだろう。というわけで、君にも是非協力を頼たのみたいんだが、どうだろうか？」

「何を今さら。私が協力せずに、一体誰だれが協力すると言うの？」

　ふっとシズカが口元に笑みを浮かべ、釣つられてハルマも微笑ほほえみながら頭を下げる。

「ありがとう。君ならそう言ってくれると信じていたよ」

「ふふ、どういたしまして。じゃあそうと決まれば、さっそく王さまご要望のシチュエーションとやらを考えてやりましょうか」

「ああ」

　再び力強く頷き、ハルマたちは二週間後に行われるという〝愛の告白コンテスト〟に向け、着々と準備を進めるのであった。










　二章　コスプレ衣装を作ろう







　翌日。

　二週間の期間とイベント用の資金をゴールド王から貰もらったミナトたちは、さっそくシチュエーション別の告白シーンを再現するため、《フォート》のマイホームへと戻り、必要物資を集める計画を立てていた。

　イベントで主に必要なのは、シチュエーション別の〝衣装〟と〝舞台セット〟なので、衣装作りは女子たちが担当し、ミナトは舞台セットを作ることになったのだが、




「──っていうか、なんであたしまでやんなきゃいけないのよ……」




　いくら不労所得のためとはいえ、お題は〝甘酸っぱい愛の告白〟である。

　ゆえに、ヒノカだけはどうしても乗り気になれなかったのか、先ほどからぶつぶつと不満を口にしていた。

　だがそうなると、当然、〝彼女〟が黙だまっているはずもなく、




「──おや？　まさか自信がないのかね？」




　そうヒノカを煽あおり始める。

　しかし。

「え、何？　それで挑ちよう発はつしてるつもり？　ふっふーん♪　残念だけど、そんな安い挑発に乗るようなヒノカさまじゃないわよーだ♪」

　さすがにいつも乗せられていれば、いい加減学習もするようで、ヒノカは鼻高々にパッド入りの胸を張る。

　が。




「──そうか。では我らだけで頑がん張ばるとしよう。すまなかったな」




「えっ？」

　さらなる挑発を期待していたであろうヒノカは、思いのほかすんなりと引き下がったシーナに虚きよを突つかれたらしく、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていた。

「では衣装と舞台セットは三人分ということで頼む」

「お、おう、分かった」

「え、ちょっ!?」

　なお、この〝三人分〟というのは、もちろんヒノカを除いた女子たち三人のことである。

　ミナトもエントリーしようか迷ったのだが、そもそも非リア充じゆうの陰いんキャラだった彼に、胸キュンな告白シーンなど出来るはずもないため、今回は女子たちに任せることにしたのだ。

「で、だ。舞台セットは〝木材〟などを使うからいいとしても、衣装作りには色々と素材が必要となるわけだが、評価点を上げるためにも、これらはそれなりにいいものを揃そろえた方がいいと私は思う」

「だね！　じゃあ皆みんなで何か採りに行こうよ！」

「はいですぅ！　あ、私お弁当用意しますね！」

「うむ。せっかくのイベントだ。大いに楽しまねばな」

『キュ～』

　すでに気分はお祭りモードになっているらしく、女子たちはわいわいと楽しそうに計画を練る。

「ちょ、ちょっと……」

　最中、完全に置いてきぼり感を味わっていたヒノカは、目の前で繰くり広げられる賑にぎやかな光景に、一人おろおろと不安そうな顔をしていたのだが、




「──ま、待ちなさいよ!?　別にやらないなんて言ってないでしょ!?」




　やはり耐たえきれなくなったと思われ、そう声を張り上げたのだった。

　これが俗ぞくに言う、〝押してダメなら引いてみろ〟というやつであろう。

　計画通りだと笑みの一つも浮かべたくなるところだろうが、シーナはそういった感情を一いつ切さい表に出さず、努めて冷静に首を横に振ふった。

「いやいや、別に無理をしなくともよいのだぞ？」

「む、無理なんてしてないわよ！　いいからあたしもやるの！　はい、決定！」

「ふむ、ならば歓かん迎げいしよう。──というわけだ、ミナト」

「さいですか……」

　途と端たんににたりとあくどい笑みを浮かべるシーナに、一人脱だつ力りよくするミナトだったが、

「……でも、お前ら本当に仲いいのな」

　同時に、そんな笑みも自然とこぼれたのであった。




　というわけで、思い立ったが吉きち日じつとばかりに、ミナトたちは衣装の材料を集めに行こうとしたのだが、評価点には〝入手難易度〟なども加味されるらしいので、少し難しめの素材入手クエストを、色々とこなしてみようということになった。

　飛行船を乗り継つぎ、《フォート》をはじめとした、各都市のギルドにあるクエスト依い頼らい用の掲けい示じ板ばんを、一日がかりで見て回ったところ、〝水の都〟──《カナル》の掲示板に、〝上質な糸〟が採れる草食モンスター──〝ミズベオオカイコ〟の幼虫捕ほ獲かくクエストがあったので、まずはこれをやってみることに。

　ただ《カナル》に戻ってきた時には、陽ひも沈しずみかけていたため、本格的に動くのは明日あしたの朝からということにし、とりあえずギルドにクエストの受注申しん請せいだけは出しておく。

　すると、詳くわしい話は依頼主である裁さい縫ほう屋の店主に訊きいて欲しいとのことだったので、宿に帰るついでに、ミナトたちは件くだんの裁縫屋──《ウォーターテイラー》へと寄ることにしていた。

　と。




「──えへへ、ミナトさんとの告白シーン、楽しみですぅ～♪」




「だな」「ねー」

「……？」

　道すがら、ふとココが笑顔でそんなことを言い出したかと思うと、シーナとタマネまで頷うなずき、ミナトは一人小首を傾かしげる。

　というのも、先にも述べたように、ミナトは今まで陰キャラとして過ごしてきたため、告白をされたこともなければ、したこともなく、今回は裏方に徹てつしようと思っていたからだ。

「うん？　俺は出ないぞ？　エントリーもしてないし」

　ゆえに、改めてその意を伝えたミナトだったが、

「ええ、知ってますよぅ。なので、〝相手役〟として出るんですよね？　えへへ～♪」

　ココはにんまりと嬉うれしそうに笑っており、どうにも勘かん違ちがいしているようだった。

　ので、きちんとただの裏方であることを説明したところ、




「……ミナトさんが出ない……出ない……出ない……ない……い……」




　──すい～。

「こ、ココちゃーん!?」

　ずーん、と沈んだ表情のまま、ココの魂たましいが天へと昇のぼっていき、タマネが慌あわてて彼女の肩かたを揺ゆさぶったり、頰ほおを叩たたいたりする。

　すると、その衝しよう撃げきでしゅるると再び魂がインサイドしたらしいココは、顔を真っ赤にしながら、猛もう然ぜんたる勢いで抗こう議ぎしてきた。

「な、なんで出ないんですかぁ～!?　そんなの聞いてないですぅ～!?」

「いや、そう言われても……」

「ミナトさんが出ないのなら、一体私たちはなんのためにイベントに参加するんですかぁ～!?」

「え、えぇ……」

　飛空艇ていのためじゃないのか……、とミナトが困こん惑わくしていると、ココだけではなく、先ほど頷いていたシーナとタマネのほか、ヒノカまでもがこれに同意してきた。

「そうだぞ。私も君以外の男になど、告白する気は一切ないからな」

「そうだよー。わたしもミナトくんに〝ぎゅっ〟てして貰う予定だったのにー」

「っていうか、あんたがいないとあたしの台本が回らないんだけど？」

「いや、でも俺、人前に立つようなキャラじゃないしなぁ……」

　ぽりぽりと困ったように頰ほおを搔かくミナトだが、

「ミナトさんじゃなきゃ嫌いやですぅ～!?」

「私もミナト以外はお断りだ」

「わたしもミナトくんがいい！」

「ほら、そろそろ観念しなさいな。このあたしがわざわざ指名してあげてるのよ？」

『キュッ！』

　というように、女子たちの抗議はまったく止まる様子を見せず、

「わ、分かった分かった。なら俺が相手役をやってはみるけど、あんまり期待はするなよ？」

「あ、はい！　ありがとうございます、ミナトさん！」

「うむ、礼は身体からだで払はらおう」

「わーい♪」

「ふん、当然ね」

「……はあ」

　と、もう折れるしかないミナトだった。




　ちりんちりん、とドアの鈴りんを響ひびかせながら、ミナトたちが裁縫屋──《ウォーターテイラー》の店内に入ると、店主らしき母性的な女性ＮＰＣが、愛あい想そよくさばさばと話しかけてきた。

「いらっしゃい。なんの用だい？」

「あ、すみません、ギルドの依頼を見て来たんですけど」

　ココが簡潔に事情を説明すると、女性は「ああ、なるほど」と頷き、依頼内容を説明してくれる。

「あたしが頼たのみたいのは、ここいらの湿しつ地ち帯たいに住む〝ミズベオオカイコ〟──その幼虫の捕獲だ。こいつらの吐はき出す糸は、なかなかに質がよくてね。お客さんからの人気も高いから、すぐに在庫が切れちまうんだ。だからもしあんたらが、このミズベオオカイコの幼虫を一〇〇匹ぴきほど捕つかまえてきてくれるってんなら、あたしがそいつらから〝上質な糸〟を作ってやろうじゃないか。どうだい？　やってくれるかい？」

　女性の問いに、ココは大きく頷く。

「はい、もちろんです！」

「よし、決まりだ。じゃあさっそく頼むよ。ミズベオオカイコがいそうなポイントを教えてやるから、あんたたちの持ってる地図を出しな」

「あ、お願いしますっ」

　ココの差し出した《カナル》近きん郊こうの地図に、女性は赤字で〝×〟印を描かく。

　どうやら北東の緑が多いエリアにいるようなので、東門から小こ舟ぶねで川を下るルートが一番早そうだ。

「一応期限は今から二日以内だ。それまでに持ってこられなかったら、依頼は失敗──またギルドに申請を出すところから始まるから注意しな。こっちも客商売なんでね」

「了りよう解かいですっ」

　ずびっと軽快に敬礼するココに、店主の女性は「頼んだよ」と屈くつ託たくなく笑ったのだった。




　翌朝。

《カナル》の宿──《水辺の人魚亭てい》を出発したミナトたちは、予定通り東門から小舟で乗り出し、川をゆっくりと下りながら目的地を目指していく。

　最中、ミナトはヒノカと初めて会話をした日のことを思い出していた。

　彼女と話すようになったのも、こうやってモンスター避よけの〝臭におい袋ぶくろ〟を船首につけながら川を渡わたり、ルート模も索さくのため、一人でマングローブ域へと赴おもむいた時のことだったからだ。

　あの時はまだココと二人で行動（この日はココが寝ね坊ぼう）していたので、今ほど大所帯ではなかったのだが、随ずい分ぶんと賑にぎやかになったものである。




「──古今東西、ミナトくんのいいところーっ！」




　まあ、賑やかすぎるのも考えものなのだが。

「じゃあわたしからーっ」

　──ぱんぱんっ。

「えっと～……う～ん……ん～？」

「いや、一つくらいはあるだろ!?」

　言い出しっぺのタマネが初っぱなから言葉に詰つまり、思わずミナトは虚こ空くうに突つっ込こみを入れてしまった。

「あ、あはは……ごめんごめん。〝優やさしい〟とか〝頼たよりになる〟とか色々考えてはいたんだけど、いざ始めてみたら忘れちゃって……」

「いや、別にいいんだけどさ……」

　苦笑いを浮うかべるタマネに、ミナトががっくりと肩を落としていると、ミナトマスター（？）のココ先生が、自じ慢まんのお胸をこの上なく張って言った。

「ふっふっふっ、タマちゃんさんもまだまだですねっ。いいでしょう、ではこのヴィクトリーワイフが、そんなタマちゃんさんに、夜通しでミナトさんへの愛を説いて差し上げましょう！」

「え、ええっ!?」

　がーんっ、とすこぶるショックを受けるタマネに、ココ以外の三人が哀あわれみの念を送っていると、どうやら接岸予定の場所に着いたらしく、ミナトは小舟を岸に近づける。

　小舟が流されぬよう、しっかりとロープを木に括くくりつけたミナトたちは、水分を含ふくんで足場の悪くなった地面を、ぬちゃぬちゃと地図通りに進んでいく。

　そうしてぬかるんだ湿地帯を進むこと三〇分ほど。

　恐おそらくは印の場所であろう、割と背の高い木々の生おい茂しげったポイントへと到とう着ちやくした一同だったが、




「……いないな」




　ミズベオオカイコらしき姿はどこにもなく、ただ涼すずしげな水のせせらぎと、葉の揺れる音だけが、静かに響き続けていた。

「え、本当にここがそうなの？　場所間違えたんじゃない？」

「いや、そんなはずはないんだけどなぁ……」

「もしかして他の誰だれかに獲とられちゃったとか？」

「うーん……」

　確かにタマネの言うとおり、他にも同じクエストを受注しているプレイヤーたちがいたのならば、ミナトたちが来る前に、ここら辺のミズベオオカイコを、先に獲られてしまったという可能性もあるだろう。

　だがここはゲーム世界の上、〝一〇〇匹〟という大量捕ほ獲かくクエストなわけだし、何匹かはすぐさまリポップしてもいいと思うのだ。

　それが一匹もいないというのは、さすがにおかしい。

　やはりヒノカの杞き憂ゆうどおり、場所を間違えてしまったのだろうか。

　目印の位置から考えても、ほぼ間違いなく今いるこの場所が、店主の示したポイントのはずなのだが……。

「とりあえず考えていても始まらないし、ちょっとそこら辺の水草近くを探してみようぜ。名前に〝ミズベ〟ってつくくらいだから、たぶん水に近い場所にいると思うし」

「そうだな。〝オオカイコ〟とは言うが、意外と小さいかもしれんしな」

「だねー。じゃあココちゃん、あっち一いつ緒しよに探してみよー」

「はいですぅ～」

「んじゃ俺たちも始めるか」

「ええ」「うむ」

　タマネとココが向こうの方に歩き始めた後、ミナトたちも互たがいに中ちゆう腰ごしになり、足あし下もとの水草をかき分けていく。

　しばしそうやって周囲の水草周りを探していたミナトたちだったが、




「──全然見つからな～い!?　っていうか、腰痛～い!?」




　相変わらず根気の続かないヒノカが真っ先に音ねを上げ、凝こり固まった腰をぐいっと伸のばしていた。

「ふむ、ののか氏が騒さわがしいのはいつものことだとしても、さすがにこれだけ探しても見つからんとなると、やはり場所を間違えた線が濃のう厚こうではなかろうか？」

「なのかなぁ……。でもなぁ……」

　地図を広げ、今一度目印の大樹や大岩など、位置的な関係性をミナトが再確かく認にんしていると、ヒノカが「あー疲つかれた……」とそこら辺に生えていた木の根っこに腰を下ろし、ぱたぱたと手で顔を扇あおぐ。

　すると──ぴとっ。

「……えっ？」




　なんの前まえ触ぶれもなく──ヒノカの胸むな元もとに〝緑色のでかい芋いも虫むし〟が降ってきた。




「ひぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

「「「「──っ!?」」」」

　当然、ヒノカは大絶ぜつ叫きようを轟とどろかせ、なんとかその芋虫を払い除のけようとするが、スマホくらいのでかさがあるそれを触さわる勇気はなかったらしく、胸の谷間に芋虫を挟はさんだまま、猛もう然ぜんとこちらに向かってきた。

「と、ととととと取ってえええええええええええええええええええええええええっっ!?」

「お、落ち着け、ヒノカ!?　そんなに暴れると芋虫が!?」




　と──すぽっ。




「いいいいいいいいいいいやあああああああああああああああああああああああっっ!?」

　言った側そばから、衝しよう撃げきで芋虫がヒノカの服の中へと入り、彼女の駆かける速度が一層増す。

　そして。

「だ、だから落ちつけばあっ!?」

　ヒノカはそのままミナトに突とつ撃げき──彼を押し倒たおす形で、ばちゃりと地面に倒れただけでなく、

「いやあああああああああっ!?　早く取ってえええええええええええええっ!?」

「ふごふご!?」

　ミナトの顔にぎゅっと胸を押しつけ、息も出来ないくらいの力強さで頭を抱かかえ込んできたではないか。

「ちょ、ちょっとヒノカさん!?　こんな白昼堂々何をしているんですかぁ～!?」

　ココが両目を〝[image: かお]〟にしながら抗こう議ぎしてくるも、ヒノカは言わずもがな、ミナトもそれどころではなく、なんとか呼吸を確保しようと懸けん命めいの抵てい抗こうを続ける。

　しかし〝火事場の馬ば鹿か力ぢから〟とはよく言ったもので、ヒノカのヘッドロックは万まん力りきもかくやという頑がん強きようさを誇ほこっていた。

「は、離はなれてくださぁ～いぃ～!?」

　それはアバターのバグった怪かい力りき自じ慢まんのココが、どれだけ引っ張っても引き剝はがせないほどであり、いよいよミナトの意識も遠のき始める。




　が──にゅるり。




「ひいっ!?」

「えっ？　──きゃふっ!?」

　突とつ如じよヒノカが上体を起こし、ココは勢い余って水の中へとダイブしてしまう。

「──っぶはあ!?　はあ、はあ……し、死ぬかと思った……」

　だがおかげでミナトの拘こう束そくは解け、しばらくぶりの酸素が肺の中を満たしていく。

　一体何事かと呼吸を整えつつ、ヒノカの様子を窺うかがうと、

「ひ、ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

「うおおっ!?」




　──彼女は泣きながら衣服を脱ぬぎ去ろうとしていた。




「ちょ、ちょっとヒノカちゃん!?　さすがにそれはダメだよ!?」

「そ、そうですよ、ヒノカさん!?　いくらミナトさんが奥手だからって、それじゃただ痴ち女じよですよぅ～!?」

　慌あわててタマネとココが止めに入るが、ヒノカは気が動転しているらしく、まったく話を聞こうとはせず、

「は、放してえええええええええええっ!?　もう嫌いやああああああああああああああっ!?」

　とにかく服を脱ごうと暴れ回っており、手がつけられない状態になっていた。

「し、シーナ、すまんがお前も手を貸して……って、シーナ？」

　最中、ミナトはシーナにも助力を請こおうとしたのだが、何な故ぜか彼女は俯うつむいたまま微び動どうだにせず、彼もどうしたのかと眉まゆを顰ひそめる。

　すると。



















「……あ、う……あ……」




　よく見れば、シーナは身体からだを小刻みに震ふるわせている上、体勢もやや前ぜん屈くつ気味になっているではないか。

「し、シーナ……？　──って、うおあっ!?」

　そこでミナトの目に入ったのは、シーナのうなじ付近をにゅるりと這はう、巨きよ大だい芋虫の姿だった。

　恐らくはヒノカの胸元に降ってきたやつと同じ種類であろう。

　その緑の物体が、固まるシーナの首筋でもぞもぞと蠢うごめいていたのだ。

「お、落ち着け、シーナ!?　お、落ち着いて身体を傾かたむけるんだ!?　そうすればぽとりと落ちてくれるはずだ!?」

「う、あ……う……」

　油の切れたロボットのような挙動で、ゆっくりと身体を傾けるシーナに、ミナトはよしよしと内心頷うなずく。

　一番冷静なシーナがここで暴れ出したら、もうこの状じよう況きようを止める手立てはなくなってしまうからだ。

「そう、そう、慎しん重ちように……もう少し……」

「あ……が、ぐ……」

　ミナトの指示に従い、シーナは強きよう靭じんな精神力で身体を傾け続け、ついに首筋の芋虫が、今まさに重力に耐たえかねて落下しようとした──その時だ。




　──ぼとっ。




「「……」」

　芋虫が──落下した。

　それも。




　二匹ひき目が──シーナの横顔に。




「～～っ!?」

「ちょ、やめ──っ!?」

　もうこうなってしまっては、さすがのシーナでも感情を抑おさえることなど出来なかったらしく、




「──うわあああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」




　彼女は胸いっぱいに溜ため込んだ空気を、全すべて吐はき出すかのような大絶叫を上げ、やはりミナトたちの方へと一心不乱にかけてきて、




『──どわあっ!?』




　かこん！　とまるでボーリングのピンのように、全員が弾はじかれてしまった。

「あいたたた……」

「ふぎゅ～……」

「……うえぇ～……もうやだぁ～……」

「むし……こわい……（がくがくぶるぶる）」

「うぅ、びちゃびちゃになっちゃったよ～……」

　全員ずぶ濡ぬれの上、ヒノカは半はん裸らでガチ泣きしているし、シーナは背を丸めてぶつぶつと何かを呟つぶやいているしで、大惨さん事じの一同だが──何故不幸というのは続いてしまうのだろうか。




　──ぼとっ。

　──ぼとぼとっ。

　──ぼとぼとぼとっ。

　──ぼとぼとぼとぼとっ。




　今の衝撃を皮切りに、上から次々に芋虫が降り注いできたのだ。

『うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　当然、三度大絶叫が辺りに轟とどろいたのであった。




「お前ら気合い入れろ！　ぱっと拾ってぱっとこの箱に入れるだけだ！　あと七〇匹！　あと七〇匹捕つかまえれば宿に──って、ぎええええええええええええっ!?」

　件くだんの芋いも虫むしことミズベオオカイコの幼虫どもに大量の糸を吐きつけられ、ミナトがぐるぐるの簀す巻まき状態にされる。

「ひぃ～!?　や、やめてくださいぃ～!?　私はミナトさんだけのワイフなんですぅ～!?」

「なんなのよもう～!?　なんであたしがこんな目に遭あわなくちゃいけないのよ～!?」

「む、むしがいっぱい……むしが……（がくがくぶるぶる）」

「……（ころん）」

　近くでは女子たちも幼虫どもの餌え食じきになっているようで、タマネに至っては、すでにふわふわの繭まゆにされてしまっていた。

　今さらだが、今回のクエスト案件である、このミズベオオカイコの幼虫は、足あし下もとの水草付近ではなく、木の上に生息するタイプのモンスターだったらしい。

　そりゃいくら下を探しても見つからないはずである。

　その上、やっと見つけたかと思いきや、この馬ば鹿かみたいな数だ。

　今目の前に映っているだけでも、優に数千匹はいるのではなかろうか。

　これだけの数の幼虫が、さっきまで頭上にわんさかいたかと思うと、それだけで背筋が寒くなりそうだが、今はそんなことを考えている場合ではない。

「おい、ちょっと待てー!?　タマネをどこへ持っていく気だー!?」

　というように、繭にされたタマネが、どんぶらことどこかへ運ばれつつあったからだ。

　恐おそらくは成虫あたりの食料にでもする気であろう。

　タマネはアホの子だが、憎にくめないアホの子である。

　みすみすやつらの食料にさせるわけにはいかない。

「あちちちちっ!?」

　ミナトはなんとか糸の隙すき間まを利用して手を動かし、インベントリになっている腰こしの革かわ袋ぶくろから〝松たい明まつ〟を取り出して、自身を縛しばっていた糸を燃やし尽つくす。

　ついでに色々なところが燃えたような気がしたが、気にせずタマネを救うべく、幼虫ひしめく湿しつ地ち帯たいを進む。

「この野や郎ろう！　タマネを返しやがれ！」

　ごうっ！　と〝松明〟で牽けん制せいしつつ、彼女を包んでいた繭を燃やすと、




「──あっつうううううううううううううううううううううっっ!?」




　頭に火の点ついたタマネが、ぽーんっと文字通り飛び出してきた。

「おお、無事だったか！」

「ぜ、全然無事じゃないよぉ～!?　頭燃えてるんだけどぉ～!?」

「そうか！　とにかく無事で何よりだ！　じゃあ俺は戻もどるから！」

「え、このまま放置!?」

　ずんむりと両目が飛び出しそうになっているタマネに背を向け、ミナトは残りの女子たちを助けるべく来た道を戻る。

「く、くすぐったいですぅ～!?　た、助けてくださいぃ～!?」

「いぃ～やぁ～!?　汚よごされるぅ～!?」

「……（ころん）」

　どうやらココとヒノカは虫責めに、体育座りで震えていたシーナは、第二のタマネ状態になっているようだった。

　このままではシーナも連れて行かれかねないので、まずは彼女の繭を燃やすことに。

　──ぼっ！

「あつい……」

「ちょっと待ってろ！　今水をかけてやる！」

　──じゃばっ。

「つめたい……」

「ちょ、それをわたしにもやってよぉ～!?」

　すると、シーナとの対応の差に異議があったらしく、チリチリ頭になったタマネが、滝たきのような涙なみだを流しながら抗こう議ぎしてきた。

「す、すまん。早く戻らないとって焦あせってたもんで、つい……って、そうだ!?　ココとヒノカは!?」

　思い出したように振ふり返ってみると、二人は相変わらず虫責め真っ最中で、色々とアウトな姿に成り果てていた。

「ふえぇ～!?　気持ち悪いですぅ～!?」

「たぁ～すぅ～けぇ～てぇ～!?」

「この！　いい加減にしやがれ！」

〝松明〟を片手に、二人のところへと急いだミナトは、未いまだ彼女らの身体に絡からみついていた幼虫どもを取り払はらうため、勢い込んで手を伸のばす。

　が。




　──むにゅりっ。




「やんっ!?」

「げっ!?」

　勢い余ってヒノカの胸を鷲わし摑づかみしてしまった。

　なお、パッドで増量されてはいるが、感かん触しよく上は、それを感じさせないナチュラルな柔やわらかさであった。

「あ、あんた……っ」

「い、いや、違ちがうんだ!?　こ、これはお前を助けようとしてだな!?」

　──むにゅむにゅ。

「だ、だったらさっさと手を離しなさいよ──このドスケベッッ!!」

　──ばちんっ！

「あばあっ!?」

　それは、まさに〝会心の一いち撃げき〟とも言うべき渾こん身しんのビンタだった。




「──ほら、約束通り、今し方加工した〝上質な糸〟だ」

「おう、ありがとな」

「何、構わないよ。あんたたちが捕つかまえてきてくれた幼虫のおかげで、あたしらもまた儲もうけさせて貰もらえるんだからね。ところで……本当に大だい丈じよう夫ぶかい？」

　そう心配そうに言う店主の視線の先にあったのは、顔に真っ赤な手形のついたミナトの姿だった。

　言わずもがな、先ほどのビンタ痕あとである。

「ああ、大丈夫だ。まあ、いつものことだからな」

「そうかい？　ならいいんだけど……」

「おう。とにかくありがとな。じゃあまた来るから」

「あいよ。いつでもおいで」

《ウォーターテイラー》を後にしたミナトは、外で待っていた女子たちと合流する。

　一応《カナル》に戻ってきた際、先にシャワーを浴びに行ったので、装よそおい自体はいつもどおり（タマネはまだチリチリが若じやつ干かん残ってる）なのだが、表情の方は皆みな一様に曇くもり気味だった。

「よし、とりあえずはこれで〝糸〟の方を手に入れることが出来たし、次は〝生き地じ〟だな。確かこいつは《フォート》のクエストでいいのがあったはずだから、このまま戻ろうと思うんだけど……」

「「「「……」」」」

「えっと……」

　き、気まずい……。

「み、皆どうした？　もしかしてお腹なかでも減ったとか……？」

　──じろり。

「そう見える？」

「い、いえ……」

　憮ぶ然ぜんと腕うでを組んでいたヒノカに睨にらみを利きかされ、ミナトが蛇へびに睨まれた蛙かえる状態になっていると、

「あたし、あんたにがっつり胸を揉もまれたんだけど？」

「うっ……」

　さらにそう追撃を受け、心のライフゲージがみるみる削けずられていく。

「で、どう責任をとってくれるつもりなわけ？」

「い、いや、あれは不ふ可か抗こう力りよくというか、そもそも俺はお前を助けようとしただけで……」

「でも揉んだわよね？」

「え、えっと……」

「揉・ん・だ・わ・よ・ね・？」

「……はい、揉ませていただきました……」

　ミナト──圧力に屈くつする。

　むしろこんなのどう答えればいいんだよ……、としなびたナスビみたいになるミナトだったが、




「──じゃあ責任をとってキスしてください！」




「そうそう責任をとってあたしにキスを──って、はあ!?　あんた何言ってんのよ!?」

　いきなりココがそう横よこ槍やりを入れ始め、ヒノカは真っ赤な顔で声を荒あららげる。

「違いますぅ！　ヒノカさんにじゃなくて、〝私〟にキスをして欲しいんですぅ！」

「あ、そういうこと……って、なんであんたなのよ!?　胸を揉まれたのはあたしでしょうが!?」

　だがココは何故か自分に対して責任をとれと言ってきており、ヒノカも意味が分からないとばかりに突つっ込こみを入れる。

「だって……だって……っ」

　すると、ココは先ほどからずっとしょんぼりしていた理由と合わせ、自らの真意を全すべてまとめてぶつけてきたのだが、




「だってミナトさんが──私のお胸を揉んでくれなかったんですものぉ～!?」




「「「「……はっ？」」」」

　彼女の主張は本当に意味が分からず、一同は揃そろって目を丸くする。

　しかしココは至し極ごく真ま面じ目めに異議を申し立てているようで、わんわん喚わめきながら続けてきた。

「私というワイフがいながら、どうしてヒノカさんのお胸を揉んだんですかぁ～!?　しかも私の目の前でなんて酷ひどすぎますぅ～!?」

「いや、別に揉みたくて揉んだわけじゃないんだが……」

「はあ!?　あんた、あたしの身体からだがどうでもいいって言いたいわけ!?」

「い、いや、だからそういうことじゃなくてだな……」

　というか、何な故ぜそう解かい釈しやくした……。

「そんなことより、虫責めですっかり傷心の私を癒いやしてくれないかね？（すりすり）」

「ついでにわたしの髪かみの毛もケアしてよ～（うるうる）」

「え、えぇ……」

「ミナトさん！」

「ちょっとミナト！」

「ほら、ミナト」

「ミナトく～ん……」

「……」

　え、何この状じよう況きよう……。




　とりあえず一同を落ち着かせるべく、遅おそめの昼食兼けん夕食を摂とることにしたミナトたちは、近くの酒場──《ガーデンオブカナル》に入ったのだが、




「いらっしゃいませ♪　当店のメニューは──全て〝エビ料理〟となっておりまーす♪」




「……」

　まさかのエビ料理専門店であり、ミナトはやらかしたと一人白目をむく。

　芋いも虫むしクエの後にエビ料理専門店など、カブトムシの幼虫を見た後にエビチリが出てくるようなものである。

　気分転てん換かんには最悪のシチュエーションだと冷ひや汗あせだらだらのミナトだったが、




「──えへへ～、いい匂においですねぇ～♪」




「……？」

　ココは早くもよだれを垂らしている上、

「今日はあんたの奢おごりってことで覚かく悟ごしておきなさいよ？　あたし、今日だけはカロリー気にしないんだから」

「だな。せっかく一仕事を終えた後なのだ。存分に腹はら拵ごしらえをするとしよう」

「あ、じゃあわたし〝エビチリ〟食べるーっ」

　というように、女子たちはまったく気にする素そ振ぶりを見せてはおらず、次々に料理を注文していく。

「そ、そうか。まあ、どんどん頼たのんでくれ」

　これにほっと胸を撫なで下ろしたミナトもまた、女子たちに倣ならって料理を注文することに。

　そして。




『──かんぱーいっ♪』




　かこんっ、とグラス同士がぶつかる音が店内に響ひびく中、本日のお疲つかれさん会が幕を開けた。

「あ、これ美お味いしいですぅ～」

「あら、さすがは《カナル》の料理屋ね。なかなかにぷりぷりじゃない」

「なお、ののか氏のお腹なかはぷにぷにの模様」

「なんですって!?　そういうあんただって、一人で胸を揉みながら、〝やはり大きい方が好みなのだろうか……ぷにぷにー〟とかやってるじゃない!?」

「おい、やめろ」

「まあまあ。ほら、これ美味しいよー？」

　相変わらず仲のいい二人をどうどうと宥なだめつつ、タマネは話題を変えるためか、「そういえば」とミナトにあることを尋たずねてくる。

「次のクエストって、《フォート》の近きん郊こうでやるんだっけ？」

「ああ。〝上質な毛〟が採れるっていう草食モンスター──〝ムーラマトン〟の毛け刈がりクエストだな。詳くわしくはギルドの受うけ付つけ嬢じようか、依い頼らい主に訊きいてみなくちゃ分からないんだけど、とにかくこの毛刈りクエストを一〇匹ぴきほどやると、裁さい縫ほう屋の時と同じく、〝上質な生き地じ〟として加工してくれるんだとさ」

「なるほどね。っていうか、今回はさすがに大丈夫なんでしょうね？」

「お、おう、たぶんな」

　そう胡う乱ろんな瞳ひとみを向けてくるヒノカに、ミナトも辿たど々たどしく頷うなずく。

　彼女の言う〝大丈夫〟とは、ミズベオオカイコの時のような、いわゆる〝変なクエストじゃないだろうな？〟という意味であろう。

　確かにムーラマトンは、ノシポークやなんかと比べると、多少希少度が高いモンスターではある。

　だが見た目は普ふ通つうの羊然とした感じだし、ぬるぬるの液体はおろか、触しよく手しゆの一本も生えてはおらず、むしろもふもふで柔やわらかい感かん触しよくだったはずだ。

　ゆえに、たぶん大丈夫だろうと頷いたミナトだったのだが、




「──ふーん（じー）」




「……」

　なんだその目は。

　ヒノカの視線は相変わらず心底胡う散さん臭くさそうで、ミナトは一人がっくりと肩かたを落とすのであった。




　翌日の早朝。

《カナル》から飛行船で《フォート》へと戻もどってきたミナトたちは、マイホームに荷物を置いた後、馴な染じみのギルドへと足を運ぶ。

　受付でムーラマトンの毛刈りクエストを受注すると、ミズベオオカイコの時同様、依頼主の農家に話を聞くよう言われたので、さっそく現地へと向かうことに。

　場所は《フォート》近郊の大きな農地で、畜ちく産さんのほか、酪らく農のうや稲いな作さくなど、いわゆる混合農業的なことを生なり業わいとしているらしい。

「あ、あの人ですかね？」

　最中、依頼主とおぼしき麦むぎわら帽ぼう子しの男性ＮＰＣが、えっさほいさと鍬くわを振ふり下ろしているのを見つけたミナトたちは、畑横の小道から声をかける。

「すみませーん！」

「……うん？」

　すると、男性は鍬を振る手を止め、首にかけていたタオルで汗を拭ぬぐいながら、こちらを振り向いて首を傾かしげた。

「なんだべ？　おらになんか用か？」

「あのー、毛刈りクエストをしに来たんですけどー」

「おお、おめえさんたちがそうかぁ。だばこっちさついてきぃ」

　男性の案内で、とある柵さくの前まで連れてこられたミナトたちに、彼は柵の中を指差しながら言った。

「ここがそうだけんど、ムーラマトンは気き性しようが荒いもんで、なかなか毛を刈らせてはくんねぇ。おめえさんたちには、そんなムーラマトンの毛刈りを頼みてぇんだが、ええか？」

「うむ。そのためにわざわざここまで来たのだからな」

「だね。で、一〇匹刈ればいいんだよね？」

　タマネの問いに、男性は大きく頷いて言う。

「んだ。もしおめえさんたちが、ムーラマトンの毛刈りを一〇匹ほどやってくれたなら、おらがそれを〝上質な生き地じ〟に加工したるで、いっちょ気合いを入れてやって欲しいだ」

「ふん、まあ任せておきなさいな。少しくらい気性が荒くても、所しよ詮せんはただの羊風ふ情ぜいでしょ？　だったら一〇匹と言わず、一〇〇匹だろうとお茶の子さいさいよ」

　腕うでを組み、不ふ遜そんに胸を張るヒノカに何を思ったのかは分からないが、男性は「だばせいぜい頑がん張ばりぃ」と柵の扉とびらを開ける。

　ミナトたちが柵の中に入ったことを確かく認にんした男性は、再びがっちりと扉の鍵かぎを閉めた。

「よし、じゃあやるか」

「はいですっ。えっと、ムーラマトンさんは……あれですねっ」

　ココの指差した先では、羊然とした草食モンスター──ムーラマトンが、もぐもぐと牧草を食べている最中だった。

　ふわふわの白い毛に覆おおわれた、円つぶらな瞳が可愛かわいい小型モンスターである。

　ちょうど群れから離はなれている個体を見つけたので、ミナトたちは逃にげられないよう慎しん重ちように近づく。

『……もぐもぐ』

　──ちらり。

『……もぐもぐ』

　だがムーラマトンはまったくこちらを警けい戒かいする素振りを見せず、チラ見した後も、一心不乱に口を動かし続けていた。

「なんだ、全然普通の羊じゃない。身構えて損しちゃったわ」

「まあ飼い主からすれば、たかが毛刈り程度で怪け我がをされても困るからな。一応そう言っておいたんじゃないか？」

「ですねっ」

　そう頷いた後、ココは未いまだお食事中のムーラマトンに手を伸のばし、よしよーしと笑え顔がおでこれをあやす。

「ほらほら～、怖こわくないですよぅ～？　とっても優やさしい母性の塊かたまりですよぅ～？」

「それを自分で言わなければいいと思うのだがな」

　シーナの突つっ込こみなどなんのその。

　ココは気にする素振りをおくびにも出さず、「ちっちっち～、ほらほら～」とムーラマトンの興味を引き続けていたのだが、




『──ブモオッ！』




　──ごっ！

「あぶふっ!?」

「「「「──ええっ!?」」」」

　突とつ如じよやつは大地を蹴けり、渾こん身しんの頭ず突つきをココの顔面に浴びせやがったではないか。

　当然、衝しよう撃げきで放物線を描えがいたココは、そのまま牧草の上にどさりと倒たおれた上、スカートがめくれてピンクのパンツが丸出しになっていた。

「こ、ココちゃーん!?」

「な、なにゆえ……げふっ」

　かくん、と意識を失ったらしいココを介かい抱ほうしようと、タマネが慌あわてて駆かけ出すが、




『──ブモモッ！』




「ひいっ!?」

　別の個体がずざざと彼女の前に立ちはだかり、蹄ひづめで地面を蹴りながら威い嚇かくしてくる。

「み、皆みんな、気をつけろ!?　こいつらやっぱりやべえやつらだ!?」

「はあ？　何びびってんのよ？」

　ミナトが声を張り上げて忠告するも、ヒノカだけは未だに余よ裕ゆうの笑みを浮うかべており、ココをぶっ飛ばしたムーラマトンのところへと、やはり不遜に胸を張りながら近づいていく。

「お、おい、ヒノカ!?」

「あのね、さっきのはココが舐なめられていたから、ああいうことになったの。犬とかでもよくあるでしょ？　自分より下だって順位づけされたら、途と端たんに言うことを聞かなくなったりするやつ」

「た、確かに……」

　犬は元々〝狼おおかみ〟から派生した動物ゆえ、群れで行動する狼の習性を引き継ついでおり、家庭内で従うべき者を見定めているという。

　それがいわゆる〝順位づけ〟というやつで、犬のしつけは、これをしっかりと認識させることが重要なのだとか。

　とはいえ、それもやりすぎるとストレスになってしまうので、良好な主従関係を築くためには、適度なバランスが必要らしいのだが。

「要はそれと同じってわけ。こいつらだって群れで行動してるしね。つまり最初からにこやかに接するんじゃなくて、誰だれが本当の主あるじかを態度で示すことが大事ってこと。まあ見てなさいな」

「お、おう」

「ふむ」

　ミナトたちがごくりと固かた唾ずを吞のみ込む中、ヒノカは一いつ切さい怯ひるむことなくムーラマトンに近づき、これをじっと見下ろす。

『……ブモ』

「おお……」

　その瞬しゆん間かん、ムーラマトンが頭を下げながら二～三歩後退し、思わずミナトの口からも驚おどろきの声が漏もれる。

「ふん、ようやく誰が本当の主か分かったようね？」

　これに当然だと笑みを浮かべ、ヒノカは未だ下を向いているムーラマトンの顔を覗のぞき込みながら、念を押すように言った。

「分かったら大人しく毛を刈からせなさいな。あんたたちの毛は、このヒノカさまがせいぜい最高の洋服に仕立てて」

　と。




『──ぺっ』




　──びちゃっ。

「「「──っ!?」」」

　本当の主ことヒノカ──下々の者に唾つばを吐はきかけられる。

　しかも。




　──ぷ～。




　くるりと身体からだの向きを変えたムーラマトンに屁へまでこかれたヒノカは、無言のままぷるぷると肩を震ふるわせつつ、腰こしの革かわ袋ぶくろに手を突っ込み、




　──封ふう印いんされし〝神聖な《魔ま女じよシリーズ》〟を取り出して振りかぶった。




「お、おい!?　やめろ、ヒノカ!?」

「お、落ち着いて、ヒノカちゃん!?」

「うるさい!?　あのクソ羊、今すぐこの手でぶっ殺してやるわ!?」

　鬼おにのような形相でムーラマトンたちを葬ほうむろうとするヒノカを、ミナトとタマネが必死に押さえ込む。

　ちなみに、ヒノカの持つ〝神聖な《魔女シリーズ》〟とは、通常の致ち死し性毒物（？）こと《魔女シリーズ》のグレードアップ版で、前に《リフル》の砂すな浜はまで使った際は、標的の〝木材〟ごと砂浜を削けずり、双そう方ほうを何処いずこかの空間へと消し去るという偉い業ぎようを成し遂とげたりしていた。

　そもそも彼女のパッシブ──《魔女の秘術》は、調合の際、〝ランダムで別の効果を一つ付加する〟という多少トリッキーな代しろ物ものなのだが、何故かヒノカがやると、割と洒落しやれにならない毒物と化すのである。

「ほら、ののか氏もいい加減落ち着きたまえ。相手はたかが家か畜ちく風情だろう？」

「その家畜風情が、このヒノカさまに向かって唾を吐きかけたのよ!?　しかもダメ押しにおならまでされたあたしの気持ちが、あんたに分かるわけ!?」

　怒ど髪はつ、天を衝つく勢いのヒノカを、シーナがなんとか宥なだめようとするも、彼女は一切聞く耳を持たず、そう反論してくる。

「いや、さすがにその気持ちは分からんが……って、おい、ミナト。こんな時に尻しりを触さわるな」

「……うん？」

　最中、ふいにシーナがそんなことを言いながら、臀でん部ぶの〝何か〟を払はらい除のける仕草をし、まったく身に覚えのないミナトは、どういうことかと小首を傾げる。

　というより、ミナトは未だにヒノカを押さえているため、シーナとはほぼ向かい合っているような状じよう況きようなのだ。

　ゆえに、この位置で彼女のお尻を触るなど、物理的にも不可能なはずなのだが、

「こら、だからやめろと言っているだろう？　君が私の身体に興味を示してくれたのは嬉うれしい限りだが、そういうことは、二人きりの時にしてくれたまえ」

　と、シーナはまたもや恥はずかしそうに、お尻の〝何か〟を払い除けようとする。

　だがシーナにちょっかいを出し続けていた〝それ〟は、彼女の言うことを聞く気などなかったようで、

　──もぞもぞ。

「ひゃうっ!?」




　──そのスカート内に頭を突っ込ませた。




「ちょ、ちょっと待ちたまえ!?　さ、さすがに直接はダメだ!?　そ、そういうのは帰ってからに……っ!?　や、やめるんだ、ミナト!?」

「いや、俺は何もしてないんだけど……」

「……えっ？」

　そこでようやくシーナも気づいたらしく、呆ぼう然ぜんと自身の臀部へ視線を移す。

　もちろん彼女のスカート内に顔を突っ込み、もぞもぞといかがわしい動きを見せていたのは、




『──ブモモッ』




　そう、ムーラマトンであった。

「なっ!?　き、貴様いつの間に!?　ミナトではなかったのか!?」

　まさかの正体に、シーナはぎょっと両目を見開く。

　というか、そもそも何な故ぜこの状況でミナトがお尻を触ると思ったのだろうか。

　はなはだ疑問であるが、それよりも今はシーナである。

「お、おい、やめろ!?」

　見れば、ムーラマトンは彼女のスカート内に顔を突っ込み、必死に何かを引っ張ろうとしているではないか。

　シーナもそれを死守しようと、懸けん命めいに押さえてはいるものの、彼女の種族──〝フェアリー〟は、五種族のうちでもっとも力が弱いため、

「うわあっ!?」

「「「──ちょっ!?」」」

　すぽんっ、と力負けしたシーナのスカート内から、〝とある代しろ物もの〟が奪うばい取られてしまった。

　なんということであろうか。




　それはレースのついた薄うす紫むらさき色の──可愛かわいらしい〝パンツ〟であった。




「き、き、貴様ぁ～!?」

「ちょ、ちょっと待てーっ!?」

　当然、シーナは真っ赤な顔でショートボウを構え出し、ミナトたちはこれを慌てて止めに入ったのだった。




　その後、なんとかパンツの奪だつ取しゆに成功したミナトたちは、意識を取り戻もどしたココとともに作戦会議を行い、最終的に汚よごれるのを覚かく悟ごで毛刈りを実行しようということになった。
















　たとえ泥どろだらけになったところで、毛自体の品質が落ちるわけではない上、マイホームも近くにあるので、いつでも熱々のお風ふ呂ろ（温泉引き済み）に入れるからだ。

　というより、そのくらいの覚悟でいかないと、やつらの相手は難しいのではと判断したのである。

　なお、シーナ同様、がっつりパンツを見られたココが、

「うぅ、傷心の私をぎゅっとしてください～……」

　と言ってきたりもしたが……それはさておき。

　ミナトたちは服が汚れるのもいとわず、各おの々おの全力で毛刈り作業にあたり始める。

「おら、暴れぶわっ!?　こ、この、大人しく毛をぐえっ!?」

『ブモーッ！』

　が、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかず、ミナトもぼろぼろになりながらムーラマトンをヘッドロックする。

「い、今のうちに毛を刈るんだぁ～!?」

「は、はい～!?」

　──ばりばりばりばりばりばりっ。

　状況的には、完全に〝ここは俺に任せて先に行け〟といった感じだが、何故ただの毛刈りでこんなことになっているのか。

　もちろんそれはこれがただの毛刈りではなく、〝ＫＥＧＡＲＩ〟と呼ばれた戦いだからである。

「た～す～け～て～っ!?」

　──ずざざざざざざざざっ。

　見よ、あの高速で引きずられているタマネの姿を。

「ふっふっふっ、カウボーイタマネの参上だよ！」とボーイとガールの区別もつかずに、〝輪っか付きのロープ〟を投げた結果があれだ。

　まさか自分の方が輪っかを巻きつけられる羽目になろうとは、彼女自身、思いもしなかったことだろう。

　そう、ここは戦場──おふざけをしている余よ裕ゆうなどないのである。

　しかし……。

「おらあっ！」

　──ごっ。

『ブモッ!?』

「よしとったぁ！　ほら、シーナ！　あたしがアキレス腱けんを固めているうちに早く！」

「承知した！　南な無む三さん！」

　──ばりばりばりばりばりばりっ。

「……」

　逞たくましくなったなぁ……、とミナトは巣立つ子どもを見守る親鳥のような顔になっていた。

　何せ、あのヒノカがラリアットからのアキレス腱固めを決めた上、シーナも熟練した床とこ屋やのおばちゃんばりに、手て際ぎわよく毛を刈かっていたからだ。

　しかも揃そろって泥だらけの上、全身汗あせまみれである。

「これで三匹びき目！　さあ、次行くわよ！」

「応！」

　それでもあんなに真しん剣けんにＫＥＧＡＲＩに勤いそしんでくれる二人を、ミナトはなんだか心が温まる思いで見つめていた。

「み～な～と～く～ん～っ!?」

　──ずざざざざっ。

「……」

　まあ、あれはあれでタマネらしくていいのだが。

　ともあれ、いつまでもあのままにしておくわけにもいくまい。

「よし、こっちも二匹終わったし、とりあえずタマネを助けに行くぞ！」

「はいですぅ！」

　頷うなずくココを連れ、ミナトは未いまだ「あばばばばっ!?」と引きずられているタマネを救いに駆かけたのだった。




『……はあ、はあ……』

　そんな感じで、満まん身しん創そう痍いになりながらも、一同は無事にＫＥＧＡＲＩを終えることに成功し、柵さくの外へと帰き還かんする。

　揃って地面に大の字になるミナトたちに、依い頼らい主の男性は、歯の抜ぬけた顔で嬉しそうに笑いながら言った。

「お疲つかれだべ。んだば毛の方はこれから加工してくるで、お前さんたちはここで待っててけろ」

「はいですけろ～……」

　男性が大量の毛を抱かかえて去っていった後、ミナトは女子たちに労ねぎらいの言葉をかける。

「とりあえずお疲れ。今夜は何か美う味まいもんでも食おうぜ」

「うむ、そうだな。私はもうお腹なかと背中がくっついてしまいそうだ」

「何言ってんのよ、普ふ段だんからくっつきそうなくせに」

　ヒノカが指差した先にあったのは、驚おどろくほど平らなシーナの胸部だった。

「おい──おい」

　当然、抗こう議ぎの半眼を向けるシーナだが、今は疲ひ労ろうのせいで怒おこる気にもなれなかったのか、「……まあいい」と珍めずらしく引いて続けた。

「そんなことより、今日は久しぶりに死ぬほど働いた気がするぞ。こんなのはリアルの時以来だ」

「そうね。柄がらにもなくあたしも頑がん張ばっちゃったわ。っていうか、なんでこんな泥だらけになるまで頑張ってたのかしら……」

　自身の身体からだを見下ろし、そう嘆たん息そくするヒノカを、ココはおかしそうに笑って言った。

「うふふ、でもヒノカさん、なんだかとっても楽しそうでしたよ？　もちろんシーナさんやタマちゃんさん、ミナトさんに、私だって凄すごく楽しかったです」

「そうだな。まあやってることはただの毛刈りなんだけどな」

「ええ。でも皆みなさん一生懸命頑張ってました。その証しよう拠こに──ほらっ」

　と、ココが微笑ほほえみながら皆みんなの方を指差すと、そこには顔まで泥だらけになった一同の姿があった。

　互たがいの姿を見やること数秒。




『……ぷっ』




　堪たまらずミナトたちは噴き出してしまった。

　彼らはひとしきり笑った後、目元の涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「あーおかしかった。っていうか、笑ったらなおさらお腹が減っちゃったじゃない。あのおじさんから生き地じを貰もらったら、さっさとシャワー浴びて、ご飯がてら、サラの歌でも聴ききに行かない？」

「あ、いいですね。私もサラさんのお歌が聴きたいです」

「だな。それで英気を養い、明日あしたからは衣い装しよう作りに励はげむとしよう」

「さんせーいっ」

　がやがやと楽しそうに談だん笑しようする女子たちを、ミナトが微笑ましそうに眺ながめていると、毛の加工が終わったらしく、依頼主の男性が戻ってきた。

「ほれ、これが〝上質な生地〟だ。染色は裁さい縫ほう屋にでも頼たのめばええ」

「はい、ありがとうございますっ」

　男性から生地を受け取ったココが、笑顔でお礼を述べると、彼は「いんや」と首を横に振ふって言った。

「礼を言うのはこっちの方だ。実際にやったから分かると思うが、ムーラマトンの毛刈りは意外と難しくてな。クエストの依頼を出しても、なかなか引き受けてはくんねぇだ。そいつをお前さんたちは一いつ生しよう懸けん命めいやってくれたで、礼の気持ちも兼かねて、生地の量も少し多くしといたべ」

「わあ、ありがとうございますぅ♪」

　にっこりと満面の笑みのココに、男性も「ええってことだ」と柔にゆう和わに微笑んでいたのだった。




　サラのいる酒場──《ハニーバニースイート》で、たらふくご馳ち走そうを平らげたミナトたちは、一晩ぐっすりと眠ねむり、すっきりとした朝を迎むかえていた。

　コスプレ衣装の主な材料である、〝上質な糸〟と〝上質な生地〟を手に入れることも出来たので、今日からはそれらを用いて、各々のコンセプトにあった衣装作りを行うことになったのだが、以前にも述べたように、衣装作りは女子たちが担当するということで、ミナトは〝木材〟などを使い、自身のパッシブ──《ＤＩＹ》で、各シチュエーション用の舞ぶ台たいセット作りなどに勤しんでいた。

　詳しよう細さいなシチュエーションに関しては、当日のお楽しみということで、大まかに背景が伝えられたのだが、




　ココは昼間の森。

　ヒノカは夜の公園。

　シーナは夜の室内。

　タマネは夕方のグラウンド。




　といったように、タマネ以外はよく分からないシチュエーションで、そこからどう甘あま酸ずっぱい告白シーンに持っていくのか、ミナトとしても、正直、気になるところであった。

　しかし気がかりなのはそれだけではなく、




「──ちょっとこれ縫ぬったの誰だれよ!?　首を通す穴がないじゃない!?」




　マゾス島の時も、ココ以外の裁縫能力の低さは露ろ呈ていしていたのだが、どうやらそれが今まさに遺い憾かんなく発揮されているらしい。

「あ、ごめーん。それわたしだー」

　あはは、と苦笑いを浮うかべるタマネに、ヒノカは持っていた衣装（首の穴なし）を突つきつけながら言う。

「〝あはは〟じゃないわよ!?　こんなの縫う時に気づくもんでしょ!?」

「いや～、それが全然気づかなくてさ～。あ、でもそれを言うなら、ヒノカちゃんの作ったこれ、サイズが全然合ってないように見えるんだけど～？」

「うっ!?」

　どう見ても子ども服にしか見えない衣装を取り出したタマネに、さすがのヒノカも攻こう勢せいには出られなかったようで、ぐぬぬと唇くちびるを嚙かみ締しめていた。

「ふんふんふ～ん♪」

　一方、《家事》のパッシブで、《裁縫》もそれなりにこなせるココは、鼻歌交じりに衣装作りを行っており、見た感じは順調そうで、

「すまんがここはどうすればよいのだ？」

「あ、そこはですね──」

　と、隣となりのシーナを手伝う余裕すらあるようだった。

　そんな女子たちの和わ気き藹あい々あいとした会話を耳じ朶だに入れつつ、ミナトも黙もく々もくと舞台セットを作り続ける。

　一応《裁縫》のオーブ（使いこなすにはある程度の練習が必要）を装備してはいるものの、やはり最初のうちは慣れない作業ということもあってか、四苦八苦している様子の女子たちだったが、それも二日目、三日目と回数を重ねるごとに、少しずつ要領を得ていったらしく、ココまでとは言わずとも、各々それなりに衣装作りを進められているようだった。

　もちろん全部が全部順調ということはなく、途と中ちゆうで糸が切れてしまった時には、

「あれ？　糸がなくなったわよ？」

「お、そうか。じゃあまた獲とりに行こうぜ──ミズベオオカイコ」

「「「「絶対に嫌いや！」」」」

「お、おう……」

　というようなこともあり、その際は普ふ通つうに露ろ店てんで買ったりもしたが、まあ一度は皆でクエストに挑いどんだりもしたので、点数も少しは加算されることだろう。




　そうして時間は瞬またたく間に過ぎていき──二週間後。




　衣装や舞台セット類も含ふくめ、準備を万ばん全ぜんに整えたミナトたちは、再び〝黄金の街〟──《エルドラ》へと赴おもむき、塔とうを上ってゴールド王のもとへ向かったのだが、

　──ぼよよんっ。




「──あら、皆さん。こんにちは♪」




『──っ!?』

　そこにはハルマとシズカのほか、何故か彼らのチームにサラの姿があり、

「さ、サラさんがあっち側に寝ね返がえってるぅ～!?」

「ひいっ!?　おっぱいリベンジですぅ～!?」

　と、揃そろって白目をむくタマネとココだった。

　てか、〝おっぱいリベンジ〟ってなんだよ……。




　　　　◇




　その少し前のこと。

　シズカは《フォート》の酒場──《ハニーバニースイート》にいた、サラのもとを久しぶりに訪おとずれていた。

　というのも、シズカとサラはリアルでも友人であり、ゲーム好きな彼女の勧すすめで、サラはこの《サバイバルアーツ・オンライン》を始めていたからだ。

　だが言わずもがな、今は〝死んだらそれまで〟というデスゲーム真まっ只ただ中なかゆえ、初心者かつ親友の彼女を危険な目に遭あわせるわけにはいかず、シズカの頼みで、なるべく《フォート》から出ないようにして貰っていたのだ。

　それが功を奏したかどうかは分からないが、サラはいつの間にやら、この《フォート》でも人気の歌うた姫ひめになっており、今日も彼女の歌を聴きに来たであろうプレイヤーたちで、酒場は満席だった。




「──ふふ、お久しぶりです♪」




　最中、カウンター席に座っていたシズカのところに、サラが嬉うれしそうな顔で近づいてくる。

「ええ、久しぶり。少し瘦やせたかしら？」

「いえいえ、むしろ美お味いしいお料理ばかりいただいているので、逆にちょっとふっくらしたかもしれません」

　──たゆゆんっ。

「……そうね」

　意図せずその暴力的な脂し肪ぼうを揺ゆらしたサラに、思わずシズカも気け圧おされてしまう。

　なお、シズカも一いつ般ぱん的にみれば、かなりスタイルのいい方ではあるのだが、胸の大きさではいつも圧あつ倒とう的な戦力差を見せつけられ続けている。

「そういうしーちゃんの方こそ、お瘦せになったのではありませんか？」

「そうかしら？　あまり気にしていなかったのだけれど、そう見えるのなら、少し気をつけることにするわ。ありがとう」

「はい、そうしてくださると嬉しいですわ」

　にこり、と相変わらず無む邪じや気きな笑えみを見せるサラに、シズカも内心温かい気持ちになる。

　サラとは高校からの付き合いであるが、彼女はいつもこうやって他者を気き遣づかい、思いやることの出来る優しい女性であった。

　そこに打算や損得勘かん定じようといったものが一いつ切さいないのが、シズカとしても信しん頼らい出来るところであり、今も大切な親友であり続けられている所以ゆえんでもある。

　ゆえに、彼女だけはなんとしても生きて帰してあげるべく、シズカは攻こう略りやく組に身を置き続けていたのだ。

「少し話せるかしら？　あなたにちょっと頼たのみたいことがあってね」

「はい、構いませんよ。次の演目はもう少し先ですし」

「ありがとう。──彼女に同じものを貰もらえるかしら？」

「かしこまりました」

　隣の席に腰こし掛かけたサラに、シズカは〝アイスティー〟をご馳走する。

「ふふ、ありがとうございます。それで私に頼みたいことというのは？」

「ええ、そのことなのだけれど、あなたはゴールド王のイベントを知っているかしら？」

　シズカがインベントリから一枚のチラシを取り出すと、サラは大きく頷うなずいて言った。

「はい、存じ上げていますわ。以前、こちらのお店でもチラシを配布していましたので」

「そう。なら話は早いのだけれど、実は私たちもこのイベントには興味を持っていてね。とくに彼の持つ〝飛空艇てい〟が手に入れば、ログアウトの出口があるという、ゼロの天空宮にも行けるのではないかと考えているの」

「あらあら、では是ぜ非ひとも手に入れないといけませんね」

　そう微笑ほほえむサラに、シズカも同意して続ける。

「ええ、そのとおりよ。それでゴールド王に話をしてみたところ、あろうことか、彼は自分をキュンキュンさせるような、〝甘酸っぱい告白シーンを見せろ〟と言ってきたの」

「まあ、それはそれは」

　頰ほおに手を添そえ、どこか嬉しそうな顔をするサラだが、シズカの方は頭痛がしそうな思いだった。

「ずっと一いつ緒しよにいたあなたなら知っているとは思うのだけれど、私は今まで告白されたことはあっても、自分から誰かに告白したことはないわ。でもそういう条件を提示された以上、否いやが応でもやるしかない。ただチームメイトのハルマも私と同じでね。この二人だけではどうにも不安なの」

「なるほど、そういうことでしたか。でも、私もしーちゃんやハルマくんと同じく、殿との方がたに想おもいを告げた経験はないですし、果たしてお力になれるかどうか……」

　困ったような顔をするサラに、シズカは「いいえ、そんなことはないわ」と首を横に振ふって言った。

「作戦はすでに考えてあるし、あとは人数さえ揃えばなんとかなるの。だからお願い。私たちに力を貸してちょうだい。あなたさえいてくれれば、私たちは誰が見てもキュンキュンするであろう、最高の告白シーンを見せつけることが出来るわ。そうすれば、飛空艇も手に入るし、ログアウトにまた一歩近づくことが出来る。だからお願い──さくら」
















　ちなみに、〝さくら〟とはサラの本名であり、彼女のアバター名──〝サラ〟は、この〝さくら〟を間ま違ちがえて入力したことで生まれた名前だったりする。

　シズカの真しん摯しな思いを聞いたサラは、優やさしく彼女の手を取り、こう微笑んでくれた。

「もちろんです。大好きなしーちゃんのお願いを断ったりなんてしませんし、私の方も、最近は少し時間がとれるようになってきましたから大だい丈じよう夫ぶです。なので、是非協力させてくださいませ」

「ふふ、ありがとう。私もあなたのことが大好きよ、さくら」

　そんなサラに、シズカもそう微笑み返したのだった。










　三章　飛空艇を手に入れよう







　ついに始まったシチュエーション別告白イベントは、限定商品の〝飛空艇〟が貰えるということもあり、ちょっとしたお祭り騒さわぎになっていた。

　飛空艇自体、ゲームの定番と言ってもいい上、他のプレイヤーたちから運賃までとれると言われれば、是ぜが非ひでも手に入れたいと思うのは当然のことであろう。

　会場内の人数も、観覧者と合わせ、優に一〇〇〇人近くはおり、皆みなイベントが始まるのを、今か今かと待ち侘わびているようだ。

　事前の発表だと、参加チームはおよそ一〇〇ほどいるらしく、ミナトたちの中だと、タマネが58番、ヒノカが62番、シーナが71番、そしてココが89番となっている。

　なお、ハルマたち攻略組チームは、ココよりも少し前の84番だ。

　サラが攻略組チームにいたのは、正直、驚おどろいたが、それよりも前に彼女が言っていた、〝攻略に勤いそしむ大学のお友だち〟というのが、あのシズカだったということの方が、ミナトたちにとっては大きな衝しよう撃げきだった。

　なんというか、世の中狭せまいなぁという感じだったのである。

　とはいえ、ミナトたちもここまで頑がん張ばってきたのだ。

　たとえ相手チームにサラがいようとも、そこは正々堂々勝負をするつもりだし、相手側もそのつもりであろう。

　ならばせいぜい全力でぶつからせて貰おうと思う。

　そのためにミナトたちは、今まで芋いも虫むし塗まみれになったり、頭ず突つきを食らったり、唾つばまで吐はきかけられたりしてきたのだから。

　あと、おならも。

「よく来てくれたのう、諸君。それではこれよりコンテストを始めたいと思う。改めて言うまでもないが、わしを一番キュンキュンさせてくれた者には、この蒼そう穹きゆう層を駆かけることの出来る唯ゆい一いつの翼つばさ──〝飛空艇〟の所有権を与あたえよう。しかも燃料費や整備費などはわしが受け持つ上、他の利用者からの運賃は、全すべて所有者のものとなるという破格の条件付きじゃ。ゆえに、審しん査さは厳しくいくので、しっかりと己おのが責務を果たすように。ただし、演技点だけは非公開にするつもりじゃて、最後まで希望は捨てんようにのう」

『おおーっ！』

　参加者たちから歓かん声せいが沸わき起こり、ゴールド王も満足そうに頷く。

　しかしマゾス島の時もそうであったが、〝キュンキュンする〟などの判断を、ＮＰＣが一体どうやってしているのだろうか。

　たぶん何かこうプレイヤーたちの感情を読み取ったりしているのだとは思うが、このゲームのＡＩは妙みように緻ち密みつなので、もしかしたらＡＩ自身が判断しているという可能性もあるかもしれない。

「ではさっそく始めるとしようかのう。最初の者は準備を」

　とにもかくにも、いよいよ審査が始まるようだ。

　王宮内の特設ステージ上で、最初の参加者が準備を進める。

　背景に描えがかれた場所は、恐おそらく病室か何かであろう。

　なかなかに凝こった作りになっているようだ。

　ミナトたちも含ふくめ、他の参加者たちがどんなものかと待ち侘びていると、ふいに会場内の灯あかりが落とされ、




「──エントリーナンバー１番！　クラタとアイジチーム！」




　ゴールド王の一声とともに、ぱっとステージ上にスポットライトが照らされた。

　ミナトの予想通り、そこにいたのは、ナース姿の男性と、彼に車くるま椅い子すを押される患かん者じや役の男性だった。

　ちょっと何を言っているのか、自分でもよく分からないのだが、きっと協力してくれる女の子がいなかったんだろうなぁ……。

「なあ、本当のことを言ってくれよ……。俺の足は、もう動かないんだろ……？」

　どうやら事故か何かで歩けなくなったという設定らしい。

「そんなことないわ。手術は無事に成功したんだし、傷口だってほとんど塞ふさがりかけている。本当はもう歩けるはずよ」

　うん、これは酷ひどい。

「噓うそだ！　だったらどうして俺の足は動かないんだよ!?」

「それは……」

「気休めはよしてくれ！　俺は──同情なんてされたくない！」

　と。




「──クラタの意い気く地じなし！　もう知らない！」




　ナースがどこかで聞いたような台詞せりふを残して走り去ろうとする。

　だが。




「──待ってくれ、アイジ！」




　──がたっ。

「……えっ？」

　患者に呼び止められたナースは、車椅子の発したであろう音に驚き、足を止めて振り返る。

　すると。




「……クラタが、クラタが立った……？」




　クラタ──大地に立つ。

　当然、それを見たナースは、ぶわっと涙なみだぐみ、患者のもとへと駆けていく。

「クラターっ！」

「アイジーっ！」

　がしっと抱だき合ったところで暗転。

「カーット！　そこまでじゃ！」

　王の合図とともに会場の灯りが点つく。

『……』

　え、何これ……。

　恐らくそう思っていたのはミナトだけではなかったのだろう。

　会場中が気まずいざわめきで溢あふれる中、ゴールド王からの評価が下る。

「うむ、なるほど。舞ぶ台たいセットもよい感じじゃし、衣い装しようも悪くはない。それぞれ三点ずつといったところか。ただ、確かに感動的なシーンではあるのじゃが、既き視し感を否いなめない上──何な故ぜ男同士にした!?　いや、それ自体は別に構わんのじゃが、せめてすね毛くらい剃そらんかこの愚おろか者！　こんなものは一点じゃ、一点！　あと、すね毛効果で他の二つもマイナス一点じゃ！」

　王──大激げき怒ど。

　非公開にすると言っていた演技点も暴ばく露ろしているあたり、よほど見るに堪たえなかったのだろう。

　しこたま怒おこられたクラタとアイジ（一五点中五点）は、「「ヒエェ!?」」と逃にげるようにステージを下りていったのだった。




　というような感じでコンテストは進み、ナースの他にはスチュワーデスや幼おさな馴な染じみ、ウェイトレスにコンビニの店員など、とにかく様々なシチュエーションが、代わる代わるステージ上を彩いろどっていた。

　皆色々なことを考えるなぁ……、とミナトが感かん嘆たんする中、ついにタマネの番が訪おとずれる。

　とはいえ、実はここまでミナトは一いつ切さい内容を知らされておらず、ゆえになんの練習もしていないのだが、本当に大丈夫なのだろうか。

　その方が自然な演技が出来るとのことらしいのだが、果たしてそう上う手まくいくものかどうか……。

　とにかく指定された衣装──〝体操服〟に着き替がえたミナトは、背景である〝夕方のグラウンド〟の前に立ちながら、緊きん張ちようした面おも持もちで開始の合図を待っていた。

「次はエントリーナンバー58番！　タマネとミナトチームじゃ！」

　すると、暗転中の会場内で、ゴールド王の合図とともにスポットライトの灯りが点き、演技が開始される。




「──先せん輩ぱい！」




「……？」

　……先輩？

　ミナトがどういうことかと振り返ると、そこには同じく体操服──しかも〝ブルマ〟に身を包んだタマネの姿があった。

　恐らく部活か何かのシーンなのだろう。

　まあ正直、〝夕方のグラウンド〟という背景を頼たのんできた時から、薄うす々うす学校関係かとは思っていたのだが、まさかブルマ姿で現れるとは……。

「お、おう、どうした？」

　頭痛を覚えそうになったミナトだったが、とりあえず不自然にならぬよう、差し障さわりなく合わせることに。

　が。




「──どうして部活辞やめちゃうんですか!?」




　んんー合わせづらいぞー!?

　つーか、知らんわ!?

　むしろこっちが教えて欲しいくらいだっての！

　内心突つっ込こみの嵐あらしが止まらないミナトだが、そこはぐっと堪こらえ、努めて冷静にもっともらしい理由を挙げる。

「知ってるだろ？　一度膝ひざを壊こわしちまった俺は、もうレギュラーにはなれやしないんだ」

「そんなことないですよ！　先輩の指す将しよう棋ぎの音、わたし大好きですもん！」

　……はっ？

　思わず目が点になるミナトのことなどつゆ知らず、タマネは迫はく真しんの演技を続ける。

「将棋部の皆みんなだって、先輩に辞めて欲しくないはずです！」

「……」

　そうだった。

　この子、アホの子だったんだ。

　ちーんっ、と白目をむきながら、ミナトはその現実を十二分に嚙かみ締しめる。

　将棋部だったらグラウンド関係ない上に、体操服を着る必要もないじゃんとか、色々な疑問が思い浮うかぶが、そもそもアホの子のタマネに、そんな常識を求める方が間ま違ちがっていたのだろう。

「そ、そうか。じゃあ続けようかな、将棋……」

　どんよりともう好きにしてムードに入っていたミナトは、そう適当に返すが、




「──先輩、辞めないでーっ!?」




　──がばっ。

「ちょっ!?」

　なんの脈みやく絡らくもなくタマネが抱だきついてきて、何事かと両目が飛び出しそうになった。

　というか、今〝続ける〟って言ったんだけどなぁ……。

「先輩が辞めたら、わたしは明日あしたから何を楽しみに部活をやればいいんですか!?」

　いや、将棋を楽しめ、将棋を。

「先輩が辞めるくらいなら──わたしも辞めます！」

　えぇ……そう来るかぁ……。

　だがここで「じゃあ辞めようぜ！　今まで乙おつーっ！」と言ってしまったらそれまでである。

　面めん倒どうだが、一応続けてやるしかあるまい。

「それはダメだ。俺とは違って、お前は将棋部のエースだろ？　だからこれからはお前が皆を引っ張って行くんだ。いいな？」

「先輩……」

　瞳ひとみをうるませるタマネに、ミナトも無言で頷うなずく。

　すると、彼女は「……分かりました」と俯うつむいた後、再び顔を上げてこう言った。




「じゃあ──キスしてください！」




「……はっ？」

　え、何が〝じゃあ〟なの!?

　ずーんっ、と再度白目をむくミナトに、タマネは恥はずかしそうに顔を赤らめて言った。




「──思い出が、欲しいんです……。だってわたし……先輩のことが好きだから……」




　あ、ああ、そういうことか。

　上手く落としどころを見つけたな……、とミナトが胸を撫なで下ろしていると、




　──んちゅ～。




「ぬおおっ!?」

　タマネが普ふ通つうにキスしようとしてきて、一息吐ついている場合ではなかったことを再認にん識しきさせられる。

　この場合、話を終わらせるためには、彼女とキスをしなければならないわけだが、それはそれで色々とよろしくない。

　こういうのはきちんと好き合う者同士がやるべきだというのも、理由の一つではあるが、それ以前にキスしてしまった後のことが怖こわい。

　主にココとかココとかココとか。

　最近は妙みように嫉しつ妬と深ぶかいし、ここで万が一にも、タマネと唇くちびるを交かわすようなことがあれば、恐おそらく後ほどめちゃくちゃ怒られる上、自分にも一日中キスしろとせがむこと間違いなしだ。

「お、おい、タマネ!?」

　というわけで、なんとしてもキスだけは阻そ止ししたいのだが、当のタマネは演技に夢中になりすぎているのか、ミナトの顔をがっちりと両手でホールドしており、徐じよ々じよに両者の顔が近づいて──。

　と。




「──危ない、ミナト！」




　──ぶんっ！

『キュウゥゥゥウウゥゥウウゥウゥウウゥウゥウウゥッッ!?』

「うん？　──ぐえっ!?」

　シーナの遠投したマル子が、ミナトの顔にがっつりとフィットする。

　そうだ、要注意なのはシーナも同じだったんだ……。

「ぶちゅう～……んっ？」

　そこでタマネも気づいたのだろう。

　唇に広がるはずだった柔やわらかい感かん触しよくが、何故か甲こう殻かく類るいの硬かたいおケツ的なものだったのだから。

「ひぎぃっ!?　なんでマル子ちゃんのお尻しりがこんなところに!?　っていうか、わたしのファーストキスぅぅぅ～っ!?　……あふんっ」

『えぇ……』

　ぽてり、とあまりのショックで気絶したタマネに、会場中はドン引きで、

「──カーット！　そこまでじゃ！」

　当然、タマネのターンは終わりを告げたのだった。




「うぅ、わたしの初めてがマル子ちゃんのお尻に奪うばわれちゃったよぅ～……」

『キュ～……』

　会場の隅すみで膝を抱かかえるタマネ（衣い装しよう三点、舞ぶ台たいセット四点）の隣となりで、初めてを奪ったらしいマル子もうるうると涙なみだを流していた。

　たぶんあの涙は、最近シーナからの扱あつかいがぞんざいなことに対するものだろう。

　先ほどもタマネとガチでキスしそうだと知るや、躊ちゆう躇ちよなく遠投してきたし。

　もちろんそこら辺も含ふくめて、彼女を窘たしなめてはみたのだが、

「いや、すまんすまん。なんか投げてくれと言わんばかりに丸くてな？　つい手首のスナップを利きかせてしまったのだよ」

『キュキュ～……』

　こっちはこっちでまったく悪びれた素そ振ぶりを見せないあたり、よほど二週間前のおっぱい事案を根に持っているのだろう。

「とにかくあれだ。いくらフリスビーっぽいからって、むやみに投げるのは禁止な？」

「ふむ、善処しよう（ちらっ）」

『キュ～!?』

　ぽむっ、と自身の豊満なお胸に逃にげ込んできたマル子を、ココはすりすりと頰ほおずりしながらあやす。

「よしよ～し、怖いおっぱい（小）はもういませんよ～」

「おい、誰だれが（小）だ」

　今度はココに対してすこぶるメンチを切るシーナに、ミナトがやれやれと肩かたを落としていると、




「──あのぉ～!?　わたしのことを忘れないで欲しいんですけどぉ～!?」




「お、おお、すまんすまん……」

　すっかり蚊か帳やの外だったタマネが、ぐいっと泣き顔を近づけてきて、ミナトもどうどうとこれを宥なだめる。

「あ、ずるいですぅ～!?」

　すると、当然のごとくココも撫でろと頭を差し出してきたので、仕方なく彼女の頭も撫でてやることに。

　が。

「むぅ……」

「お、おい、シーナ!?」

　右手でココ、左手でタマネの頭を撫でる羽目になっていたミナトに、何を思ったのか、ふいにシーナが無言で彼の背を上り始め、

「……ふう。やはりここが一番だな」

「お前なぁ……」

　彼が制止する間もなく、シーナはいつもの定位置──〝肩かた車ぐるま状態〟へと落ち着いていた。

　なんでも彼女は、ミナトの肩の上に乗り、彼の頭をぎゅっとホールドするのが好きらしく、たびたび乗ってくるのである。

　なんだこの状じよう況きよう……、とミナトが白目をむきそうになっていると、向こうの方から〝レッスン衣装〟に着き替がえたヒノカが、慌あわてた様子で走ってきた。

「ちょっと何やってんのよ!?　もうすぐあたしの番なんだから、そんなところで遊んでないで、早くこっちに来なさいよね!?」

「お、おう、分かった。というわけだ。ほら、すまんがシーナも下りてくれ」

「むう、せっかく極ごく楽らく気分を味わっていたというのに……。というか、もうこのままやればよいではないか」

　一層ぎゅっとミナトの頭を抱えるシーナに、当然、ヒノカは声を荒あららげて〝ＮＯ〟を突つきつける。

「馬ば鹿か言ってないで早く下りなさいな！　それとも、あんたもマル子のお尻を食らいたいわけ!?」

『キュウッ!?』

　びくっ、と肩を震ふるわせ、ぷるぷると青い顔になるマル子だが、シーナもそれはさすがに勘かん弁べんだったらしく、「仕方あるまい……」とミナトの肩から下りる。

「よし、じゃあ行くわよ。衣装はさっき渡わたしたのを着ること。いいわね？」

「おう。んで、お前は結局何をやるんだ？　確か背景は〝夜の公園〟だったよな？　それにその衣装……」

　ヒノカの着用していた、スポーティーな〝レッスン衣装〟を改めて見やったミナトに、彼女はにやりと不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「ふふん、決まってるでしょ？　あたしがやるのは──〝駆かけ出しのアイドル〟よ！」




　──駆け出しのアイドル。

　確かにヒノカにとっては相応ふさわしい役やく柄がらであろう。

　というのも、リアルのヒノカこと〝日ひ野のののか〟は、某ぼう動画サイトで日々配信を続けている超ちよう有名生放送主で、数々のＭＭＯで魔ま法ほう職を極きわめ、そのずば抜ぬけたプレイヤースキルから、《アルティメット・エレメンタラー》と呼ばれたりしていたのだ。

　ゆえに、グラビアなどでの顔出しも多々あり、まさに駆け出しのアイドルのような感じだったのである。

　ただまあ彼女が得意なのは、基本的に〝魔法職のみ〟だったため、それがないこの世界では、完全にお荷物状態に陥おちいってしまっていたのだが。

　ともあれ、ヒノカはアイドルだとして、ミナトは一体なんの役なのか。

　それはこの〝真っ黒なスーツ姿〟を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだと思う。




　そう──〝プロデューサー（以下Ｐ）〟だ。




　個人的にはピンクの上着を肩に羽織りたいところなのだが、ヒノカの中でのＰはこれなのだとか。

　そんな黒スーツのミナトＰが、人ひと気けのない夜の公園で何をしているのかと言うと、




「──ふっ、はっ、んっ、はっ……」




　彼は一人夜よる遅おそくまで自主練習をしている担当アイドル──〝ヒノカ48〟の様子を陰かげながら見守っていたのだ。

「……」

　うん、まあ言いたいことは分かる。

　だがあえてそこに突っ込まないのが〝Ｐ〟である。

　というより、名付けたのがＰという可能性もあるしな……。

　と。




「──痛っ!?」




「！」

　ふいにヒノカ48が地面に倒たおれ込む。

　右足を庇かばっているところを見る限り、どうやら捻ひねってしまったのだろう。

「……」

　──じー。

「？」

　何か視線を感じると思えば、ヒノカ48がちろちろとこちらに視線を送っていた。

　なるほど、〝出てこい〟ということらしい。

　だからそういうことは最初に打ち合わせしておけという感じなのだが、今さら言ったところで仕方あるまい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　ミナトＰは慌てた様子でヒノカ48のもとへと向かう。

「み、ミナトＰ!?　どうしてあんたがここにいるのよ!?」

　そりゃお前に呼ばれたからな──とは到とう底てい言えず……。

「すまん。実はお前がここで練習をしていたことは、ずっと前から知っていてな。でも真しん剣けんなお前の姿を見ていたら、言うに言えなくてさ」

「そう、なんだ……」

　俯うつむくヒノカ48に、ミナトＰは「そんなことより」と傷の具合を確かめる。

「たぶんそこまで酷ひどく痛めてはいないと思うが、大事をとって今日はこのくらいにしておけ。今タクシーを──」

　と、ミナトＰが立ち上がろうとすると、




　──ぐいっ。




「……うん？」

　いきなりスーツの裾すそを引っ張られ、どうしたのかとヒノカ48の方を見る。

　すると。




（──おぶって！）




（……はっ？）

　彼女は小声でそんなことを言い出し、思わずミナトＰは呆ほうけてしまった。

（いいからおぶうの！　早く！）

（お、おう……）

　だがヒノカ48は至し極ごく真剣な様子で、仕方なくミナトＰもこれを受け入れることに。

「……いや、ここからならおぶった方が早いか。よし、俺の背中に乗るんだ」

「で、でも……」

「いいから早く。こういうのはどれだけ早く冷やしたかで、傷の経過も違ちがってくる」

「……うん、分かった」

　素す直なおに言うことを聞いたヒノカ48を背に乗せれば、彼女の柔やわらかい胸諸もろ々もろの感かん触しよくが、ミナトＰの背中を中心に広がっていった。

「……っ」

　しかし今は真ま面じ目めなシーンゆえ、ミナトＰは努めて冷静に演技を続ける。

「じゃあ行くぞ」

「うん」

　歩き出してからはとくに会話もなかったのだが、しばらくすると、ふいにヒノカ48がぽつりとこう言い出した。




「……あたしさ、アイドルに向いてないのかな……」




　いやいや、お前ほど自己主張の強いやつはいないだろー、とはやはり言えず、無難に返答する。

「どうしてそう思うんだ？　あんなに一いつ生しよう懸けん命めい練習してただろ？」

「……うん。でもね、最近思うの。皆みんな、あたしよりずっと輝かがやいていて凄すごいなって。あたし、全然ダメだなって」

「……そうか」

　いつもこのくらい謙けん虚きよだと言うことはないんだけどなぁ……。

「だから人一倍練習しようって、一人で頑がん張ばってたんだけど……やっぱりダメね。またＰに迷めい惑わくかけちゃったし……」

「いや、別に迷惑なんかじゃないよ。それに、担当しているアイドルの体調管理も、俺たちＰの仕事だからな」

「……うん、そうね」

　そこで再び静せい寂じやくが二人を包むが、ふとヒノカ48がこう口にした。




「──ねえ、もしあたしがアイドルを辞やめて、〝普ふ通つうのお嫁よめさん〟になりたいって言ったらどうする？」




「えっ？」「──っ!?」

　その瞬しゆん間かん、向こうの方でココがガタッと動き出したような気がしたが、シーナとタマネに取り押さえられたらしい。

　たぶん〝お嫁さん〟辺りに反応したのだろう。

　しかしお嫁さんか……、とミナトＰはヒノカ48がそうなった時のことを想像してみる。




『──おかえりなさい、あなた♪』




「……」

　──あり、だな。

　性格はかなり美化させていただいたが、エプロンを身につけ、おたまを持ちながら振ふり返ったヒノカ48の姿は、それはそれは胸に迫せまるものであった。

　ゆえに、ミナトＰは自信を持って言う。

「はは、それはそれでいいんじゃないか？　お前ならきっと似合うと思うし」

「そ、そう？　ありがとう……」

　随ずい分ぶん照れる演技が上う手まいが、事前に練習でもしていたのだろうか。

　ミナトＰがそんなことを考えていると、ヒノカ48は頰ほおを桜色に染めながら言った。

「じゃ、じゃあその時はさ、あたしのこと、お嫁さんにしてくれる……？」

「えっ？」

　この口ぶりだ。

　どうやらいよいよ告白の時が近づいてきたらしい。

「それってどういう……」

　そうミナトＰが言いやすいように促うながすと、ヒノカ48は「だ、だからぁ！」とさらに赤くなった顔で言った。




「──あ、あたしはあんたのことが……す、す、好き、なのぉ……」




「──っ!?」

　途と中ちゆうで背中に顔を埋うずめ、絞しぼり出すようにそう言ったヒノカ48に、ミナトも思わず言葉を失ってしまったのだが、




「──って、何言わせるのよ、この馬ば鹿かぁ～!?」




　──ぴゅー。

「ちょ、ヒノカ48ぉーっ!?」

　彼女はいきなり背から飛び出したかと思えば、そのまま捻ねん挫ざ中にもかかわらず、短たん距きよ離り走の選手も真っ青な健けん脚きやくぶりを見せつけて、風のように去っていった。

『え、えぇ……』

　ミナトＰも含ふくめ、やはり観客たちは白目をむいていたのだが、王だけは一人、「ええのうええのう、甘あま酸ずっぱいのう。これは高評価じゃわい。というわけで、終しゆう了りようじゃ！」とほくほく顔だったとかなんとか。




「【悲報】ののか氏、意外と〝うぶ〟の模様」

「うるっさいわね!?　仕方ないでしょ!?　っていうか、〝意外と〟って何よ!?　あたしは最初っから純情可か憐れんな乙女おとめだっつーの!?」

「……ぷっ。そ、そうだな。き、君は最初から純情可憐、な乙女……ぶふっ……だったな……クスクス」

「キーッ!?」

　プークスクス、と笑いを堪こらえるのに必死なシーナに、ヒノカ（衣い装しよう三点、舞ぶ台たいセット四点）は真っ赤な顔で地じ団だん駄だを踏ふむ。

「……？」

　すると、ふいにココがヒノカの肩かたをぽんっと叩たたき、全すべてを悟さとったような顔で言った。

「だから言ったじゃないですか？　ワイフの重圧はそんなに甘いものではないと」

「いや、あんたはいきなりなんなのよ……。てか、しばくわよ？」

「ひゃわっ!?」

　心底鬱うつ陶とうしそうに右みぎ腕うでを振りかぶったヒノカを宥なだめたのは、やはりムードメーカーのタマネだった。

「ま、まあまあ、とにかくヒノカちゃんも頑張ってたんだし、なんだかんだで王さまにも好印象みたいだったから、後は結果を待ってみようよ」

「だな。確かにちょいとアクシデントはあったが、タマネの言うように、王さまの方は好評価だって喜んでたみたいだからな。結果オーライってやつだろ」

　続けてミナトがそう言うと、ヒノカは憮ぶ然ぜんとしつつも、

「まあ……そうね」

　振りかぶっていた腕うでを下ろし、幾いくばくかの落ち着きを取り戻したようだった。

「……ほっ。あ、そういえば、そろそろシーナさんの番じゃないですかね？」

　最中、ステージの様子にも気を配っていたココが、ふとそんなことを口にする。

　話に夢中で気がつかなかったが、どうやらシーナの出番が迫ってきたらしい。

「ほう、もうそんな時間か」

「ふん、せいぜい頑張ることね」

「ふ、心配は無用だ。この私を一体誰だれだと思っているのかね？」

　と、ドヤ顔で確かく認にんしたシーナだったが、




「おっぱいレベル〝２〟の人ですっ」

「幼児体型ロリビッチ」

「船ふな酔よいマニアー！」




「……君たちには後で話がある」

　予想していた反応とはまったく違ったらしく、彼女は一人ぴくぴくと額に青筋を浮うかべていたのだった。




「──では次はエントリーナンバー71番！　シーナとミナトチームじゃ！」

　始まりの合図がなされる中、ミナトは〝寝ね間ま着き〟に着き替がえ、ステージ上に置かれた簡易的なベッドの中に入っていた。

　というのも、彼女の選んだシチュエーションが、〝夜の室内〟だったからだ。

　ここから一体どうやって告白シーンに持っていくのか。

　些いささか杞き憂ゆうを抱いだきつつ、ミナトが瞳ひとみを閉じていると、




「──お兄ちゃん、起きてる？」




「……」

　あいつ──分かってんな。

　思わずそう頷うなずきそうになったミナトだったが、そこはぐっと堪え、演技を続ける。

　しかしどうやったらあの低めで抑よく揚ようのない声がこうも変わるのか。

　女の子って怖こわいなぁ……。

「んん～……シーナかぁ～……？」

「……うん。実は怖い夢見ちゃって……」

　そう俯うつむくシーナは、ぎゅっと枕まくらを抱きながら佇たたずんでいたのだが、




　その服装は──何な故ぜか〝制服（恐おそらく私立小学校）〟に〝ランドセル（赤）〟だった。




「……」

　あいつ──分かってるけどそうじゃない。

　どんよりと白目をむきそうになったミナトだが、そこは再び気合いで耐たえ続けていた。

「そ、そうか。じゃあ……」

「うん、寝ねる！」「──っ!?」

　いや、まだなんも言ってない……。

　呆あきれたように嘆たん息そくするミナトの視線の端はしでは、やはりココが女子たちに羽は交がい締じめにされているようだった。

「えへへ、あったかーい♪」

　どうすんだよ、あれ……、と再び白目をむくミナトのことなどつゆ知らず、そそくさとシーナがランドセルを背負ったままベッドの中に入り込んでくる。

　そのままぎゅっとミナトの身体からだに抱きついてきたシーナは、




「──お兄ちゃん、大好き♪」




　──ちゅっ。

「「「「──っ!?」」」」

　流れるように彼の頰にキスをしたかと思うと、

「ちょ、シーナ!?」

　その上に跨またがり、上気した顔でこう懇こん願がんしてきた。




「じゃあ──抱いて、お兄ちゃん」




「……はあっ!?　って、おいおいおいおい!?」

　それどころか、ランドセルをそのままに、いきなり制服を脱ぬぎ始めたではないか。

「ちょ、な、何をーっ!?」

　当然、これを止めようとするミナトだが、




「──何をしているんですかぁ～っ!?」




『──っ!?』

　それよりも先に、お胸の大きなエルフの少女が乱入（ステージ脇わきでヒノカとタマネが力ちから尽つきてる）してきて、会場中がざわめきに包まれる。

　だがシーナは、乱入者の少女ことココが現れることも想定済みだったらしく、まったく慌あわてた素そ振ぶりを見せず、普ふ段だんの声のトーンで言った。

「出たな、おっぱいお化け」

「誰がおっぱいお化けですかぁ!?」

　ぷるるんっ、とお化け呼ばわりされたおっぱいを跳はねさせ、ココが声を荒あららげる。

　すると、シーナはそんなココを鼻で笑いながら言った。

「ふん、谷間さえ見せておけば、お兄ちゃんが喜ぶと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ。そうだろ？　お兄ちゃん」

「え、そうなんですか、お兄ちゃん!?」

「いや、何故お前までお兄ちゃん……」

　と、困こん惑わくしつつも、ミナトは自身の見解を述べる。

「でもまあ、確かに誰の谷間でもいいってわけじゃないなぁ……。ほら、テレビとかでもおばちゃんの谷間とか見える時あるけど、あれは別に嬉うれしくないし……。ただそんな谷間でも、何故か目についちまうのが〝男〟ってもんだろうなぁ……」

『うんうん』

　そう男の性さがについて神しん妙みように頷いていたミナトに、会場中の男子たちからも賛同の声が飛ぶ。

『……』

　なお、女子たちの方は、当然、ドン引きだった。

「つ、つまり私みたいなぴちぴち美少女のおっぱいは、ミナトさん的にも見る価値があるということですね!?」

「ぐっ……」

「いや、自分で〝ぴちぴち美少女〟とか言うなよ……。まあ、そのとおりではあるんだけどさ……」

　最中、ザ・ポジティブシンキングなココがそう攻こう勢せいに出始め、シーナは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　すまない、シーナ。

　確かに谷間さえ見せておけばいいというわけではない。

　わけではない──が！

　美女＆美少女のおっぱいは、大体の人が好きなんだ！

　というか、おっぱい自体、大体の人が好きなんです！

「くっ……ならばっ！」

　ここで引いてなるものか、とシーナは制服をはだけさせ、スポーツブラを露ろ出しゆつさせる。

「ど、どうだ！」

　──ぎゅう。

　そしてシーナは、ココに対たい抗こうすべく、両りよう腕うでで胸を寄せ、谷間を作ろうとするのだが、



















　しかしそこには、何も──なかった。




「「……」」

　それを見たミナトは、菩ぼ薩さつのように優やさしい微笑ほほえみで、シーナの胸むな元もとを覆おおうように制服を直してやった。

　──もうよいのだ、と。

　が。




「──お、お、お兄ちゃんの巨きよ乳にゆうマニアぁ～!?」




　シーナ──泣く。

「いや、別にマニアってわけじゃ……って、おい、シーナ!?」

　ベッドから飛び降りたシーナは、ヒノカの時と同じく、そのままダッシュでステージを下りようとしたのだが、




　──ぼよよんっ。




「ぐはあっ!?」「きゃふっ!?」

「──おっと!?」

　途と中ちゆうでココのおっぱいに弾はじき飛ばされ、ぽーんっとベッドまで戻もどってきた。

「ぐ、うぅ……」

「な、なんかすまん……」

　それをすんでのところで受け止めるも、未いまだ涙なみだぐんでいるシーナに、ミナトはそう謝ることしか出来なかったのだった。




「平和を生み、また争いをも生む──〝おっぱい〟とはそういうものなのじゃ」

　と、ゴールド王が真理を語る中、シーナ（衣い装しよう三点、舞ぶ台たいセット四点）は先ほどのタマネ同様、会場の隅すみでちょこんと膝ひざを抱かかえていた。

「もういいんだ……。どうせ私の胸には魅み力りよくなどないのだから……」

「「「「……」」」」

　久方ぶりのガチへこみゆえ、さすがのヒノカも茶化せなかったのか、ミナトに小声で耳打ちしてくる。

（ちょっとミナト、早くこれなんとかしてよ。なんか調子狂くるうじゃない）

（いや、そう言われてもなぁ……）

　別段シーナの胸を批判した覚えはないのだが、彼女は胸の小ささにえらく落ち込んでいる様子で、




「……もう死のう。来世はぼいんぼいんで生まれますように……」




「……」

　すでに今世の希望を全すべて捨て、来世に期待し始めているようだった。

　このままでは本当に《神の園その》から紐ひもなしバンジーをしかねないので、ミナトは仕方ないとシーナのところへ赴おもむく。

　そして床ゆかに片かた膝ひざをついたミナトは、彼女の小さな頭を撫なでながらこう諭さとした。

「ほら、元気出せよ。別に胸だけで人の魅力が決まるわけじゃないだろ？　お前はお前で凄すごく可愛かわいいし、頭の回転が速くて頼たよりにもなる。それに、誰だれもお前の胸に魅力がないなんて言ってないぞ？」

「だが君は大きい方が好みなのだろう……？」

「そりゃ男の子だからな。大きいにしろ小さいにしろ、おっぱい全ぜん般ぱんに興味もあるし、どちらかと言えば、確かに大きい方が好きだ」

「……」

「でもそれは別に小さいのが嫌きらいってわけじゃないし、そもそもお前はまだ成長期だろ？　だから今は少々小こ振ぶりでも、一〇年後にはそれこそぼいんぼいんになってるかもしれん。サラさんみたいにな」

「私が、サラ氏みたいに……？」

　力なく顔を上げたシーナの表情は、まるで捨てられた子犬のように悲しそうだった。

　まったく、なんて顔をしてるんだ……。

「ああ。断定は出来ないけど、そういう可能性がないわけじゃない。てか、それ以前に、俺は胸だけで女の子を判断したりはしないよ。大きかろうが小さかろうが、当たってたらドキドキするしな」

「……本当か？　私にぎゅっとされたら、君は誰にされるよりもドキドキするか？」

　……うん？

「お、おう、まあな」

「ちょ、ミナトさん!?　それは私にされるよりもってことでむぐぅ～っ!?」

「はいはい、あんたは空気を読む」

「ほ、ほら、ココちゃん。今だけは抑おさえて抑えて……」

「～～っ!?」

　ヒノカとタマネにずるずると引きずられ、ココが室外へと退場していく。

　それを呆あきれながら横目で見送った後、ミナトは再びシーナに視線を戻して言う。

「だからそう落ち込むなよ。お前はとっても魅力的だし、そんなお前が──俺は大好きだからさ」

「──っ!?」

　途と端たんにかあっと顔を赤くさせたシーナに、ミナトは一応付け足しておく。

「い、いや、もちろん〝人〟としてだぞ？」

「み、ミナトが私を〝大好き〟って……」

「お、おい、シーナ？　おーい？」

　だがミナトの声など、今のシーナには見事に届いていなかったのだった。




「──すまない。お見苦しいところを見せたな」

　その後、なんとか復活してくれたシーナを連れ、外に出た女子たちのところに向かうと、開口一番、彼女はそう頭を下げた。

「いや、それは別にいいんだけど……」

　しかし彼女を見る女子たちの視線は、心底胡う散さん臭くさそうだった。

　何な故ぜなら、




「ところで報告が遅おくれたが──本日より交際することになりました」




　というように、シーナがミナトにがっつり腕うでを絡からめてきたからだ。

「な、なななな……っ!?」

　どうしてこうなった……、とミナトが白目をむく中、当然、自じ称しよう〝嫁よめポジ〟のココは、猛もう然ぜんと抗こう議ぎの声を上げてきた。

「な、なんなんですかこれはぁ～!?」

「い、いや、俺もなんなのか教えて欲しいくらいで……」

「ふふ、何を言っているのかね？　先ほどあんなにも愛を囁ささやいてくれたではないか」

「さ、囁いてくれちゃったんですかぁ～!?」

「だ、だからそれは人としてで……って、いててててっ!?」

「ず、ずるいですぅ～!?　私にも囁いてくださぁ～いぃ～!?」

　ぐい～っ、と空いていた方の腕をココが引けば、すかさずシーナもこれに対抗し始める。

「おい、人の男に手を出すのはやめたまえ！」

「シーナさんこそ、ワイフの私を差し置いて、彼女面づらをしないでくださ～い～!?」

　──ぎゅぎゅぎゅ～っ。

「い、いてててててててててっ!?　ふ、二人とも落ち着けって!?」

　いつもは手加減をするココも、今回はさすがに危機感を覚えたのか、全力でミナトを奪うばい返そうとしているため、ずざざとシーナの方が引きずられる感じになっていたのだが、彼女は彼女で、これまた放す気など微み塵じんもないらしく、

「ミナトは私のものだぁ～!?」

「ちぃ～がぁ～いぃ～まぁ～すぅ～!?　ミナトさんは、私のミナトさんなんですぅ～!?」

「ぎえええええええええええええっ!?　し、死ぬぅぅぅうううぅうぅうぅうううぅっ!?」

　と、二人揃そろってミナトのライフゲージをがりがり削けずっていった。

「……はあ、馬ば鹿かみたい」

「ちょ、ヒノカちゃん、どこ行くの!?」

　最中、ヒノカが呆れたように肩かたを竦すくめ、ミナトたちに背を向けていく。

　当然、一人残されたタマネは堪たまったものではなかったらしく、慌あわててヒノカを呼び止めようとするが、彼女は適当に手を振ふりながら言った。

「どうせしばらくそのままでしょ？　だったら面めん倒どうだし、あたしは中に戻って、他のチームの劇でも見てくるわ。まあ、今の一番は断トツであたしでしょうけど」

「そ、そんなぁ～!?」

「嫌いやならあんたもこっちに来ればいいじゃない。もしくはそっちに交ざるとか」

「で、でも交ざるって言ったって……」

　ちらり、とミナトたちの様子を窺うかがうタマネだったが、

「ちいっ、このままでは埒らちが明かん！　ならば力ちから尽ずくで分からせるまでだ！」

「奇き遇ぐうですね！　私もちょうどそうしようと思っていたところです！」

　二人は互たがいに自身の得え物もの（ココはライフル、シーナはショートボウ）を構え合い、ぐたりと真っ白に燃え尽つきているミナトを放置して、激しい銃じゆう撃げき戦せん的なものを繰くり広げ始めていた。

　ちなみに、ココはマゾス島で愛用のヘビーライフル──《アンチマテリアル》を消失しているため、今は代用品の課金装備（露ろ店てんで購こう入にゆう）──《長ネギ》を使用中だ。

「……」

　いや、これ無理……、と言わずして分かる表情を浮うかべた後、タマネもまたくるりと彼女らに背を向け、ヒノカの後を追ったのだった。




　そうしてひとしきり暴れてエネルギーを発散──ようやく落ち着きを取り戻した両者を連れ、ミナトがげっそりとしながら会場内に戻ると、ちょうどハルマたち攻こう略りやく組チームの番が訪おとずれていたらしい。

　ステージ上には、夕方の教室内と思われる背景の前で、制服に身を包んだサラが、何やら机に向かっているようだった。

「おお、サラさんは制服姿も似合うな」

「「「「……」」」」

　──じー。

「な、なんだよ？　普ふ通つうに褒ほめただけだろ……」

　何やら冷たい視線を向けてくる女子たちに、ミナトが些いささか困こん惑わくしていると、同じく制服を身につけたハルマが、颯さつ爽そうとステージ上に姿を現した。

「お疲つかれさまです、サラさん」

「はい、お疲れさまです、ハルマくん」

「あれ？　会長はまだですか？」

　どうやら〝放課後の生徒会室〟的なシチュエーションのようだ。

「……ええ」

　だが頷うなずくサラの表情は暗く、ハルマもどうしたのかと不思議そうな顔をする。

　すると、サラは窓の外に映はえる茜あかね色いろの空を見ながら、ぽつりとこぼすように言った。




「だってしーちゃん──今日海外へ引ひっ越こしてしまうから……」




「えっ？」

　啞あ然ぜんとするハルマの方に視線を戻もどし、サラはぎこちなく微笑ほほえんで言う。

「だから今日は──いえ、もう彼女は来ません。〝あとは副会長のあなたに任せる〟──それがしーちゃんからの伝言です」

「そ、そんな……。ど、どうして事前に教えてくれなかったんですか!?」

　そう声を荒あららげるハルマに、サラも言いづらそうに視線を逸そらす。

「……ごめんなさい。私も本当は伝えるべきだと思っていたんです……。でもしーちゃんに〝言わないで欲しい〟とお願いされてしまって……」

「ど、どうして……」

「恐おそらく彼女のことです。言ってしまえば、きっとあなたが止めに来てしまうと思ったのでしょう」

「当然です！　だって俺は……っ」

　ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめるハルマに、会場中のプレイヤーたちも手に汗あせを握にぎる。




「──ですがハルマくん」




「……？」

　最中、サラはふっと微び笑しようし、未いまだやるせない表情のハルマに、こう救いの手を差し伸のべた。




「彼女は別に──〝止めに来るな〟とは言っていませんよ？」




「──っ!?」

　ぱっとハルマの顔に希望の色が差し込む中、サラは続けて彼にあるものを投げる。

「……これは？」

　それを難なく受けとったハルマに、サラは再度微笑みながら言った。

「私の〝バイクのキー〟です。急ぎなさい」

「あ、ありがとうございます！」

　深く頭を下げた後、ハルマは全力で駆かけ出す。

　一人室内に残されたサラは、ぎゅっと胸むな元もとを摑つかむように握ったかと思うと、




「……馬鹿。私のことなんてまるで見えてないんだから……」




　そう、寂さびしそうに呟つぶやいた。

　なんとも切ない片思いである。

『……っ』

　会場中がやるせない気持ちに包まれる中、場面が変わり、バイク（大型）に跨またがったハルマが空港へと急ぐ。

　すると、ステージの端はしに立ったサラに、再びスポットライトが当てられ、




　──ら～らら～♪




　東京でラヴストーリーが行われているような歌が流れ始めた。

「くっ、その手があったか……っ」

「いや、これはこれでどうなのよ……。っていうか、トレンディすぎでしょ……」

　ぐっと拳こぶしを握り、悔くやしさを滲にじませるミナトに、ヒノカがジト目を突つき刺さす。

　そうこうしているうちに、ハルマが空港に到とう着ちやくしたらしい。

「はあ、はあ……」

　息を切らせながら駆ける彼の前に、出国ゲートに向かおうとしていたシズカの背が見え始め、




　──ぎゅっ。




『きゃあ～♪』

　後ろから彼女を抱だきしめたハルマに、会場中の女子たちから黄色い歓かん声せいが飛ぶ。

　もちろん男子たちはぺっと唾つばを吐はいたり、メンチを切ったりしていたのだが……それはさておき。



















「……行くな、シズカ。俺は……俺はお前が好きなんだ……っ」




　耳元でぼそっと自身の思いを囁ささやいたハルマに、シズカは当初こそ驚おどろいたような表情をしていたものの、徐じよ々じよに顔を紅潮させていき、




「……馬鹿な人ね。でもありがとう、ハルマ。私もあなたが好きよ」




　嬉うれしそうに、そう微笑んだのだった。

「「……」」

　そして二人は向かい合い、互いにその顔を近づけて──暗転。

『きゃはぁ～♪』「きゃほぉ～♪」

　こうして攻略組のラヴストーリーは、会場中の女子たちと王をとってもキュンキュンさせながら、大盛せい況きようのうちに終わりを告げ、点数も衣い装しよう、舞ぶ台たいセットともに五点満点だったのだが、




「……でもこれ、〝ただしイケメンに限る〟なんだろうなぁ……」




　と、陰いんキャラのミナトは、一人そう黄昏たそがれていたのであった。




「──あの人に想おもいを告げたい！　でも私は声を奪うばわれてしまった！　この想いをどう伝えればいいの!?　Ａｈ～♪」

　というように、ステージ上では、現在、エントリーナンバー88番のチームが、ミュージカル調で人魚姫ひめをモチーフとしたシチュエーションを行っていた。

　ここまでの段階では、ゴールド王や会場の反応からも、恐らくハルマたち攻略組チームがトップであろう。

　さすがのヒノカも、あれを見た後ではぐぬぬといった感じで、自分がナンバーワンだとは言ってこなかった。

　ミナトたちの中では、たぶんヒノカが一番だと思われるゆえ、その彼女がダメとなると、残るは次のココしかいないわけだが、彼女はとくになんの衣装も用意してはおらず、ミナトに対し、事前にこうして欲しいという要望もなかった。

　どうする気なのかとミナトが首を傾かしげる中、88番のチームが演技を終えたらしく、ミナトたちにお呼びがかかる。

　こうなった以上は、もう流れに身を任せるしかあるまい。

　ミナトはココの要望で用意した〝昼間の森〟を背景に、二～三度深呼吸し、王の合図を待つ。

　すると。




「──ではエントリーナンバー89番！　ココとミナトチームじゃ！　アクション！」




　ぱっとスポットライトが照らされたステージ上では、ココがマル子を胸に抱だきながら佇たたずんでおり、開口一番、こう尋たずねてきた。




「……ミナトさんは、〝一ひと目め惚ぼれ〟って信じますか？」




「えっ？」

　その瞬しゆん間かん、ミナトはなんとも言えない既き視し感に苛さいなまれる。

　今の台詞せりふと同じものを、どこかで聞いたことがあった気がしたからだ。

「あ、ああ、まあ……そりゃあるんじゃないか？　こうフィーリング的にビビッと来たりとかさ？」

　……あれ？

「いえ、実は私も、今し方信じてしまいまして」

「えっ……」

　この流れって確か……。

　と。




「──私、ミナトさんのことが好きです！　なので私とお付き合いしてください！」




「……」

　そう……そうだ。

　これはココと初めて会った時と同じなのだ。

　ミナトとしても衝しよう撃げき的だったから、今でもよく覚えている。

　確かこの後は……。

「何言ってんだお前!?　冗じよう談だんでも笑えないぞ!?」

「冗談なんかじゃありません！　私、本当にミナトさんのことが大好きになっちゃったんですよぅ！」

「ちょっと待て!?　俺たちまだ出会って半日くらいしか経たってないんだぞ!?　そんないきなり大好きになったりはしないだろ!?　それこそ〝美人局つつもたせ〟みたいじゃねえか!?」

　そう、こんな感じだった気がする。

　あの時は過去の経験からか、ココのことをかなり疑ったはずだ。

「そんなことしません！　だって私──〝本気〟なんですから！」

「いや、しかしだな……」

「やっぱり〝お付き合い〟では信じてはいただけませんか？　──分かりました。じゃあ私──ミナトさんの〝お嫁よめさん〟になります！」

　そうだ。

　彼女の〝嫁ポジ〟は、この時が始まりだったんだよな。

「全然〝分かりました〟じゃないだろ!?　語るに落ちたんじゃないのか!?」

「そんなことありません！　ミナトさんが私を命いのち懸がけで助けてくれた時、私は王子さまが現れてくれたんじゃないかって、これが一目惚れなんだって、本当にそう思ったんです！　それにミナトさんは、その後も怯おびえる私を、ずっと元気づけようとしてくれたり、《採集》の楽しさを教えてくれたりしました！　私はずっと、そんなミナトさんの優やさしさに癒いやされていたんですぅ！」

「おい、やめろよ!?　改めてそう言われると、めちゃくちゃ恥はずかしくなってくるだろうが!?」

「じゃあＯＫしてくださいよぅ!?　ゲーム内での結けつ婚こんイベントなんて、よくあるお話じゃないですかぁ!?」

「だからなんでそういうことは覚えてるんだよ!?　つーか、今のお前はデスゲームになったことによる、〝吊つり橋効果〟みたいなやつに踊おどらされているだけだって!?　一時の感情に身を任せると後こう悔かいするぞ!?」

　そう、吊り橋効果だとずっと思っていたんだ。

　陰キャラの自分を本気で好きになるはずなどない、と。

　なのに……。

「でも私、本当にミナトさんのことが好きなんですぅ～！」

「落ち着けって!?　ほら、よく考えてみ？　俺なんかよりいい男なんて、この世界にはごまんといるんだぞ？」

　そう諭さとすと、ココは一転して表情を暗くした。

「……そう、ですよね。こんな地味で、自分のことすらろくに覚えていない私なんて、お嫁さんにしたくないですよね……」

「うっ……」

「いいんです……。気にしないでください……。きっと迷めい惑わくなんだろうなって、自分でも思っていましたから……」

「ぐぅ……っ」

「では、今までありがとうございました……」

　あの時同様、とぼとぼと肩かたを落として踵きびすを返していくココとマル子に、ミナトは頭をがしがし搔かきながら言った。




「──あーもう分かった分かった！　これからも一いつ緒しよに居てやるよ！」




「え、本当ですか!?」

　途と端たんにぱっと瞳ひとみを輝かがやかせ、やはりココは縮地ばりの速度で戻もどってきた後、すこぶる嬉しそうな顔で、丁てい寧ねいに頭を下げて言った。

「ではふつつか者ですが、これからも末永くよろしくお願いしますねっ」

「おう、こちらこそよろしくな」

　頭を上げたココとミナトの視線が重なり、揃そろってふっと笑えみがこぼれる。

　二人（＋マル子）以外には分からないことゆえ、正直、会場中の反応もぽかんといった感じだが、それでもこれはミナトにとって──いや、ココにとっても大事な思い出だったのだろう。

　だからこそこのシーンを選んでくれたんだと思う。

　だが彼女の告白は、これで終わりではなかったらしい。

「ねえ、ミナトさん」

「うん？」

　ふとココに呼ばれ、ミナトが小首を傾げていると、彼女はにこりと、思わず見ているこちらが微笑ほほえんでしまうような、そんな素す敵てきな笑顔でこう告げてきた。

「私、ミナトさんに会えて、そしてミナトさんとこうして一緒に居られて本当に幸せです。あの時も私はミナトさんのことが大好きでしたけれど、今ではもっともっとミナトさんのことが大好きになりました。だから今の私の素直な気持ちを聞いてください」

「お、おう」

　完全な不意打ちに、ミナトの挙動がおかしくなりつつあったが、ココは気にせず、彼の目を真まっ直すぐに見つめながら言った。




「──大好きです、ミナトさん」




「～～っ!?」

　その瞬間、かあっとミナトの顔が一瞬にして上気し、心臓の鼓こ動どうが爆ばく発はつ的なビートを刻む。

　な、なんだこれ……、とミナトが感じたことのない気持ちに胸むな元もとを鷲わし摑づかみにされ、もしかしてココのことを本気で好きになってしまったのではと焦しよう燥そうを隠かくせずにいると、




「──というわけで、そろそろこれにサインをお願いしますっ」




「……へっ？」

　ふいにココがマル子を頭に乗せた後、何やら一枚の紙を差し出してきた。

　微び妙みように嫌いやな予感がしつつも、これを見やれば、ミナトの目に、予想通りの三文字が飛び込んできた。




　──〝婚こん姻いん届とどけ〟。




「……」

　せっかくいい雰ふん囲い気きだったのになぁ……。

　ずーんっ、とミナトが白目をむいていると、ココは恥ずかしそうに身体からだをくねくねさせながら言った。

「あの運命の出会いから早三ヶ月──同どう棲せいを始めて二ヶ月近く経たちました。マイホームも建てましたし、このとおりお産後の準備も万ばん全ぜんです」

　そう言ってココが取り出したのは、可愛かわいい刺し繡しゆうがついた、数種類の〝ベビー服〟だった。

　どうやらこの衣い装しよう作り期間中、やたらと精を出していたのは、自分の衣装のためではなく、これらのベビー服をこさえるためだったらしい。

　え、何してんの……、と顔を引き攣つらせるミナトを華か麗れいにスルーし、ココは己おのがおもひでをつらつらと語る。

「それにしても思い出しちゃいますね。一緒にお風ふ呂ろに入ったり、一緒のお布ふ団とんで寝ねたり、一緒にお風呂に入ったりした時のことを」

「いや、何な故ぜお風呂が二回出てきた……」

　ミナトの突つっ込こみを気にも留めず、ココはぽわぽわと続ける。

「お風呂と言えば、覚えていますか？　《マイン》のお山で、私がモンスターに襲おそわれた際、ミナトさんはこう言ってくださいましたよね──〝お前がいなくなったら、俺は死んじゃう〟と」

「いや、言ってない言ってない。〝寂さびしい〟だ、〝寂しい〟」

　その頃ころ死ぬ死ぬ言ってたのは、むしろシーナの方だぞ。

「えへへ、私、あの時の言葉、凄すごく嬉うれしかったんですよ？　ああ、ミナトさんは私を必要としてくれるんだ。こんな記き憶おくのない私でも、ミナトさんのお側そばに居ていいんだって。そしてこのおリボンも、ミナトさんがプレゼントしてくれて──」

　と。




「──痛っ!?」




「……？」

　突とつ然ぜんココが頭を抱かかえ出し、ミナトもどうしたのかとその身を案じる。

「え……あれ？　今のって……」

「どうした？　頭が痛いのか？」

「え、えっと……だ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　ぐっと両手を胸の前で握にぎるココを、ミナトも心配そうに見つめていたのだが、

「それよりこのおリボンがですね──」

　というように、彼女は再び思い出話に花を咲さかせ始め、彼はやはりやれやれと肩を竦すくめていたのだった。




　　　　◇




　自身の番を終え、ミナトとともにステージを下りたココ（衣装一点、舞ぶ台たいセット四点）は、攻こう略りやく組の面々と一緒にいたヒノカたちと合流し、結果発表の時を今か今かと待ち侘わびていた。

　もっとも、先ほどココが行ったのは、ミナトとマル子くらいしか知らない秘密のシチュエーションゆえ、他の皆みんなからも、「てか、さっきのは何よ？」とか「うむ、完全に〝吊り橋効果〟だな。間ま違ちがいない」と言われたりしていたのだが。

「……」

　ともあれ、ココには一つ気がかりなことがあった。

　先ほどステージ上でふいに襲った頭痛と、それに伴ともなって浮うかび上がった情景だ。

　正直、未いまだにあれがどこかは分からないのだが、その中でココの声をした人物がこう言っていたのだ。




　──〝デスゲームと言っても、本当にそうするわけじゃないし……〟、と。




　ただの気のせいかもしれない。

　だがそんなことを言う人物など、ココは一人しか知らない。

　このゲームのメインシステムを作った天才プログラマーにして、記憶をなくしたココ本来の姿なのではと予想されていた少女であり、またデスゲームを引き起こした張本人──〝ゼロ〟だと言われている者。




　──〝綾あや瀬せ川がわここ〟。




　なお、タマネはこの〝綾瀬川ここ〟の同どう僚りようゆえ、容姿や声が瓜うり二ふたつのココを、彼女だと思い込み、デスゲームをやめさせるべく突っかかってきたのである。

　しかし様々な検証の結果、ココと綾瀬川ここには類似点こそ多々あれど、別人である可能性が高いという判断が下った。

　ココもそれに安あん堵どし、ミナトたちと一緒に居ていいのだと心から喜んだのだ。

　にもかかわらず、ココの脳のう裏りを過よぎったのは、その綾瀬川ここともとれるような記憶だった。




　──デスゲームと言っても、本当にそうするわけじゃない。




　その言葉が真実であるならば、〝デスゲームなど行われてはいない〟ということになる。

　つまり死んだとされるプレイヤーたちは、普ふ通つうに現実世界で生きており、ただこちらに戻ってこられないだけなのだと。

　それが本当なら、ココにとっても、こんなに喜ばしいことはない。

　今も死の恐きよう怖ふに怯おびえている皆を、その重圧から解き放ってあげることが出来るのだから。

　でも、もし違っていたら……。

「……っ」

　ココはやるせない思いで唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　──ダメだ。

　きちんと確証を得てからでないと、迂う闊かつなことは言えない。

　それでもし誰だれかが実行に移し、万が一にもココの想像を裏切る結果になってしまったのならば、二度と取り返しがつかないことになってしまうし、何よりココが本当に一度は否定されたはずの綾瀬川ここであったなら、その事実を知った時、果たしてミナトがどういう反応をするか……。




　──それが、怖こわい。




「うぅ……」

　考えただけで背筋が寒くなり、ココはぎゅっと瞳ひとみを閉じ、身体を震ふるわせる。

　が。




「──どうした？　結果が怖いのか？」




「あっ……」

　ふいに温かい感かん触しよくが頭頂部に広がり、ココは弱々しく瞳を開ける。

　真っ先にココの目に映ったのは、彼女の大好きな少年の顔だった。

　彼はいつもの、ココの見知る優やさしい微笑ほほえみで、彼女の頭を撫なでながら言った。

「まあどんな結果だったにせよ、お前もよく頑がん張ばったんだし、別に気にすることはないと思うぞ」

「え、えっと……」

　別にそれが怖かったわけではないのだが、彼の手から伝わる温ぬくもりがどうにも心ここ地ちよくて、ココも笑顔で頷うなずいてしまった。

「はい、ありがとうございますっ」

「おうっ」

　それに頷き返してくれたミナトの、その無む邪じや気きな笑顔に、ココの胸もほっこりと温かくなる。

　そうだ、難しく考えるのはやめよう。

　少なくとも、今のココは〝綾瀬川ここ〟ではないのだ。

　である以上、ココは〝ココ〟としての自分で在あればいい。

　そして今ここにいる〝ココ〟は、ミナトや他の皆と一いつ緒しよに、この綺き麗れいな世界でまったり過ごすことを決めたのだ。

　ならば迷うことはない。

　だってここにいる〝ココ〟は、

　ちょっとおちゃめでドジなところもあるけれど、

　ミナトのことが大好きな、




　──〝普通の女の子〟なのだから。




「お、おい、ココ!?　いきなりどうした!?」

「えへへ～♪　ミナトさ～ん♪」

　むぎゅっとミナトの腕うでにしがみついたココの身体からだは、もう少しも震えてはいなかったのだった。




　　　　◇




　長いようで短かった告白イベントも、ついに結果発表の時が訪おとずれる。

　この参加者たちの中で、もっともゴールド王を胸キュンさせたチームが、晴れて〝飛空艇てい〟を手に入れられるわけだが、果たしてどのチームがその栄えい冠かんに輝かがやくのか。

　現状、最有力候補は、ハルマ率いる攻略組チームであろう。

　さすがは攻略組と言ったところか。

　衣い装しよう、舞台セットともに満点の〝五点〟を獲かく得とくした上、ゴールド王を含ふくめた会場中の女子たちを、それはもう沸わきに沸かせたのだ。

　ゆえに、ほぼ彼らが優勝に違いないとは思うのだが、ヒノカも高評価だったし、演技点が公開されていない以上、もしかしたら、他のチームが優勝する場合だってある。

　その僅わずかな可能性を信じ、ミナトたちを含め、会場中の全員が固かた唾ずを吞のんで見守る中、ステージ上にとことことゴールド王が姿を現した。

「さて、待たせたのう。そしてご苦労であった。非常に見み応ごたえのあるシチュエーションの数々に、思わずわしも若かりし頃ころのことを思い出したものじゃ。こう見えても、昔のわしは長身のイケメンでのう。それはそれはおなごたちにモテたものじゃ」

『……』

　噓うそくせえ……、という会場中の視線などなんのその。

　王は一人むふふと思い出に浸ひたった後、参加者たちを見み渡わたして言った。

「ともあれ、どのチームも甲こう乙おつつけがたいキュンキュン度合いではあったが、その中でもとくにわしの胸を熱くさせた者がおるのも事実──約束通り、飛空艇はその者に授さずけたいと思う。彼かの者を選んだ理由は、とにかく〝多くの感情に富んでいた〟からじゃ。ただの演技ではなく、心の底からそれらの感情を発はつ露ろさせた彼の者は、まさに〝本日のベスト胸キュン〟と言っても過言ではないじゃろう」

　そこで王が言葉を止めると、ステージ以外の照明が落とされる。

　いよいよ優勝者が発表されるようだ。

「というわけで、発表させて貰もらう。本コンテストの優勝者は──」

　だららら、とドラムの音が響ひびき、スポットライトが会場中を行ったり来たりする。

　やはり大本命の攻こう略りやく組か、

　それとも大逆転でミナトたちか、

　はたまたまったく別のチームなのか、

『──』

　会場中が緊きん張ちように包まれる中、ついにその瞬しゆん間かんが訪れ、ぱっと優勝者にスポットライトが照らされたのだが、




「──ミナトくんじゃーっ！」




「……はっ？」

　何な故ぜかエントリーしてないミナトの名が呼ばれ、彼は一人どういうことなのと白目をむいていたのであった。










　四章　皆で倒そう！　大空の覇者







　そんなこんなで、図はからずも飛空艇を手に入れたミナトたちは、ゴールド王に案内され、宮きゆう殿でんの地下へと向けて階段を下りていた。

　道すがら、何故エントリーしていないミナトが選ばれたのか──その理由を彼に問うてみたところ、




「──いや、なんか大変そうじゃなぁって」




「え、そんな理由!?」

　存外大した理由ではなく、ミナトの顔はずーんっと土気色になっていた。

　これ、他の参加者たちが聞いたら暴動が起きるんじゃ……。

　が。

「別に理由なんてどうだっていいじゃない。それより不労所得よ、不労所得！　これで面めん倒どうな資金稼かせぎをしなくてもよくなるんだから、少しは嬉うれしそうにしなさいよね」

「まあ、どれだけの収入になるかは分からんが、確かにありがたい話ではあるな」

「ですね！　でもその前に、皆みなさんでお空のお散歩を楽しみましょうですぅ！」

「だね！　サラさんたちもいるし、皆でわいわいやろうよー！」

　女子たちにはすこぶる好評のようだったので、ならまあいいかとミナトも気持ちを入れ替かえることに。

　何はともあれ、せっかく手に入れた飛空艇である。

　ならばせいぜい有効に活用させて貰わねば。

　と。




「──ところで、本当に俺たちもついて来てよかったのかい？」




　ミナトたちの後ろにいたハルマが、そう改めて確かく認にんしてくる。

　そう、タマネが言ったように、この場にはミナトたち一行のほか、サラを含めた攻略組チームもまた一緒に来ていたのだ。

「ああ、もちろんだ。というか、むしろ来てくれないと申し訳が……」

　暗い顔で視線を逸そらすミナトの気持ちを慮おもんぱかってか、ハルマは爽さわやかに笑って言った。

「はは、別に俺たちは気にしていないから、そう気を遣つかわないでくれ。裁定者の王がそうだと判断した以上、〝君〟という存在に、何か心動かされるものがあったのだろうさ」

「……そう言ってくれると助かる。悪いな」

「ああ」

　互たがいに微笑み合った後、ミナトは「でも」と続ける。

「ついて来て貰った理由はそれだけじゃなくてな。もちろんサラさんが俺たちの大事な仲間だからだってこともあるんだが、それ以前に、この〝蒼そう穹きゆう層〟って場所には、何があるか分からないからな。戦せん闘とう経験豊富なあんたたちが居てくれた方が、何かと心強いと思ってさ」

「なるほど。そういうことなら、俺たちも遠えん慮りよなくご厚こう意いに甘えさせて貰うよ。その代わり、君たちの身の安全は、俺たちが必ず守ると約束しよう」

　そう真顔で頷うなずくハルマに、ミナトも口元を和やわらげて言う。

「おう、その時は頼たのむ。少しでもやばそうだったら、すぐに言ってくれ」

「ああ、了りよう解かいだ」

　そんなやり取りをしつつ、しばし階段を下ったミナトたちの眼前に、両開きの大きな扉とびらが姿を現す。

「ほいせっと」

　王が脇わきのレバーを引くと、扉はごごごと重苦しい音を響かせて開き、

『おお……』




　一同の目に──巨きよ大だいな船のシルエットが飛び込んできた。




　翼つばさの両側上に二つ、船せん尾びに一つ──計三つの大きなプロペラを搭とう載さいした、細長いフォルムが特とく徴ちようの船。

　いや、〝船〟と言うよりは、〝飛行機〟に近いかもしれない。

　事実、空を飛ぶものゆえ、飛行機というのはあながち間ま違ちがってはいないのだろうが、しかし飛行機ほど翼が大きくはなく、むしろプロペラ自体が翼の代わりになっている感じとでも言おうか。

　とにかく〝ロマン〟に溢あふれていたのである。

「す、凄すごいですぅ～！」

「わあ、何これー！　おっきいー！」

「ほら、あんまりはしゃがないの」

　きゃっきゃと子どものようにはしゃぐココとタマネを、ヒノカがそう窘たしなめるが、彼女の瞳ひとみも好こう奇き心しんに溢れているのが丸分かりだった。

　確かにこんな代しろ物ものを前にすれば、誰だれだって胸が躍おどるはずだ。

　もっと素す直なおに感情を出してもいいとは思うのだが、ハルマたちの手前、自重しているのだろう。

「これが飛空艇てい……」

「なるほど。思っていたよりも圧巻ね」

　かく言うハルマたちも、初めて目にする世界で唯ゆい一いつの船に、驚おどろきと興奮を隠かくせないようだった。




「じゃあ早さつ速そく試乗してみましょうか──この《ビューティフルヒノカ号》にね！」




　最中、当然のように胸を張るヒノカだが、もちろんそんな船名など認められないとばかりに、声を上げる者たちがいた。

「何を言ってるんですか!?　ミナトさんが手に入れたんですから、《らぶりーココミナト号》以外にあり得ないですよぅ!?」

「こらこら、君たち。冗じよう談だんは顔だけにしたまえよ。この船は《エターナルシーナト号》だぞ」

「えー、わたしは《ウルトラスーパースペシャルハイパータマネ号》がいいなー」

　互いに己おのが主張を曲げない女子たちに、ミナトもやれやれと小さな息を吐つく。

　すると、サラが人差し指を立てながら、にこやかにこう提案してきた。

「でしたら、何か皆さんに共通する単語とかはどうでしょうか？」

『……共通する単語？』

　揃そろって小首を傾かしげた後、ミナトたちは各おの々おの何か思い当たる単語がないかを模も索さくする。

　そして数秒後、一同はやはり口を揃えて言った。




『……オカメインコ？』




「え、えっと……」

　これにはさすがのサラも一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたようだったが、そこは年上の余よ裕ゆうか、彼女はぱんっと両手を叩たたいて言った。

　なお、〝オカメインコ〟とは、ミナトたちの住むマイホーム（デザインはココ）のことだったりする。

「では〝オカメ号〟で♪」

「お、《オカメ号》……？」

「いや、《オカメ号》って……」

「別にいいんじゃないかね？　私は嫌きらいではないがね」

「私もいいと思います！　オカメインコ可愛かわいいですし！」

「で、でもこれ全然オカメ要素がないけど……」

　そんなタマネの突つっ込こみに、ゴールド王は一つ頷いてから言った。

「ならば〝塗と装そう〟すればよかろう。そのくらいならおまけでしてやるぞぃ」

「え、本当ですか!?」

「うむ。《オカメ号》──大いに結構じゃ。二～三日ほど貰もらえれば、すぐにでも仕上げてみせよう」

「はい、是ぜ非ひ！」

　大きく頷くココに、ミナトたちも顔を見合わせ、仕方ないなとこれを了りよう承しようするのであった。




　そうして三日後。

　塗装が完了したという知らせを受け、再びゴールド王の宮殿を訪おとずれたミナトたちは、そのまま地下へと案内され、

「うおっ!?」「わあ！」「へえ」「うむ」「すっごーい！」「あら」「おお」「ふふ」

　ほぼ同じタイミングで驚きの声を上げた。

　何な故ぜなら彼らの眼前には、事前の要望通り、横を向いたオカメインコの姿があったからだ。

　船首を頭部として、チャームポイントのまん丸で真っ赤なほっぺも健在で、全体的に淡あわい黄色──いや、金色っぽく塗ぬり直されており、どこか神こう々ごうしささえ感じさせる出来であった。

　口を半開きにしているミナトたちに、ゴールド王は不敵な笑えみを浮うかべつつ、両りよう腕うでを大きく掲かかげて胸を張った。




「名付けて──〝ゴールデンオカメ号〟じゃ！」




『ご、《ゴールデンオカメ号》……っ!?』

　いや、名前変わっとるやんけ……。

　ただの《オカメ号》じゃなかったのか……、と一人脱だつ力りよくするミナトだったが、

「なんかゴージャスな響ひびきですよ、ミナトさん！」

「ふん、いいじゃない。まさにこのヒノカさまが乗るに値あたいする船名ね」

「ふむ、確かにおかめ顔のののか氏には相応ふさわしいかもしれんな」

「な、なんですって!?　あんただって人のことを言えた顔じゃないでしょ、このおたふく顔！」

「だ、誰がおたふく顔だ!?」

「こ、これが〝光の鷹たか〟……っ!?」

　というように、ミナト以外の女子たちはそこまで気にしていないどころか、むしろこの金ピカを気に入っているようだった。

　あと、鷹じゃなくてインコです。

「ふふ、なんだか可愛らしくていいですね」

「ああ。こういう〝遊び〟も必要だと思うし、俺もいいと思う」

「そうね。これはこれで女性受けしそうだし」

　さらに攻こう略りやく組チームにも好評のようだったので、ミナトとしても、だったらまあいいかという結論に達する。

　ともあれ、せっかく塗装もして貰ったので、ミナトたちはさっそくこれに乗り込んでみることにした。

「ココちゃん、探険しよ～！」

「はいですぅ！　あ、ヒノカさんたちもどうですか？」

「ええ、別にいいわよ」

「ふ、すまんが私はミナトと離はなれるわけには──って、おい、やめろ!?　わ、私はミナトの側にいないとぉ～!?」

「ささ、行きましょう！」

「ＧＯＧＯ～！」

「……」

　ココとタマネにがっつり両腕を拘こう束そくされ、シーナがずるずると船内に引きずられていく。

　その様子を呆あきれた眼まな差ざしで見つめていたミナトに、ゴールド王がこの《ゴールデンオカメ号》に関する簡単な説明をしてきた。

「さてさて、この船の使い方じゃが、基本的にはそこの操そう舵だ輪りんと、付近のレバーで全すべての操作が可能じゃ」

　王の指差した方を見やれば、歯車のような円形の操舵輪のほか、上じよう昇しようや下降など、いくつかのレバーが操縦席の近くに設置されていた。

　元来はもっと複雑な操縦機構なのであろうが、一応ゲームゆえ、色々と簡略化されているようだ。

　というより、どうやらこの飛空艇は、飛行船や船などとは違ちがい、自ら操縦するタイプのものらしい。

　いや、だが運賃がとれると言うくらいだし、もしかしたら所有者が使う時のみ自由航行が可能なのかもしれない。

　しかしどちらにせよ、ミナトたちはこれを自由に操あやつって、この無限に広がる大空を翔かけることが出来るのである。

「……っ」

　その事実が、試ためしに操舵輪を握にぎってみたミナトの胸を、なんとも言えない高こう揚よう感で満たしていった。

「ふふ、なんだか楽しそうですね、ミナトくん」

「あ、いえ……」

　たぶん顔に出てしまっていたのだろう。

　サラにそう微笑ほほえまれたミナトは、あははと赤い顔で頭を搔かいていた。

　と。




「──たっだいまー！」「──ただいまですぅ～！」




　船内を探たん索さくしていたタマネたちが戻もどってくる。

「うぅ……ミナトぉ～……」

「お、おう、どうした？」

　同時に、泣きながらシーナが〝定位置〟によじ上ってきて、ミナトはどうしたのかと問いかける。

　だがその問いに答えたのは、シーナではなく呆れ顔のヒノカだった。

「どうしたもこうしたもいつものことよ。あんたと離れると死にたくなるから嫌いやだーって駄だ々だをこねてただけ」

　まったく……、と肩かたを竦すくめて嘆たん息そくするヒノカだが、




「──何を言っているのかね？　まったく身に覚えがないな」




「いや、あんたねぇ……」

　けろりと元に戻ったシーナの姿に、この上なく胡う乱ろんな視線を向けていた。

「ねえねえ、ミナトさん！　下の食料庫に、美お味いしそうな食材がいっぱい積んでありましたよ！」

「お、そうなのか」

　最中、テンションが上がってうきうきのココが、そう瞳ひとみを輝かがやかせてくる。

　見た目は金色のオカメインコだが、一応客船のようなものだし、客室や食堂など、一通りのものが揃そろっているのだろう。

「うむ、食材もサービスじゃ。この船は自動操縦も可能じゃし、空の散歩でも楽しみつつ、甲かん板ぱんで食事をするのもよかろう」

「甲板でのお食事……っ！」

　じゅるり、と溢あふれるよだれを拭ぬぐった後、ココは先ほどよりも一層好こう奇き心しんに満ちた顔で言った。

「そうと決まれば、さっそく出発しましょう！　お食事が私たちを待っていますしね！」

「いや、お食事って……」

　そこはまだ見ぬ蒼そう穹きゆうの方に興味を示して欲しいものだが、実にココらしいというかなんというか……。

「でも……そうだな」

　早く空を駆けたいのはミナトも同じゆえ、彼はココをはじめとした、甲板上の全員に向けて告げる。




「じゃあ──行くかっ！」




『──』

　全員が頷うなずく中、ゴールド王が出発前最後の注意事じ項こうを告げてくる。

「よし、ではわしは王宮に戻るので、適当に空の旅でも楽しんできんしゃい。ただ他の場所で降りても構わんが、誰だれかに船を貸すのであれば、このドックに戻ってくる必要があるゆえ、そこは注意するようにのう」

「おう、了りよう解かいだ」

「あとは……そうじゃのう。わしはまだ見たことがないのじゃが、この蒼穹層には、六枚の翼つばさを持つ空の王──〝ギガスオーガン〟がおるという話じゃ。暇ひまなら探してみるのもよかろうて」

「いや、さすがにそれはいいかな……」

　見つけた瞬しゆん間かん、ほぼ確実に殺されそうだし……。

「ほっほっほっ、そうかそうか。まあ気をつけてのう」

　そう鷹おう揚ように笑い、ゴールド王はとことことタラップを下りていく。

　王がドックの床ゆかに到とう達たつしたことを確かく認にんしたミナトは、操舵輪を握り、プロペラを始動させた。

　──ごごうっ！

　その瞬間、船体が少し浮き、倒たおしたレバーの角度によって、徐じよ々じよに船体が前方へと進んでいった。

「う、動いてますよ、ミナトさん！」

「お、おう！　動いてるな！」

「っていうか、今さらだけど、これって初心者が動かしていいものなの!?」

「わ、分からん！　でも動いてるぞ!?」

「ところで、行きはいいかもしれんが、これはどうやってドックに入れるのかね？」

「え、今それ言うの!?　もう動いてるんだぞ!?」

「あ、ドック出たよー」

「ひぃ～!?」

　確かに冷静になって考えてみれば、いくら簡易的になったとはいえ、操縦に関してミナトは〝ド〟のつく素人しろうとなのである。

　にもかかわらず、シーナにも言われたように、上う手まくドックに入れられるかも分からないまま出航してしまったわけだが、一体この後どうすればよいのか。

　勢いって怖こわい!?　と半泣きになるミナトだったが、




「──おお……」




　その杞き憂ゆうは本当に僅わずかのことだった。

　速度を上げるにつれ、冷れい涼りようで新しん鮮せんな風が頰ほおを撫なで始め、どこまでも続く蒼の大海うな原ばらが、ミナトの不安を一気に置き去りにしていったからだ。

『……』

　それは他の皆みんなも同じだったらしく、一様に両目を見開き、眼前の光景に見入っているようだった。

「す、凄すごいです、ミナトさぁ～ん！」

「お、おう！　よく分からんが凄いのは確かだ！」

　爛らん々らんと瞳を輝かせてはしゃぐココに、ミナトも辿たど々たどしく頷く。

　やってみれば意外と簡単なもので、徐々に船の操縦にも慣れてきたミナトは、上下左右、色々と舵を切ってみることに。

「へえ、意外といいじゃない。今度から〝キャプテン・ヒノカ〟とでも名乗ろうかしら」

「ふむ、ならば私は下したっ端ぱの海かい賊ぞくでもやるとしよう」

「あら、珍めずらしく殊しゆ勝しような心がけじゃない。でもそういうのは大事よ。ご褒ほう美びに靴くつ磨みがきくらいにはしてあげようかしら」

　おーっほっほっほっ！　と高笑いを響ひびかせるヒノカをじっと見つめた後、シーナは電話をかけるような仕草をしながら言った。

「あ、もしもし病院ですか？　ちょっと危ない人がいまして」

「ちょ、誰が危ない人よ!?　あたしは正常だってーの!?」

　──ちらっ。

「あ、はい。〝性異常〟だと自己申告を……」
















「ちっがーう!?」

　ムキーッ、と荒あれ狂くるう猿さるのような顔で地じ団だん駄だを踏ふむヒノカに、ミナトたちもやれやれと嘆息していたのだが、




「──あ、見てください！　あそこに〝滝たき〟がありますよ！」




　というココの言葉に、一同の意識がぐいっと持っていかれる。

　見れば、ココの指差す先に一つの浮ふ遊ゆう島が飛んでおり、その端はしから、滝のように水が流れ落ちていたのだ。

「すっごーい！　あ、あそこに鳥さんもいるよー！」

「わあ、可愛かわいいですぅ！　ほら、あそこの二羽、まるで私とミナトさんみたいにラヴラヴですよぅ！」

「ほう？　ところでどちらが君なのかね？」

「もちろんあの器量よしな右側で──って、なんで弓で射ようとしてるんですかぁ～!?」

　真顔でショートボウを構えるシーナに、ココが両目を〝[image: かお]〟にして抗こう議ぎする。

　すると、シーナはやはり表情を一いつ切さい変えず、淡たん々たんと答えた。

「いや、急に焼き鳥が食いたくなってな？」

「ひ、酷ひどいですぅ～!?　せめてマル子で我が慢まんしてくださ～い～!?」

　──ぶにゅっ。

「……おい」

『キュ～ッ!?』

「あいつも大変だな……」

　シーナのほっぺたに押しつけられているマル子に、ミナトが哀あわれみの目を向けていると、

「……おっ？」

　ふいに甲板の端に一人で佇たたずんでいたヒノカの姿が目に入った。

　こういう場合、いつもなら下界を見下ろし、「まるで人がゴミのようだわ！」とか「崇あがめなさい、この豚ぶたども！」とでも言いそうなところだが、今日はやけに大人しいようだ。

　何か考え事でもしているのだろうかとしばし見守っていると、彼女は憂うれいを帯びた表情で、小さく嘆息しながら言った。




「……やっぱりアイドルって、ファンの手の届かないところに行ってしまうのね」




「……」

　何言ってるんだろう、あの子……。

　いや、まあ相変わらずのようで安心はしたのだが……。

「でもあれだな。皆楽しんでいるようでよかった」

　最中、改めて甲板上にいる皆を見回したミナトは、そう口元を綻ほころばせる。

　確かに判定はあれだったが、コンテスト自体は準備も含ふくめて楽しかったし、今もこうして皆が笑え顔がおでいてくれるのだ。

　その姿を見られただけでも、この飛空艇てい──《ゴールデンオカメ号》を手に入れた甲か斐いがあるというものだろう。

　うんうん、とミナトが一人感かん慨がいにふけっていると、




「──ねえねえ、なんか赤いのが近づいてくるよー？」




「うん？」

　ふとタマネがそんなことを言いながら、遥はるか上空を指差し始める。

　今度はなんだとミナトが訝いぶかしげにそちらを見やれば、




　──六枚羽の飛ひ龍りゆう型モンスターが、真まっ直すぐこちらへと向かってきていた。




「ほげえええええええええええええええええええええええええええええええええっっ!?」

　当然、ずんむりと両目が飛び出しそうになるミナトに釣つられ、

「何よ、いきなり馬ば鹿かみたいに騒さわいじゃってへえええええええええええええええっっ!?」

「なんだね、騒そう々ぞうしい。せっかくのいい雰ふん囲い気きがっはああああああああああああっっ!?」

「もう皆みなさん揃そろってどうしひぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

　女子たちが次々に大絶ぜつ叫きようしていく。

　一人タマネだけは、「え？　え？　どうしたの？」と事態の重大さが分かっていないようだったので、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやれば、

「え、えええええええええええええええええええええええええええええええええっっ!?」

　ががーんっ、と面おも白しろい顔になっていた。

　ともあれ、今はタマネの顔芸を楽しんでいる場合ではない。

　十中八九、あのモンスターはゴールド王の言った空の王──〝ギガスオーガン〟であろう。

　何な故ぜこのタイミングで現れちゃったのー!?　と真っ青な顔で、ミナトは〝前進〟のレバーを全開にする。

『グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　だが当然のごとく、ギガスオーガンはその六枚羽を羽ばたかせ、彼らの後を追い始めた。

『ガアッ！』

　──ごうっ！

「ミナトさん、火の玉ですぅ～!?」

「ひぃ～!?　皆みんな摑つかまれ～!?」

『うわああああああああああああああああああっ!?』

　とにかく舵かじを右に左に全力で回し、襲おそいくる火球を避よけ続ける。

「くっ、これは……っ!?」

　さすがにこの状じよう況きようでは、攻こう略りやく組のエースたるハルマでもどうすることも出来ず、彼は一人悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめていた。

「とりあえずやれることをしましょう！　遠えん距きよ離り攻こう撃げきが出来る人は、なんでもいいから攻撃して！　何もしないよりはマシなはずよ！」

「は、はいぃ～!?」「う、うむ、了りよう解かいした！」

　シズカの指示に従い、ココとシーナがギガスオーガンに向けて銃じゆう弾だんと矢を放つ。

　しかしやつの俊しゆん敏びん性は彼女らの想像以上で、攻撃をほとんど躱かわされるどころか、そもそも戦せん闘とう用に特化した装備ではない（ココに至っては長ネギ）ため、当たってもまったくダメージを与あたえられてはいなかった。

「ちっ、焼け石に水ね……っ。状態異常系の攻撃も普ふ通つうに躱されるし……っ」

　びゅっ、と麻ま痺ひ効果のある矢をシズカが放つも、ギガスオーガンは難なくそれを避ける。




　まるでそれが──〝そういうもの〟だとはじめから分かっていたかのように。




「いやぁ～!?　死にたくないぃ～!?」

　それはヒノカの《魔ま女じよシリーズ》も同様で、ぽいぽいと躍やつ起きになって投げ続けていたこれを、ギガスオーガンは器用に身体からだを捻ひねり、当たる寸前で全すべて躱していた。

「み、みみミナトく～ん!?　ゴールド王のところに帰ろうよぉ～!?」

「いや、ダメだ！　今戻もどったら、《神の園その》に来ているプレイヤーたちが巻き添ぞえになっちまう！」

「そ、そそそんなこと言ったってぇ～!?」

　泣きながらミナトの腰こし元もとにしがみついてくるタマネを、なんとか落ち着かせたいと思うも、今は操舵輪から手を放すわけにはいかず、ミナトは歯は嚙がみする。

　どこか他の浮遊島にでも逃にげ延のびられればとも思ったが、あいにく他の島は一つも視し認にん出来ず……。

『グガアッ！』

　──どんっ！

『うわあああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　ついにギガスオーガンの体当たりが、《ゴールデンオカメ号》を激しく揺ゆらした。

「ひえ～!?　──あいたっ!?」

　衝しよう撃げきでタマネがミナトの腰元を離れ、ころころと甲かん板ぱん上を転がっていき、壁かべに頭をぶつける。

「あらあら、どうしましょう……」

　その隣となりには、ぺたりと座り込んでしまっているサラの姿もあり、さすがに顔色を曇くもらせているようだった。

『ガアッ！』

「きゃあっ!?」

「この、させるかっ！」

　最中、再び体当たりを仕し掛かけてきたギガスオーガンの尾おが、甲板上のシズカを捉とらえかけるも、すんでのところでハルマが庇かばいに入る。

　──がんっ！

「ぐあっ!?」

「ハルマ!?」

　が、いくらハルマが現状最高の装備を身につけているとはいえ、相手は新フィールドのボスたるモンスターの上、この体格差だ。

　大たい剣けんのガードごと勢いよく弾はじかれたハルマの身体は、まるで重力など関係ないかのごとく飛び、




「あいたたた……うん？　──ぎゅへえっ!?」




　そのままタマネをクッションにして、壁に叩たたきつけられた。

「す、すまない、タマネ!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あ、あいむおーけー……ぐふっ」

　ぽてり、と白目をむいているタマネを、ハルマも心配そうに見つめていたのだが、

『グオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

「くっ、悪いが彼女のことを頼たのめるだろうか？」

「ええ、もちろんです。タマネちゃんは私が責任を持って介かい抱ほういたしますので」

「ありがとう。では頼む！」

　ギガスオーガンは今まさに船に迫せまっており、タマネのことはサラに任せ、ハルマは回復薬を飲みつつ、再度やつのもとへと赴おもむく。

「ハルマ、身体は大丈夫なの!?」

　シズカがほっとしつつも驚おどろいたように問うと、ハルマは大きく頷うなずいて言った。

「ああ、問題ない。しっかり回復もしたから、ライフも全快だ」

「その、ごめんなさい……。私のせいで……」

「いや、気にすることはない。君が無事だっただけで十分だ」

「……ありがとう」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだシズカに、ハルマも頷き返し、「それより」と声を張り上げる。

「皆みんな、やつの攻撃には十分気をつけるんだ！　大おお盾たて組がいない以上、万が一の場合は俺が受け止めるが、俺でさえガードしてもライフを半分以上持っていかれるほどの一撃だ！　まともに食らえば死ぬぞ！」

「ええ、分かったわ！　聞いたわね、三人とも！」

「は、はいですぅ～!?」「う、うむ」

「き、聞いたけどどうすればいいのよぉ～!?（ぽいぽい）」

『グアガッ！』

「来たぞ！　皆、体勢を低くしろ！」

「「「「──っ!?」」」」

　ハルマの指示に従い、女子たちは一いつ斉せいに頭を下げる。

　──ぶおんっ！

『ぐう……っ』

　横を通り過ぎただけなのだが、風圧で船体は大きく揺れ、至るところから軋きしみ音が鳴り響ひびく。

「シズカ、〝煙えん幕まく〟を！」

「ええ！」

　ギガスオーガンが船体から離れた瞬しゆん間かん、シズカが〝煙幕〟を張って時間を稼かせごうとするが、




『──ガアッ！』




　ごうっ！　とやつは身体を捻り、その六枚の翼つばさから竜たつ巻まき並みの暴風を巻き起こして、これを一瞬で霧む散さんさせた。

「そんな!?」

　あまりに非常識な光景に、シズカがぎょっと目を見開いていると、




『──グガウッ！』




　──どごんっ！

『うわあああああああああああああああああああっ!?』

　強きよう烈れつな体当たりが、船を大きく傾かたむけさせた。

「ひゃわっ!?」

　最中、衝撃でココの身体がふわりと宙を舞まう。

「ココ!?　──悪い、ヒノカ！　操縦頼む！」

「ええっ!?　なんであたしなのよぉ～!?」

　慌あわててココを助けに駆かけたミナトの代わりに、涙なみだ目めのヒノカが操舵輪を握にぎる。

　だが操縦は今までミナトが行っていたため、ヒノカに出来るのは、せいぜい左右に舵を切ることくらいであった。

「うわぁ～ん!?　これで死んだら化けて出てやるんだからぁ～!?」

『グオウッ！　グアアッ！』

　が、それが功を奏したのか、ヒノカの無茶苦茶な操縦に、ギガスオーガンも戸と惑まどっている様子だった。

「ココ！」

「きゃふぅ!?」

　一方、ミナトはなんとかココの腰元に飛びつき、彼女を甲板上に引き戻すことに成功したのだが、

「ふえぇ～!?　怖こわかったですぅ～!?」

「わ、分かった!?　分かったから落ち着け!?」

　ココはぎゅっとミナトを胸に抱だき、その柔やわらかな膨ふくらみを、力の限り押しつけてきており、彼もどうしたものかと手をこまねく。

　しかしこのままでは、いずれ船が壊こわされ、ミナトたちも空中へと投げ出されてしまうことだろう。

　そうなったら最後──地上に激げき突とつするにせよ、ギガスオーガンに食われるにせよ、待っているのは確実な〝死〟だけである。

　戦闘経験豊富なハルマとシズカがいてもなお、この絶体絶命な状じよう況きようなのだ。

　現状、打てる手は全て打ったし、これ以上の手立ては思いつかない。

　つまり──。

『──』




　一同の間に漂ただようのは──〝諦あきらめ〟の様相だった。




「……」

　皆、今も必死になって頑がん張ばってくれてはいるが、ミナトの目には、その誰だれもが〝諦め〟の感情を抱いだきつつあるように見えたのである。

　だがそれも当然であろう。

　この絶望的な状況の中、まったく希望の光が見えないのだ。

　かく言うミナトだって、ココの胸に抱かれながら、このまま瞳ひとみを閉じてしまいたいとさえ思っていた。

　と。




「……ねえ、ミナトさん」




　ふいにココの声が耳に届き、ミナトは閉じかけていた瞳を開ける。

　すると、彼女はこの状況にもかかわらず、至し極ごく穏おだやかな声こわ音ねで言った。

「……私、ミナトさんと一いつ緒しよなら怖くないです」

「……そっか」

「はい。それに、なんだかここで死んでも、ちゃんと向こうの世界で会えるような気がするんです」

「……」

　向こうの世界で会える、か……。

「そう、なったらいいな……」

「ふふ、きっと大丈夫です。私、そう信じていますから」

　優やさしく頭を撫なでてくれるココのおかげか、ミナトの心に広がるのは、ただただ安あん堵どの思いだけだった。

　こんな時におかしいと思うのだが、怖いとか、そういう感情は一いつ切さいなかったのだ。

　きっとこれが、母の胸に抱かれる赤子の気持ちなのだろう。

　なんだかんだ言いつつも、ココは母性に溢あふれた優しい女の子で、今もミナトに一いち途ずな想おもいを寄せ続けてくれている。

　そんな彼女の胸に抱かれて死ねるのなら……まあ、いいかもしれないな……。

　と、ミナトが再び瞳を閉じようとしていた時のことだ。




「──でも私、それと同じくらい信じていることがあるんです」




「……？」

　ふとココがそんなことを言い出し、ミナトの瞳が微かすかに開く。

　すると、彼女は本当にそうだと信じ切っているであろう、落ち着いた声で、真まっ直すぐにこう言った。

「──ミナトさんなら、たとえどんな状況でも、絶対に皆みなさんを助けてくれるって」



















「……」

　ゆっくりと上体を起こしたミナトに、ココは恥はずかしそうな、それでいてどこか嬉うれしそうに微笑ほほえんで言った。




「えへへ、恥ずかしいですけど、私はそう信じているんです。だって私は──ミナトさんのことが大好きですから♪」




「──」

　そう、だよな。

　そんな顔で笑われたら、




　──意地でも気張らないわけにはいかないよな。




「……ミナトさん？」

　無言で立ち上がったミナトを、ココが不思議そうな顔で見上げてくる中、彼はくしゃりとその小さな頭を撫でて言った。




「──おう、俺も大好きだよ」




「えっ？」

　啞あ然ぜんとするココを差し置き、ミナトは「よっしゃ！」と両頰ほおを叩たたいて気合いを入れ直し、ぐっと拳こぶしを握る。

「そうと決まれば話は簡単だ。それだけ期待されてるんなら、いっちょやってやろうじゃねえか。否いやが応でもあのトカゲ野や郎ろうに一発ぶちかましてやる！」

「あ、あの、ミナトさん……」

「うん？　どうした？」

　最中、ココに呼ばれ、ミナトが振ふり返ると、彼女はもじもじと両手の人差し指同士をくっつけたり離はなしたりしていた。

「え、えっと、今私のことを〝大好き〟って……」

「おう、大好きだぞ」

「！」

　途と端たんにぱあっと顔を明るくさせるココだったが、




「──皆みんな、俺の大事な仲間だからな！」




「……」

　次の瞬しゆん間かんには、何な故ぜかずーんっと落ち込んだように体育座りし始め、

「……あれ？　おい、どうした？　おーい、ココー？　おーい？」

　しばしそのまま、返事もまともにしてくれなかったのだった。




「──すまん、皆の持ってるコスプレ衣い装しようなんかを、全部俺にくれ！」

『……はあ？』

　いきなりそんなことを言い出したミナトに、当然、一同は頭大だい丈じよう夫ぶかみたいな視線を向けてくる。

「え、まさか匂においを嗅かぐつもりじゃないでしょうね……」

　これにはさすがのヒノカも冷静さを取り戻もどすほどドン引きしたらしく、心底軽けい蔑べつしたようなジト目を向けてきた。

「ち、ちげえよ!?　ちゃんと考えがあるんだって!?」

「ふーん」

「と、とにかく頼たのむ！　もしかしたら、この状況をなんとか出来るかもしれないんだ！」

『──っ!?』

　ミナトの言葉に、一同は驚おどろいたように目を丸くし、ハルマが「ほ、本当に策があるのか!?」と眉まゆをハの字にしながら確かく認にんしてきた。

「ああ！　でも成功するかどうかは分からん！　あと、あんたにも命を懸かけて貰もらうことになるが、それでもいいなら協力してくれ！」

「……それで皆が助かるんだな？」

「たぶんな！」

「──分かった。俺は何をすればいい？」

　力強く頷うなずいてくれたハルマに、ミナトは不敵に笑いながら言った。

「よし、ならそっちの衣装を受けとってから、俺についてきてくれ！　あと、タマネとサラさんも頼む！」

「うん、分かった！」「はい、承知しました」

「んで、ココにシーナ、シズカさんはそのまま攻こう撃げきを続けてくれ！　でも無理はしないように！」

「はいです！」「仕方あるまい」「ええ、了りよう解かいよ」

「そしてヒノカは……健けん闘とうを祈いのる！（ぐっ）」

「〝ぐっ〟じゃないわよ!?　どうなっても知らないからね!?」

「大丈夫だ！　お前は出来るやつだからな！」

　再び親指を立ててやれば、ヒノカはほのかに顔を紅潮させながら、「あーもう！」と眉まゆ毛げをＶの字にして言った。

「ならやってやろうじゃない！　ヒノカさまの超ちよう絶ぜつライドテクを見せてやるわ！」

「おう、その調子だ！　じゃあ悪いが衣装を貰うぞ！」

　と。

「っていうか、本当に匂い目的じゃないでしょうね？」

「だから嗅がねえって!?」

　ずびしっ、とミナトは虚こ空くうに強きよう烈れつな突つっ込こみを入れたのだった。




　皆から様々な衣装を受けとりつつ、ミナトは三人を連れ、食料庫へと向かう。

「おお、こりゃ大量だな」

　そこには、穀物類などが入った巨きよ大だいな樽たるに積まれた様々な食材がこれでもかと鎮ちん座ざしていた。

「で、これからどうするんだ？」

「ああ、まずは……この大樽がいいな。こいつの中身を全部出してくれ。必要なのは樽の方だからな。これはあんたとタマネで頼む」

「了解だ」「うん、分かった」

「んで、サラさんはこの中から、なるべく肉や魚なんかを探して、ここら辺にまとめてください」

「ええ、分かりましたわ」

「よし、じゃあ俺はそれを……」

　サラが取り出した燻くん製せい肉などを、ミナトは《ＤＩＹ》で紐ひもに括くくりつけていく。

「あ、こっち全部出したよー」

「おう、さんきゅー。ならその中に、なるべく匂いの強い食材を入れていってくれ。あ、それと──」

　と、タマネにあることを頼むと、彼女は「ええっ!?　これ入れちゃうの!?」とかなり驚いているようだった。

「悪いな。また買ってやるからさ」

「うん、まあいいけど……」

　しぶしぶ〝それ〟を大樽の中に入れたタマネは、ミナトに言われたように、〝ニンニンニク〟など、なるべく匂いの強い食材を、どんどんこの中に入れていく。

　同時に、ミナトは先ほどの燻製肉などで、ぐるりと大樽の周囲を覆おおい、まるで大きな肉の塊かたまりがそこにあるかのような代しろ物ものを作り出す。

「ま、まさかこれを……？」

「おう、そのまさかだ。でも本命はこっちなんだけどな」

　タマネの問いに頷いた後、ミナトは皆から譲ゆずり受けたコスプレ衣装を、しっかりとパッシブ用のレンチ──《エクスカリパナ》で繫つなぎ合わせていく。

　何故レンチで切ったり結べたりが出来るのか──それは以前にもココに問われたことがあったのだが、出来ればそこは突っ込まないで貰えるとありがたい。

「ねえねえ、前から思ってたんだけど、どうしてレンチで」

「シャラップ！」

「ひいっ!?」

　突っ込まないで貰いたい。




　一通りの準備を終えたミナトたちは、大樽を台車で甲かん板ぱんへと運ぶ。

「あ、ミナトさーん！」

　すると、ココがこちらに気づいたようで、手を振りながら声をかけてきたのだが、




「──って、なんで泣いてるんですか、タマちゃんさん!?」




　ミナトの側そばでしくしく涙なみだを流していたタマネに、びくっと肩かたを震ふるわせていた。

「うぅ、ミナトくんに怒おこられたぁ～……」

「だから悪かったって……。俺はただ《ＤＩＹ》にレンチが必要なのは、そういう仕様なんだと空気を読んで貰いたかっただけで……」

「ぐすっ……じゃあ頭撫なでて～……」

「分かった分かった」

　なでなでと要望通りに頭を撫でてやれば、タマネは一転して嬉しそうに「えへへ～♪」と頰を緩ゆるませていた。

　と。

「ちょっと何イチャついてんのよ!?　こっちの状じよう況きよう分かってんの!?」

「「ご、ごめんなさい……」」

　ヒノカにしこたま怒ど鳴なられ、ミナトたちは揃そろって小さくなる。

　だが用意は万ばん全ぜんゆえ、ミナトは気を取り直して皆に告げた。

「と、とにかく準備は出来たから、後は実行に移すだけだ」

「それで、あなたの策というのは、一体なんなのかしら？」

「ああ。それはな──」

　そこで言葉を区切ったミナトは、近くにあった大樽を手で叩きながら言った。




「──こいつを食わせている隙すきに、野郎の顔面に一発ぶちかますんだ！」




『──なっ!?』

　当然、それを聞いた甲板班の一同は、どういうことかと目を丸くするが、ミナトは気にせず続ける。

「こいつはもう賭かけだ。この樽ごと俺らで突っ込んで、やつの大顎あごを封ふうじているうちに、どちらかの目玉に一撃を入れる。そうすりゃさすがのあいつでも、少しの間は悶もん絶ぜつしているはずだから、その隙に俺らを回収しつつ、ゴールド王の宮きゆう殿でんに戻る。それで万事解決ってわけだ」

「いや、わけだって……。それに〝俺ら〟ってことは、まさかあなたもこの策に？」

　シズカに問われたハルマは、「ああ」と頷いて言った。

「この策は、俺と彼の連れん携けいなくしては成功しない。ならば俺は、たとえ可能性が低くとも、策がある以上、それに懸けてみたいと思った」

「で、でも……」

「心配するな。何も俺たちは死にに行くわけじゃない。だろう？」

「ああ。俺たちは生きるために行くんだ。それに、ちゃんと助かるよう〝用意〟もある。まあ、きちんと機能するかどうかは、正直、運次し第だいだけどな」

　あはは、と苦笑いを浮うかべるミナトに、ヒノカは至し極ごく真しん剣けんな表情で問うてきた。

「本気ってことでいいのね？」

「おうっ」

　即そく答とう。

　それを確認したヒノカは、やれやれと肩を竦すくめて言った。

「あっそう。なら必ず回収してあげるから、せいぜい気張りなさいな」

「おう、頼むぜ」

　にっと歯を見せてミナトが親指を立てていると、

「おっ？」

　シーナが珍めずらしく背の翼つばさですいーっと飛び、〝定位置〟に着地してくる。

「なるほど、君の決意は理解した。ならば私も活力を分けてやらんとな」

　ふう……、と一息吐つくシーナに、ミナトはジト目を向けながら言った。

「いや、お前が落ち着いてどうする……」

「まあそう言わないでくれたまえ。君もこうやって私の温ぬくもりを感じられて、それはそれは幸せな気分だろう？」

「まあ……おう」

　確かに柔やわらかいし、これはこれでなんとも心ここ地ちがいいのは事実である。

　ぐぬぬとミナトが複雑な思いでいると、




「……死んだら許さないからな」




「……」

　ぼそり、とシーナがそう呟つぶやき、ミナトは自身の頭を抱かかえている彼女の頭を、そっと撫でてやった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。言っただろ？　ちゃんと助かるような準備があるって。第一、せっかく飛空艇ていまで手に入れたのに、むざむざ死んでたまるかっての」

「……《ゴールデンオカメ号》」

「……《ゴールデンオカメ号》まで手に入れたのに──って、なんで言い直させたんだよ……」

　はあ……、と肩を落とすミナトに、シーナはごしごしと目元の涙を拭ぬぐってから言った。

「とにかく約束だ。必ず帰って、私にただいまのちゅーをすること。分かったな？」

「え、えぇ……」

　それは分かっちゃダメなやつなんじゃ……。

「分・か・っ・た・な・？」

「お、おう……」

　有う無むを言わせないシーナの圧に、堪たまらずミナトも頷うなずいてしまう。

「うむ、ではまた後でな」

　それに気をよくしたらしいシーナは、再びすーっと持ち場に戻もどっていった。

「……はあ」

　がっくりと脱だつ力りよくするミナトの前に、最後の砦とりでことココがやってくる。

　だが彼女は、いつものように抱だきついてきたりなどはせず、ただ一言、ぐっと両拳こぶしを胸の前で握にぎりながら言った。




「──ミナトさん、帰ってきたら結けつ婚こんしましょうね！」




「……」

　いや、さらりとフラグを立てるな。




　ともあれ、ついにミナトたちは運命の時を迎むかえる。

　これ以上、攻こう撃げきを受ければ、どのみち船の墜つい落らくは免まぬかれない。

　チャンスは一度。

　船の上じよう昇しようと同時に、大おお樽だるごとギガスオーガンのもとへ飛び、これを食わせている隙に眼球に一撃後、離り脱だつして船に回収──《神の園その》のドックへと戻る。

　ただそれだけのことだ。

　信じろ──必ず成功すると。

「「──」」

　数度深呼吸した後、ミナトはハルマと視線を交かわし、互たがいに頷き合う。

　後は合図とともに上昇──船体にロープで固定されている大樽ごと飛び出すだけだ。

　ここまで来たら、もうやるしかない。

　皆みんなとの楽しい時間を取り戻すためにも──必ず成功させてやる！

「よし、行くぞ！」

『──っ！』

　合図と同時にヒノカが〝上昇〟のレバーを倒たおせば、ぐいんっと船が傾かたむき、Ｇが一同を甲板へと押さえつけてきた。

『グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　すかさずギガスオーガンも翼を羽ばたかせ、船の後を追ってくる。

「行くぞ！」

「ああ！」

　今だ！　とミナトたちが拘こう束そく用のロープを切ると、大樽がギガスオーガンに向かって投げ出され、これを摑つかんでいたミナトたちもまた、一いつ緒しよに宙を舞まう。

「おらああああああああああああっ！　食いやがれえええええええええええええっ！」

　アドレナリン全開でギガスオーガンへと突とつ撃げきした二人だったが、




『──グオアアッ！』




「うおっ!?　やっぱりか!?」「──なっ!?」

　事はそう上う手まくは運ばず、やつは大樽を食らわずに、火球でこれを撃うち落としにきた。

　──どばんっ！

　命中。

　木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った大樽の破は片へんが、無残にも辺りに散乱する。

　が。




『──ガアッ!?　──グゴオッ!?』




　煙けむりの中から現れた〝黄金の巨きよ大だいハンマー〟が、そのままギガスオーガンのもとへと飛び、がら空きだったやつの口内へと、吸い込まれるように突つっ込こまれていった。




「──はっはーっ！　引っかかったな、この野や郎ろう！」




　その後方で高笑いを響ひびかせるのは、もちろんミナトである。

　見れば、やつの口に突っ込まれているハンマーの、石いし突づき部分から伸のびた〝鎖くさり〟が、彼の腹部に巻きついており、爆ばく発はつの瞬しゆん間かん、大樽から手を離はなすことで、これを回かい避ひしていたのだ。

　もちろん大樽を食うことに越こしたことはなかったのだが、やつはシズカたちの放った状態異常系の攻撃などを、そういうものだと認にん識しきして回避し続けていた。

　恐おそらくかなりの知能があるのだろう。

　ゆえに、やつは大樽を食わず、これを破は壊かいする方を選んだ。

　避よける可能性も考えてはいたが、ミナトたちが側そばにいる以上、その可能性は限りなく低いと思っていた。

　何せ、知能があるのなら、ミナトたちを逃にがすことなどしないだろうからだ。

　逃がさず、さりとて大樽を回避する方法となれば、一つしかない。




　そう──〝火球による遠えん距きよ離りでの攻撃〟だ。




　そしてミナトの予想通り、やつは大樽を破壊した。

　真打ちが中に潜ひそませた、頑がん強きようさなら随ずい一いちを誇ほこる、〝タマネのハンマー〟だとも知らずに。

　爆発をぎりぎりで回避したミナトのもとには、当然、ハルマの姿もあり、彼はミナトの身体からだを大地として、すでに大たい剣けんを構えていた。

「頼たのむぜ、大将！」

「ああ、任せろ！　──《ブレイブスピア》ーッ！」

「──ぐえっ!?」

　ハルマの踏ふみ台となったミナトの衝しよう撃げきはかなりのものだったが、それだけ全力で突撃してくれた彼の一いち撃げきは、流星のごとくやつの顔面を捉とらえ、




『──ギガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』




　狙ねらい通り、ハルマの刺し突とつがその右目に深々と突き刺ささった。

「離脱するぞ！」
















「お、おう……っ」

　今度はギガスオーガンの頭を蹴けって飛んだハルマに続き、未いまだダメージの残るミナトも、腹部の鎖を外す。

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　ぐるぐると螺ら旋せんを描えがいて落ちていくギガスオーガンを下方に捉えながら、ミナトはなんとかハルマと合流し、この時のために用意しておいた〝あれ〟を、インベントリから取り出す。

「持ってくれよ……っ」

　一いち縷るの望みを胸に、これを広げると、

　──ぼふっ！

　それは色いろ鮮あざやかな流線を描き、ミナトたちの落下速度を、少しだけだが減速させた。




　そう──〝パラシュート〟だ。




　スーツに体操服、寝ね間ま着きに制服、レッスン着、果てはベビー服など、とにかく今ある衣い装しようを縛しばりに縛りつけた、お手製の〝パラシュート〟を広げたのである。




　それらが繫つながっているのは、ミナトが背負っている〝真っ赤なランドセル〟だ。

　まさかこんなところで役に立つとは、一体誰だれが想像しただろうか。

　もちろん《ＤＩＹ》で作った簡易的なものゆえ、既き製せい品ひんには遠く及およばないが、それでも多少は空気抵てい抗こうを作り出せたらしく、このまま行けば、恐らく船がこちらに戻ってくるまでの時間は稼かせげるだろう。

「あー、死ぬかと思った……」

「そうだな。まだ楽観視は出来ないが、とにかく作戦成功だ。あとはヒノカがこちらに戻もどって来てくれれば」

　と。




　──びりっ。




「「……えっ？」」

　その時、上の方から嫌いやな音が鳴った。

　それも一度だけならまだなんとかなるかとも思ったが、

　──びりっ。

　──びりびりっ。

　──ぶちぶちぶちっ。

　音は次し第だいにあちこちからも鳴り始め、心なしか、落下速度も増し始めたようで、




「「──う、うわああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」




　男二人の大絶ぜつ叫きようが、この雄ゆう大だいな空の中に、騒そう然ぜんと響き渡わたったのであった。










　エピローグ







「うわぁ～ん!?　ミナトさん、よかったですぅ～!?」

　──すりすりぷにぷにもちもち。

「お、おう……」

　泣きながら濃のう厚こうな頰ほおずりをしてくるココに、ちーんっと真っ白に燃え尽つき中のミナトが辿たど々たどしく頷うなずく。

　あれから落下中の二人は、数回失敗した後、なんとか《ゴールデンオカメ号》に回収されたのだが、しかし何度も失敗しているうちに、だんだん下の海が近づいてきて、割と素すで死を覚かく悟ごしたのだ。

　ゆえに、一度なんとかなったと気を抜ぬいた後のそれは、精神的にも結構くるものがあり、あのハルマでさえ、「お、俺は大だい丈じよう夫ぶだよ……」と未いまだに腰こしを抜かしながら、空笑いを浮うかべているほどであった。

「ふん、あたしに重々感謝しなさいよね」

「お、おう、さんくす……」

「何、気にすることはない。先ほどまで〝お願いだからこっちに来てぇ～!?〟と喚わめいていたくらいだしな」

　シーナが妙みように上う手まいものまねで、当時の状じよう況きようを再現すると、ヒノカは顔を真っ赤にしながら怒ど鳴なり散らしてきた。

「ちょ、あんた何ばらしてくれちゃってんのよ!?　いい加減にしないと、あんたの〝乳ちち揉もみ体操〟、フルでやってやるわよ!?」

「ぐっ……おのれ……っ」

　ぐぬぬと痛み分けな様子のシーナなどを見ているうちに、ミナトもやっとこさ冷静さを取り戻してくる。

　しかし思い返せば、随ずい分ぶんと無茶をしたものである。

　それもこれも──。




「……ほえ？　どうしました？」




「いや、なんでもないよ」

「えへへ～♪」

　そう頭を撫なでてやれば、ココは嬉うれしそうににんまりと笑っていた。

　とにかくこうして無事に戻ってくることが出来たのだ。

　ならばもうそれでよしということにしようと思う。

　ただまあ、しばらく空の旅はいいかな……、とミナトが苦笑い気味に黄昏たそがれていると、どうやら《神の園その》近くへと戻ってきたらしい。

「……はあ、やっと帰ってこられたわ。っていうか、あたし頑がん張ばりすぎてお腹なかぺこぺこなんだけど」

「そうだな。俺もなんだか無む性しように腹が減った気がする……」

「あ、じゃあせっかくですし、今日はご馳ち走そうを食べましょうよぅ！」

「それは結構だが、そんな予算がどこにあるのかね？　……いや、待てよ。今こそやつを売り飛ばすという手も……」

『キュ～!?』

　──ぽよよんっ。

「あらあら、どうしました？」

　その豊満な胸むな元もとに飛び込んできたマル子を、サラはよしよしと撫でる。

「ちょ、なんでサラさんの方に行くんですかぁ～!?　そこはママたる私のところに来るところでしょう!?　まさかおっぱいですか!?　おっぱいなんですか!?」

「お、落ち着いて、ココちゃん!?　おっぱいならココちゃんも負けて……はいるけど、たぶんなんとかなるよ！」

「ふえぇ～!?　これはもう今日はミナトさんとお風ふ呂ろに入るしかないですぅ～!?」

「いや、なんでだよ……」

　そうミナトがジト目で突つっ込こんでいると、ハルマがふっと微笑ほほえみながらこう提案してきた。

「なら、今夜は俺たちにご馳走させてくれないか？　君のアイディアでこうして生き延びられたわけだし、蒼そう穹きゆう層のボスであろう、ギガスオーガンの強さも、身を以もつて体験することが出来たんだ。この経験は、これからの攻こう略りやくに大いに役立つはずだ」

「え、いいんですか!?」

　しゅばっと一転して瞳ひとみを輝かがやかせるココに、ハルマはもちろんと大きく頷く。

「おい、ココ」

「はは、構わないよ。せっかくこうして皆みんな無事に帰れるんだ。だったら祝しゆく杯はいの一つくらいは挙げないと、なんだかしっくりこないだろう？」

「でもあんたらには宿代も……って、言ってもどうせ無む駄だなんだろ？」

「ああ」

　にっと爽さわやかに笑うハルマに、ミナトも仕方ないと肩かたを竦すくめる。

「分かったよ。ならお言葉に甘えて存分にご馳走になるとするか。皆もそれでいいな？」

「はいっ」「ええ」「うむ」「うんっ」

　揃そろって笑顔を見せてくれた一同に、ミナトが「よし」と口元を和やわらげていると、

「おっと」

「えへへ～、ご馳走楽しみですぅ～♪」

　ぎゅっとココが腕うでを組んできたかと思えば、

「おわっ」

「あ、わたしついでに新しいハンマー見たーい♪」

　逆の腕にはタマネが寄り添そってきて、

「おふっ」

「やれやれ、騒さわがしい限りだな。まあ、悪くはないが」

　ぽふんっとシーナが肩の上に乗ってくる。

「お前らなぁ……」

　ミナトが呆あきれ気味に息を吐ついていると、彼女らは揃ってじっとヒノカの方を見やり、

「いや、あたしはやんないわよ……」

　ヒノカもまた、ミナト同様、小さく嘆たん息そくしていたのだった。

　そんないつものやり取りが出来ることを、ミナトは一人ふっと微笑みながら感謝した後、

「よし、じゃあ飯だ！」

「はいですぅ！」「ええ」「うむ」「うん！」「はい♪」「ああ」「そうね」『キュッ』

　と、全員で今夜のご馳走に胸を躍おどらせるのであった。










　　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったことに、厚く御おん礼れいを申し上げます。

　お久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　皆みなさまのおかげで、この『デスゲームから始めるＭＭＯスローライフ』も、ついに四巻目を迎むかえることが出来ました！

　これもひとえに皆さまの応おう援えんがあってのおかげです！

　本当にありがとうございます！




　さて、美少女ＮＰＣだらけの島──〝マゾス島〟から帰き還かんしたミナトたちは、コンサートを再開したサラから一枚のチラシを受けとります！

　そこに書かれていたのは、〝黄金の街〟──《エルドラ》のゴールド王が、自らの願いと引ひき換かえに、世界に一隻せきしかない〝飛空艇てい〟を与あたえるというもので、もちろんミナトたちもこれをゲットするため、ゴールド王の住まう遥はるか天空の宮きゆう殿でん──《神の園その》へと向かうことになります！

　ですが当然、〝飛空艇〟を狙ねらうプレイヤーたちは数多くおり、中にはハルマたち攻こう略りやく組の姿も！

　最中、ゴールド王がプレイヤーたちに課した願いは、まさかの〝愛の告白シーンを見せろ〟というもので──!?

　と、そのような内容の本作になっておりますが、過去三巻同様、頭をからっぽにしてほっこりと楽しめる内容になっておりますので、是ぜ非ひ楽しんでいただけたら幸いです！

　なお、今回のカバーイラストは、タマネとココ、そして作中に登場する草食モンスター──〝ムーラマトン〟のまったりとした様子が描えがかれておりますが、ご覧になっても分かるとおり、今回も素晴らしい出来になっておりますので、このイラストだけでも購こう入にゆうする価値は十分にあると思います！

　コスプレ衣装を用意する二人がとても可愛いですし、ムーラマトンのもふもふっぷりも見ていて癒いやされますので！

　もちろんカバーも素晴らしいのですが、挿さし絵えも相変わらずの極ごく上じようクオリティですので、是非そちらも本編と合わせてお楽しみくださいませ！




　さてさて、本作のご紹しよう介かいはこの辺にさせていただきまして、私ごとで恐きよう縮しゆくではありますが、今月はもう一冊──ファミ通文庫さまより新シリーズが刊行予定ですので、もしご興味などございましたら、私のツイッターまたは公式ＨＰ、並びに全国の書店さまなどでチェックしていただけたらと思います！

　ツイッターでは来月以降の刊行予定などでもお知らせしておりますので！




　というような感じで、恒こう例れいの謝辞に移らせていただけたらと思います。

　今回もうっとりするほど素す晴ばらしいイラストで、本作を彩いろどってくださいました、絵師の庄しよう名な泉みつ石いしさま。

　今作から新しく担当についてくださり、親身に相談に乗ってくださいました、編集のＹさま。

　及および、この作品づくりに携たずさわってくださいました、全すべての皆みなさま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御礼を申し上げます。

　願わくは、またお会い出来ますことを。





二〇一七年一〇月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ










草薙アキ

●くさなぎあき



１９８６年に生を受けた、群馬県民と北海道民のハーフ。今回、ミナトたちは〝飛空艇〟を手に入れるため、〝黄金の街〟に王の願いを叶えに行きます！　しかしそこで告げられたのは、まさかの〝愛の告白を見せろ〟というもので!?　というような感じの本作を、どうぞよろしくお願いいたします！


















カバー・口絵・本文イラスト／庄名泉石

カバーデザイン／アフターグロウ










デスゲームから始はじめるMMOスローライフ４




浮ふ遊ゆう島じまを目め指ざしてコスプレ衣い装しよう作づくり








草くさ薙なぎアキ
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